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　2009年5月に日本ジオパークネットワークが発足してわずか5年程ですが、日本におけるジオパーク
活動は急速に広がり、現在、全市町村の約1割が当ネットワーク会員の構成団体となっています。この
背景には、地域活性化ツールとしてジオパーク活動の有効性が認識され、関係者の積極的な活動に
より全国に展開されたことがあります。これまでの関係各位のご尽力に、心より御礼申し上げます。
　日本ジオパークネットワークとしましては、会員の皆様のご協力によってこれまでの活動を進めて
きましたが、今後もネットワークを最大限に活用した情報発信や共有を積極的に行う必要に迫られ
ている状況です。そこで、このたび多くのジオパーク関係者のご協力をいただくなかで、JGN機関誌
『GEOPARK magazine』を創刊する運びとなりました。ジオパークの普及啓発はもちろんのこと、
日頃のジオパーク活動で感じているさまざまな思いやお困りの問題などを共有する場としてもご利用
いただき、より高品質でかつ持続可能なジオパークを目指す上での一助になれば幸いです。
　ぜひ多くの皆さまにご活用いただき、関係各地域のさらなる発展をご祈念申し上げ、創刊にあたっ
てのご挨拶といたします。
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特定非営利活動法人 日本ジオパークネットワーク 理事長  米田 徹 
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世界ジオパークネットワーク事務局メンバー／
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世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
歩
み

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
概
念
は
、
重
要
な
価
値
を

も
っ
た
生
物
以
外
の
自
然
を
含
む
地
域
の
持
続

可
能
な
発
展
を
通
し
て
、
地
球
遺
産
を
保
護
し

活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
1
9
9
0
年

代
後
半
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
は
、
社
会
経
済
的
、
文

化
的
発
展
と
自
然
環
境
の
保
全
と
の
相
互
作

用
の
可
能
性
に
光
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

1
9
7
2
年
の
世
界
遺
産
条
約
に
新
た
な
一
面

を
付
け
加
え
て
い
ま
す
。

　

活
発
で
効
果
的
な
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
は
、

主
に
、
科
学
調
査
、
ジ
オ
サ
イ
ト
の
リ
ス
ト
と

地
図
の
作
成
、
ジ
オ
サ
イ
ト
の
保
護
・
活
用
と

ガ
イ
ド
、壊
れ
や
す
い
サ
イ
ト
や
化
石
の
保
全
、

公
園
の
整
備
、
ジ
オ
サ
イ
ト
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
基
盤
設
備
を
つ
な
ぐ
遊
歩
道
の
整
備
、
ジ

オ
サ
イ
ト
に
関
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
、
科
学
的
文
化
的
行
事
の
企
画
、
ジ
オ
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
持
続
可
能
な
発
展
の
促
進
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。

　

同
時
に
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
地
球
科
学

の
知
識
を
実
践
す
る
た
め
の
自
然
の
実
験
室
で

あ
る
と
も
言
え
ま
す
。
適
切
に
恵
み
を
享
受
し

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
し
た

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
貢
献

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
：
地
球
遺
産
の
保
全
と
持
続
可
能
な
地
域
発
展

創刊記念
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災
害
を
避
け
る
た
め
に
、
地
球
と
い
う
惑
星
、

自
然
現
象
、
地
球
力
学
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る

人
々
の
知
識
・
関
心
を
高
め
ま
す
。

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
ジ
オ
ハ
ザ
ー
ド
と
防

災
に
関
す
る
社
会
の
反
応
を
活
発
に
し
ま
す
。

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
G
G
N
）

が
2
0
0
4
年
に
設
立
さ
れ
て
か
ら
10
年
、
こ

の
素
晴
ら
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
成
長
を
続
け

て
い
ま
す
。
今
日
、
重
要
な
地
質
学
的
遺
産
を

有
す
る
30
カ
国
1
0
0
地
域
が
、
経
済
的
、
社

会
的
な
地
域
発
展
に
つ
な
が
る
、
活
発
で
持
続

的
、
包
括
的
な
成
長
の
た
め
の
、
戦
略
実
践
の

有
効
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
運
営

す
る
た
め
に
、
新
た
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

活
発
な
日
本
の
ジ
オ
パ
ー
ク

　

2
0
0
9
年
か
ら
、
日
本
の
ジ
オ
パ
ー
ク
は

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
わ
り
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
最
も
活
発
な
ジ
オ
パ
ー

ク
の
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。
最
も

活
発
で
生
産
的
、
創
造
的
な
国
内
グ
ル
ー
プ
の

一
つ
と
な
っ
た
の
で
す
!　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
の

設
立
を
通
し
て
、
日
本
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
と

日
本
の
関
係
機
関
、関
連
組
織
、関
連
団
体
は
、

国
際
会
議
、
促
進
活
動
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
で
日
本
に
お
け
る
ジ
オ
パ
ー
ク
概
念
の
普
及

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
機
関
誌
は
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
新
た
な
取
り
組
み
の
象
徴
で
す
。
ま

た
、
世
界
認
定
を
受
け
た
６
つ
の
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
を
含
む
33
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
共
同
の
表

現
の
場
で
あ
り
、
日
本
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ユ

ニ
ー
ク
な
美
と
ジ
オ
サ
イ
ト
の
価
値
、
地
質
地

形
を
楽
し
む
た
め
に
日
本
の
人
々
を
い
ざ
な
う

架
け
橋
と
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
日

本
の
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
社
会
に
地
球
遺
産
の
価

値
を
最
大
限
に
伝
え
、
教
育
し
、
利
益
を
得
る

た
め
に
地
域
社
会
と
共
に
取
り
組
む
と
い
っ

た
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
主
要
な
目
的
に
重
要
な
貢

献
を
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
６
つ
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
、
ユ

ニ
ー
ク
な
特
徴
が
あ
り
、
地
質
学
的
歴
史
と
わ

れ
わ
れ
の
惑
星
の
進
化
の
興
味
深
い
一
面
を
見

せ
て
く
れ
ま
す
。

【
糸
魚
川
】
新
潟
県
に
あ
り
、
日
本
の
主
要
な

２
つ
の
構
造
プ
レ
ー
ト
の
間
に
あ
り
ま
す
。
世

界
最
古
の
ヒ
ス
イ
文
化
が
あ
り
、
地
球
と
人
間

の
関
係
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

【
洞
爺
湖
有
珠
山
】
日
本
の
北
部
、
北
海
道
に

あ
る
火
山
地
帯
。
変
動
す
る
地
球
と
人
間
と
の

共
生
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

【
島
原
半
島
】
日
本
の
南
部
、
九
州
に
あ
る
火

山
と
そ
の
噴
火
災
害
の
野
外
博
物
館
で
あ
り
、

活
火
山
と
人
間
の
共
生
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

【
山
陰
海
岸
】
京
都
、
兵
庫
、
鳥
取
に
わ
た
る

日
本
海
沿
岸
地
域
。
め
ず
ら
し
い
沿
岸
の
地
形

サ
イ
ト
や
多
様
な
地
層
、
鳥
取
砂
丘
や
温
泉
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

【
室
戸
】
四
国
に
あ
る
太
平
洋
沿
岸
地
域
で
、

海
岸
に
突
き
出
し
た
岩
が
特
徴
的
で
す
。
海
水

準
の
変
化
と
巨
大
地
震
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

地
域
で
す
。

【
隠
岐
】
日
本
海
に
浮
か
ぶ
島
々
。
島
根
県
に

あ
り
ま
す
。
日
本
列
島
と
と
も
に
大
陸
か
ら
分

離
し
、
氷
河
期
に
は
本
州
と
つ
な
が
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
様
な
タ
イ
プ
の
岩

が
あ
る
こ
と
で
有
名
で
す
。
野
生
生
物
も
た
く

さ
ん
い
ま
す
。

　

日
本
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
地
質
学
的
遺

産
を
保
全
し
、
地
球
科
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
の
科
学
的
研
究
の
発
展
を
支
援
す
る
た
め
、

革
新
的
な
方
法
を
試
み
、
向
上
さ
せ
て
発
展
し

て
い
ま
す
。
日
本
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
気

候
変
動
や
自
然
災
害（
地
震
、津
波
、火
山
噴
火
、

地
滑
り
、
液
状
化
現
象
）
に
関
す
る
人
々
の
知

識
や
意
識
を
向
上
さ
せ
る
野
外
教
室
と
し
て
、

と
て
も
分
か
り
や
す
く
有
効
に
機
能
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
効
率
的
で
よ
く

組
織
さ
れ
た
教
育
活
動
を
野
外
公
園
、
テ
ー
マ

別
の
博
物
館
や
ガ
イ
ド
の
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し

て
お
り
、
環
境
教
育
に
も
広
く
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

日
本
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
定
義
づ
け
る
地

球
遺
産
資
源
を
ベ
ー
ス
と
し
た
、
ジ
オ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
開
発
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旅

行
者
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
設
備
を
開
発
し
て

い
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
内
の
野
外
公
園
や
ガ
イ

ド
案
内
を
し
て
い
る
ジ
オ
サ
イ
ト
に
は
、
毎
年

何
千
人
も
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
サ
イ
ト
間

を
つ
な
ぐ
遊
歩
道
は
各
ジ
オ
パ
ー
ク
の
重
要
な

設
備
で
す
。
遊
歩
道
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
オ

サ
イ
ト
の
説
明
看
板
を
設
置
し
、
自
然
美
や
生

態
学
的
価
値
の
あ
る
サ
イ
ト
、
文
化
的
建
造
物

な
ど
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
興
味
深
い
サ
イ
ト
を
結

ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
直
接
、
ま
た

は
間
接
的
に
新
た
な
仕
事
を
生
み
出
す
こ
と

で
、
地
域
の
持
続
可
能
な
発
展
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
雇
用
に
関
し
て
さ
ら
に

重
要
な
こ
と
は
、
観
光
業
、
小
規
模
な
ホ
テ
ル

や
民
宿
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ジ
オ
パ
ー
ク
内
で
の

観
光
客
の
流
れ
の
増
加
に
関
連
す
る
他
の
活
動

に
お
け
る
雇
用
機
会
の
拡
充
で
す
。
手
工
芸
品

や
陶
器
化
石
の
製
造
者
な
ど
の
地
元
の
職
人

は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
と
永
く
協
力
し
合
う
パ
ー
ト

ナ
ー
で
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
地
元
の
食
べ
物

の
味
見
や
購
入
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
ジ
オ

パ
ー
ク
は
、
地
域
の
生
産
物
、
食
べ
物
、
飲
み

物
の
質
を
向
上
さ
せ
、
生
産
者
と
潜
在
的
な
顧

客
を
引
き
合
わ
せ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
訪
れ
た

ら
、
豊
か
な
自
然
遺
産
や
生
態
学
的
審
美
的
価

値
の
高
い
サ
イ
ト
だ
け
で
な
く
、文
化
、伝
統
、

そ
の
地
域
の
生
産
物
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
の
機
会
を
逃
す
こ
と
な
く
、
ぜ
ひ
日
本
の

ジ
オ
パ
ー
ク
に
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！
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地
方
紙
に
見
る
ジ
オ
パ
ー
ク
小
史

　

２
０
１
４
年
に
な
っ
て
、
昨
年
１
年
間
に
日

本
全
国
の
新
聞
記
事
を
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
す
る
と
３
８
８
４
件
の

記
事
が
検
出
さ
れ
た
。
全
国
紙
で
は
、
読
売
新

聞
が
３
３
３
件
、
朝
日
新
聞
が
２
９
６
件
、
毎

日
新
聞
が
２
２
５
件
、
日
経
各
紙
が
69
件
、
産

経
新
聞
は
10
件
で
あ
っ
た
。

　

新
聞
記
事
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
ジ
オ
パ
ー
ク

の
ニ
ュ
ー
ス
を
た
ど
る
と
、
日
本
の
ジ
オ
パ
ー

ク
の
歴
史
を
そ
の
ま
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ジ
オ
パ
ー
ク
の
基
本
は
そ
の
地
域
の
住
民
の
力

で
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
推
進
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
に
あ
り
、
そ
の
力
が
組
織
さ
れ
、
行
政
や
経

済
界
な
ど
の
支
援
で
持
続
可
能
な
形
で
進
め
ら

れ
る
姿
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
成
果
を
見
る
た

め
に
は
、
私
は
新
聞
記
事
、
と
く
に
地
方
紙
に

書
き
残
さ
れ
た
記
事
に
頼
る
の
が
一
番
い
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

日
本
の
ジ
オ
パ
ー
ク
全
体
の
歴
史
を
概
観

す
る
の
に
、
ま
ず
新
聞
記
事
の
掲
載
数
が

２
０
１
３
年
の
３
８
８
４
件
に
至
る
ま
で
に
、

ど
の
よ
う
に
増
え
て
き
た
か
を
見
て
み
よ
う
。

全
国
の
新
聞
記
事
を
日
経
テ
レ
コ
ム
で
検
索
す

る
と
、
最
初
に
た
っ
た
１
件
の
記
事
が
現
れ
た

の
が
、
２
０
０
４
年
の
神
戸
新
聞
の
記
事
で

あ
っ
た
。「
山
陰
海
岸
の
重
要
性
説
く
、
香
住
、

地
質
学
者
ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
地
方
版
に
写
真
入
り
で
載
っ
た
。
記
事
の
中

で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ま
ず
冒
頭
、「
講
演
が

あ
り
、
神
戸
大
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
波

田
重
煕
教
授
が
、
日
本
列
島
が
現
在
の
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
か
ら
分
か
れ
、
山
陰
海
岸
が
形
成
さ

れ
た
過
程
を
説
明
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
所
が
日
本
海
の
形
成

と
い
う
点
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
機
会
あ
る

毎
に
私
は
か
つ
て
現
地
の
方
た
ち
に
強
調
し
て

き
た
が
、
実
は
最
初
か
ら
そ
の
視
点
が
記
事
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

発
展
を
期
し
て

創刊記念
特別寄稿
contribution
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次
い
で
、
２
０
０
５
年
17
件
、
２
０
０
６
年

24
件
、
２
０
０
７
年
１
６
２
件
と
、
各
地
で
準

備
さ
れ
て
い
る
ジ
オ
パ
ー
ク
候
補
地
が
紹
介
さ

れ
、
２
０
０
８
年
に
は
８
０
６
件
の
記
事
が
残

さ
れ
た
。
例
え
ば
、
５
月
30
日
、
朝
日
新
聞
の

佐
々
木
英
輔
記
者
に
よ
る
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の

日
本
委
員
会
発
足
と
い
う
記
事
で
、「
特
徴
あ

る
地
質
や
地
形
を
保
存
し
て
教
育
や
観
光
に
生

か
す「
ジ
オ
パ
ー
ク
」の
日
本
委
員
会
が
28
日
、

発
足
し
た
。
世
界
遺
産
の
よ
う
に
国
際
組
織
が

審
査
し
て
お
墨
付
き
を
与
え
る
も
の
だ
が
、
日

本
に
は
ま
だ
な
い
。
委
員
会
は
10
月
に
も
候
補

３
カ
所
を
選
び
、
来
年
の
国
内
第
１
号
誕
生
を

目
指
す
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
の
こ
と
と
日
本
独
自
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の

認
定
の
仕
組
み
が
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
。

　

２
０
０
９
年
、
洞
爺
湖
有
珠
山
、
糸
魚
川
、

島
原
半
島
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
仲
間
入
り

し
た
こ
と
が
大
き
な
話
題
と
な
り
、
新
聞
記

事
は
１
８
２
７
件
と
な
っ
た
。
２
０
１
０
年

２
０
９
２
件
、
２
０
１
１
年
３
５
４
０
件
、

２
０
１
２
年
３
４
７
４
件
と
増
え
て
き
た
。
こ

の
増
え
方
を
見
な
が
ら
、
あ
る
時
期
、「
ジ
オ

パ
ー
ク
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
」
と
質
問

し
た
記
者
に
、「
え
っ
、
ま
だ
ジ
オ
パ
ー
ク
を

ご
存
じ
な
い
の
で
す
か
?
」
と
聞
き
返
す
こ
と

を
繰
り
返
し
た
の
を
思
い
出
し
た
。

　

２
０
１
３
年
末
と
新
年
を
迎
え
て
の
記
事
で

は
各
地
の
10
大
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
に
ジ
オ
パ
ー
ク

の
こ
と
が
た
く
さ
ん
登
場
し
た
。
毎
日
新
聞
地

方
版
で
は
「
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
が
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
」
が
あ
げ
ら
れ
、
西
部
読
売
新

聞
で
は
、
大
分
県
が
発
表
し
た
今
年
の
県
政
10

大
ニ
ュ
ー
ス
で
四
位
が
「
姫
島
村
と
豊
後
大
野

市
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
」
で
あ
っ
た
と
伝
え

た
。
伊
豆
新
聞
で
は
「
伊
豆
半
島
こ
の
一
年
」

で
「
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
に
清
水
町
、
長
泉

町
が
加
わ
っ
た
。
ジ
オ
サ
イ
ト
は
１
１
４
カ
所

に
」
と
書
い
た
。
地
域
指
定
の
こ
の
よ
う
な
変

更
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
さ
ら
に
伊
豆
新
聞
は

「
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
は
来
年
、
世
界
認
定

の
前
年
に
あ
た
り
箱
根
な
ど
強
力
ラ
イ
バ
ル
ひ

し
め
く
中
で
、
ま
ず
国
内
推
薦
を
勝
ち
取
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
年
に
な
る
と
み
ら
れ

る
」
と
強
調
し
た
。

　

十
勝
毎
日
新
聞
の
記
事
で
は
、「
と
か
ち
鹿

追
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
認
定
が
９
月
に
「
保
留
」

に
な
っ
た
の
に
は
驚
か
さ
れ
た
が
、
晴
れ
て
認

定
さ
れ
た
と
い
う
記
事
が
載
り
、「
た
だ
最
初

に
用
意
し
た
く
す
玉
は
結
局
、割
れ
な
か
っ
た
」

と
書
い
て
あ
る
の
を
、複
雑
な
思
い
で
読
ん
だ
。

　

新
年
を
迎
え
て
も
元
旦
か
ら
ジ
オ
パ
ー
ク
の

記
事
が
出
た
。
静
岡
新
聞
は
、「
地
域
の
宝
残

し
た
い
」
と
い
う
特
集
で
、
世
界
遺
産
登
録
を

果
た
し
た
富
士
山
な
ど
と
と
も
に
、
南
ア
ル
プ

ス
や
伊
豆
半
島
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
を
目
ざ
す

方
針
を
紹
介
し
、「
伊
豆
ジ
オ
パ
ー
ク

−

ガ
イ

ド
活
動
10
年
」
と
し
て
、
伊
東
市
の
元
中
学
教

諭
斎
藤
俊
仁
さ
ん
の
「
伊
豆
が
持
っ
て
い
る
素

材
の
価
値
は
世
界
レ
ベ
ル
」「
こ
こ
は
宝
物
な

ん
だ
と
気
付
く
こ
と
で
、
保
全
も
含
め
た
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
が
進
む
は
ず
」
と
い
う
言
葉
を
紹

介
し
、
住
民
へ
の
普
及
役
を
担
う
ジ
オ
ガ
イ
ド

の
活
動
の
重
要
性
を
書
い
て
い
る
。

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
情
報
に
関
し
て
も
、
以
前

は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
タ
ジ
オ
パ
ー
ク
」
ば
か
り
が

ヒ
ッ
ト
し
て
悔
し
か
っ
た
が
、
今
で
は
「
ジ
オ

パ
ー
ク
」
で
検
索
す
る
と
g
o
o
g
l
e
で
も

Y
a
h
o
o
で
も
、
１
１
５
万
件
を
超
え
る
情

報
が
ヒ
ッ
ト
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
近
、
辞

書
を
引
く
と
、
ジ
オ
パ
ー
ク
と
い
う
項
目
が

立
っ
て
、『
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
』
の
解
説
が
出

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

見
る
･
食
べ
る
･
学
ぶ
た
め
の
大
地
の
公
園

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
呼
び
方
を
カ
タ
カ
ナ
に
す
る

と
決
め
た
の
は
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
の

最
初
の
議
論
に
よ
る
が
、
私
自
身
は
、
日
本
語

の
説
明
を
加
え
る
と
き
に
、「
見
る
・
食
べ
る
・

学
ぶ
た
め
の
大
地
の
公
園
」
と
表
現
す
る
。
と

く
に
こ
の
「
食
べ
る
」
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い

る
。

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す

る
自
治
体
の
名
簿
に
よ
る
と
、
ジ
オ
パ
ー
ク
と

何
ら
か
の
関
連
を
持
つ
都
道
府
県
の
数
が
３
７

に
な
っ
た
。
関
連
す
る
市
が
98
、
町
が
76
、
村

が
26
で
あ
る
。
全
国
の
市
町
村
の
１
割
を
超
え

る
合
計
２
０
０
市
町
村
が
関
連
し
て
い
る
。

　

昨
年
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
、

同
推
進
協
議
会
が
京
阪
神
の
２
０
０
名
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
に
よ
る
と
、

10
歳
か
ら
20
歳
代
の
７
割
以
上
が
、
こ
の
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
知
ら
な
い
と
回
答
し
た
。

40
歳
代
以
上
で
は
半
数
以
上
が
知
っ
て
い
た
も

の
の
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ

る
結
果
で
あ
る
。
地
域
別
で
は
、「
少
し
知
っ

て
い
る
」
を
入
れ
て
、
神
戸
や
大
阪
の
約
55
％

に
対
し
て
京
都
は
40
％
だ
っ
た
。

　

京
都
の
人
た
ち
に
も
も
っ
と
ジ
オ
パ
ー
ク
の

こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
、
私
は
京
都

発
の
旅
行
商
品
を
開
発
し
よ
う
と
思
っ
て
い

る
。
旅
行
関
係
会
社
の
京
都
支
店
長
た
ち
に
集

ま
っ
て
も
ら
っ
て
議
論
し
、
京
都
か
ら
旅
行
グ

ル
ー
プ
を
送
り
出
し
、
現
地
の
ジ
オ
ガ
イ
ド
と

契
約
し
て
実
施
す
る
着
地
型
の
旅
行
を
企
画
す

る
こ
と
を
目
標
に
、
ま
ず
試
み
に
自
分
た
ち
で

実
践
し
て
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。
行
き
先
は
室

戸
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
、
伊
丹
空
港
か
ら
高
知

へ
向
か
い
、
現
地
の
ガ
イ
ド
の
和
田
さ
ん
と
室

戸
ジ
オ
パ
ー
ク
学
術
専
門
員
の
柴
田
博
士
と
合

流
し
て
、
ジ
オ
サ
イ
ト
と
金
目
鯛
の
味
を
楽
し

ん
だ
。
土
佐
湾
に
沈
む
「
だ
る
ま
夕
日
」
を
見

ら
れ
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
を
、
一
人
で
も
多
く
の
人
び
と

に
知
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
を
最
大
の
目
標

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
タ
イ
プ
の
活
動
を
、
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
皆
さ
ま
と
連

携
し
つ
つ
実
施
し
、「
見
る
・
食
べ
る
・
学
ぶ

た
め
の
大
地
の
公
園
」を
広
め
て
い
き
た
い
と
、

私
は
思
っ
て
い
る
。



 GEOPARK magazine 6

　

世
界
と
日
本
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
考
え
方
は

年
々
進
化
し
て
い
て
、
審
査
の
仕
組
み
も
そ
れ

に
応
じ
て
変
化
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
今
の
仕

組
み
が
ど
ん
な
考
え
方
を
も
と
に
し
て
ど
う

な
っ
て
い
る
か
を
解
説
し
て
、
次
に
今
後
ど
う

な
っ
て
い
く
か
私
の
見
方
に
基
づ
い
て
述
べ
ま

す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
仕
組
み
で
大
事
な
こ
と
は
、

ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー
に
な

る
こ
と
が
ジ
オ
パ
ー
ク
に
な
る
こ
と
だ
、
と
い

う
点
で
す
。
2
0
0
0
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ジ
オ

パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
設
立
さ
れ
て
以
来
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ジ
オ
パ
ー
ク
の
考
え
方
の
基

本
で
す
。

　

大
事
な
も
の
の
リ
ス
ト
を
作
っ
て
社
会
に
広

め
る
と
と
も
に
、
行
政
の
仕
組
み
と
し
て
そ
れ

を
守
る
体
制
と
お
金
を
用
意
し
て
、
大
事
な
も

の
を
守
る
の
が
世
界
遺
産
や
天
然
記
念
物
の
仕

組
み
で
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
大
事
な
も
の
が

あ
る
地
域
と
そ
こ
に
住
む
人
が
、
大
事
な
も
の

を
守
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
大
事

な
も
の
を
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
使
っ
て
地
域

の
人
が
元
気
に
な
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
、
を
み
ん
な
で
考
え
て
実
行
す
る
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
ジ
オ

パ
ー
ク
の
審
査
で
は
、
審
査
を
受
け
る
地
域
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
員
と
し
て
活
躍
し
、
ジ
オ

パ
ー
ク
の
理
念
を
実
現
す
る
具
体
的
な
実
践
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
見
せ
て
く
れ
る
か
ど
う
か
、

が
審
査
の
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

左
頁
の
図
に
あ
る
よ
う
に
、
ユ
ネ
ス
コ
が

支
援
す
る
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
G
G
N
）
に
加
盟
を
認
め
ら
れ
る
と
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
J
G
N
）
に
加
盟
を
認
め
ら
れ
る
と
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。
日
本
の
審
査
の
方
法
や
基

準
は
世
界
の
審
査
の
も
の
を
下
敷
き
に
し
て
い

ま
す
の
で
、
基
本
的
に
は
世
界
と
同
じ
で
す

が
、G
G
N
は
自
ら
審
査
を
行
う
の
に
対
し
て
、

世
界・日
本
の

ジ
オ
パ
ー
ク
の
審
査
の
仕
組
み

創刊記念
特別寄稿
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J
G
N
は
外
部
に
あ
る
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員

会
（
J
G
C
）
が
審
査
す
る
と
こ
ろ
が
違
い
ま

す
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
員
に
な
る
か
ど
う
か
を

審
査
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
審
査
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
行
う

こ
と
が
自
然
で
す
。
一
方
、
審
査
の
信
頼
性
を

確
保
す
る
に
は
、
第
三
者
で
あ
る
専
門
家
の
審

査
機
関
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
観
点
も
あ
り
ま

す
。
G
G
N
の
審
査
の
仕
組
み
は
前
者
の
観
点

か
ら
立
ち
上
が
っ
て
お
り
、
J
G
C
に
よ
る
審

査
の
仕
組
み
は
後
者
の
観
点
か
ら
立
ち
上
が
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
前
述
の
違
い
を
生
ん
だ
の

で
す
。

　

2
0
0
4
年
か
ら
G
G
N
の
審
査
を
行
っ
て

い
る
B
u
r
e
a
u
の
メ
ン
バ
ー
の
過
半
数
は

各
国
の
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
わ
る
人
、
つ
ま
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー
で
、
科
学
者
と
ジ

オ
パ
ー
ク
の
運
営
に
関
わ
る
人
の
両
方
が
い
ま

す
。
こ
の
人
た
ち
が
B
u
r
e
a
u
を
主
導

し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー
が
必
要
と
す

る
専
門
家
を
B
u
r
e
a
u
に
加
え
、
さ
ら
に

新
た
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
げ
た
い
地
域
の
関

係
者
を
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
B
u
r
e
a
u
が

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
質
学
の
専
門
家
と
し

て
I
U
G
S
（
国
際
地
質
科
学
連
合
）
か
ら
、

自
然
保
護
の
専
門
家
と
し
て
I
U
C
N
（
国
際

自
然
保
護
連
合
）
か
ら
、
さ
ら
に
ま
だ
ジ
オ

パ
ー
ク
の
な
い
ア
フ
リ
カ
と
中
南
米
の
ユ
ネ
ス

コ
関
係
者
が
ジ
オ
パ
ー
ク
外
の
メ
ン
バ
ー
で

す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
導
の
審
査
の
仕
組
み
と

言
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と

い
う
考
え
方
を
作
り
出
し
、
そ
れ
を
実
際
に
実

現
し
た
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
作
っ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
先
に
あ
り
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

審
査
の
仕
組
み
を
作
っ
て
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を

増
や
そ
う
と
し
た
の
で
、
J
G
N
と
J
G
C
の

あ
る
日
本
の
仕
組
み
と
違
い
G
G
N
の
外
側
の

「
G
G
C
」
が
な
い
の
で
す
。

　

一
方
、
日
本
で
は
日
本
地
質
学
会
を
中
心
と

す
る
地
球
科
学
の
関
係
者
が
主
導
し
て
、
ま
だ

日
本
に
は
存
在
し
て
い
な
い
ジ
オ
パ
ー
ク
を
、

社
会
に
広
め
よ
う
と
し
ま
し
た
。
広
め
る
に
は

ど
こ
か
に
ま
ず
ジ
オ
パ
ー
ク
が
な
い
と
わ
か
っ

て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
G
G
N
に
ど
こ
か
の
地
域

を
申
請
し
て
日
本
に
も
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
を
作

る
た
め
に
、
ま
た
ジ
オ
パ
ー
ク
の
考
え
方
を
広

め
る
た
め
の
モ
デ
ル
地
域
に
な
る
国
内
版
ジ
オ

パ
ー
ク
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
を
ど
こ
か
に
作
る

た
め
に
、
ま
ず
J
G
C
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

日
本
に
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
ジ
オ
パ
ー
ク
を
社

会
に
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
ジ
オ
パ
ー
ク

は
専
門
家
が
き
ち
ん
と
審
査
し
て
い
る
仕
組
み

で
あ
る
、
と
社
会
に
信
用
さ
れ
る
よ
う
な
委
員

会
と
し
て
J
G
C
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
よ
り
先
に
J
G
C
が
あ
っ
た
の
で

す
。
た
だ
し
、
す
で
に
G
G
N
の
考
え
方
を

（
不
十
分
で
は
あ
り
ま
し
た
が
）
理
解
し
て
ジ

オ
パ
ー
ク
を
目
指
そ
う
と
い
う
地
域
が
す
で
に

あ
っ
た
こ
と
が
、
J
G
C
が
立
ち
上
が
っ
た
背

景
に
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
こ
の
二
つ
の
少
し
異
な
る
審
査
の
仕

組
み
は
今
ど
う
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
ジ
オ
パ
ー
ク

を
ユ
ネ
ス
コ
の
中
に
公
式
に
位
置
づ
け
よ
う
と

い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
、
ユ
ネ

ス
コ
と
G
G
N
は
審
査
を
行
う
組
織
を
G
G
N

と
連
携
す
る
別
組
織
に
し
て
審
査
が
公
正
に

行
わ
れ
る
こ
と
を
よ
り
見
え
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
一
方
日
本
で
は
、

2
0
1
2
年
か
ら
J
G
C
委
員
を
補
佐
す
る
形

で
各
ジ
オ
パ
ー
ク
の
人
た
ち
が
審
査
に
関
わ
り

始
め
、
2
0
1
3
年
か
ら
は
J
G
C
委
員
と
と

も
に
各
ジ
オ
パ
ー
ク
か
ら
選
ば
れ
た
人
た
ち
が

現
地
審
査
を
担
当
す
る
と
と
も
に
、
審
査
基
準

の
見
直
し
な
ど
の
議
論
を
J
G
C
委
員
と
と
も

に
行
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

内
部
で
の
審
査
か
ら
は
じ
ま
っ
た
G
G
N
、
外

部
委
員
会
で
あ
る
J
G
C
の
ど
ち
ら
の
仕
組
み

も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
部
の
人
＋
外
部
の
専
門

家
で
作
る
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
関
係
の
深
い
外

部
委
員
会
と
い
う
形
に
落
ち
着
き
つ
つ
あ
る
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
現
時

点
で
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
審
査
に
ふ
さ
わ
し
い
仕

組
み
だ
か
ら
そ
こ
に
落
ち
着
く
の
で
は
な
い
か

と
私
は
考
え
ま
す
。

　

日
本
の
ジ
オ
パ
ー
ク
は
急
速
に
普
及
し
、
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
を
含
め
た
数
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
迫
る
勢
い
で
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
の
理
念
を
実

現
す
る
た
め
に
、
活
動
の
質
を
上
げ
て
い
く
こ

と
が
今
後
の
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ジ

オ
パ
ー
ク
の
活
動
に
携
わ
る
人
が
審
査
に
深
く

関
わ
り
、「
良
い
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
何
か
」
を

J
G
N
を
通
じ
て
議
論
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
私
は
考
え
ま
す
。
現
在
、
J
G
C
と
と
も

に
そ
う
し
た
議
論
を
行
っ
て
い
る
現
地
審
査
員

だ
け
で
な
く
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
わ
る
多
く
の

人
が
、
J
G
N
大
会
や
研
修
会
、
事
務
局
会
議

や
理
事
会
で
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
も
っ
と
深

く
議
論
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
日
本
の
ジ
オ

パ
ー
ク
は
良
い
も
の
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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日
本
に
お
け
る
ジ
オ
パ
ー
ク
生
み
の
親
と
し

て
、
当
時
ど
の
よ
う
な
ジ
オ
パ
ー
ク
像
を
描
い

て
い
た
の
か
と
、
編
集
部
か
ら
寄
稿
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
。
ジ
オ
パ
ー
ク
は
基
本
的
に
ユ
ネ
ス

コ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
則
っ
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
時
代
と
共
に
変
わ
っ
て
も
い
く
で
し
ょ
う

か
ら
、
何
ほ
ど
の
参
考
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
が
、往
時
を
回
顧
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
を
始
め
た
動
機

　

ジ
オ
パ
ー
ク
を
始
め
た
の
は
２
０
０
４
年
の

こ
と
で
す
。
今
ま
で
守
秘
義
務
で
隠
さ
れ
て
き

た
地
質
地
盤
情
報
を
国
民
共
有
の
知
的
公
共
財

と
し
て
利
活
用
し
よ
う
と
、
元
情
報
地
質
学
会

会
長
だ
っ
た
私
の
定
年
退
官
を
待
っ
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
地
質
情
報
整
備
・
活
用
機
構
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
目
的
は
名
称
通
り

地
質
情
報
の
利
活
用
で
す
が
、
そ
の
他
に
地
学

の
普
及
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
災
害
列
島
に
住
む
日
本
人
の
地
学
リ
テ

ラ
シ
ー
が
あ
ま
り
に
も
低
い
こ
と
を
常
々
遺
憾

に
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
同
年
六
月
北
京
で

開
か
れ
た
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
会
議
に
関
心
を

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
年
の
暮
れ
、
イ
ン

ド
洋
大
津
波
が
起
き
ま
し
た
。
津
波
は
小
泉
八

雲
の
お
陰
で
英
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
震
の

直
後
、
日
本
人
観
光
客
が
「
ツ
ナ
ミ
だ
！
」
と

叫
ん
で
逃
げ
て
く
れ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
通
じ

ま
す
か
ら
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
命
が
助
か
っ
た

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
大
き
な
国
際
貢
献
に
な
っ

て
い
た
は
ず
で
す
。
そ
れ
な
の
に
地
震
国
に

育
っ
た
日
本
人
が
悠
然
と
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
回

し
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
亡
く
な
っ
た

方
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
津
波
の

な
い
英
国
の
少
女
が
「
津
波
が
く
る
か
も
知
れ

な
い
」
と
母
親
に
伝
え
、
ホ
テ
ル
従
業
員
を
避

難
さ
せ
た
そ
う
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
で
良
い
の

で
し
ょ
う
か
。「
稲
む
ら
の
火
」の
教
訓
が
す
っ

か
り
忘
れ
去
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
学
を
国
民
教

養
に
す
る
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

第
二
は
人
づ
く
り
で
す
。
国
立
科
学
博
物
館

の
展
示
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
親
指
ほ
ど
の

細
い
縄
文
人
の
骨
が
飾
っ
て
あ
り
、「
生
ま
れ

な
が
ら
の
小
児
麻
痺
だ
っ
た
が
、
手
厚
い
介
護

で
天
寿
を
全
う
し
た
」と
解
説
に
あ
り
ま
し
た
。

ど
ん
ぐ
り
を
求
め
て
流
浪
し
て
い
た
あ
の
狩
猟

採
集
の
時
代
で
す
。
大
地
の
子
・
縄
文
人
は
心

優
し
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
る
に
飽
食
の
時
代

の
現
代
日
本
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
親
殺
し
・
子

殺
し
・
虐
待
と
耳
を
覆
い
た
く
な
る
話
ば
か
り

で
す
。
一
億
総
都
会
人
に
な
っ
て
、
感
性
が
麻

痺
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
供
た
ち

を
自
然
の
中
で
心
豊
か
に
育
て
た
い
と
強
く
思

い
ま
し
た
。

　

第
三
は
地
方
で
す
。
一
極
集
中
で
地
方
は
疲

弊
し
き
っ
て
い
ま
す
。
当
時
長
野
大
学
教
授

だ
っ
た
大
野　

晃
氏
は
、「
過
疎
」
で
は
な
く
、

批
判
覚
悟
で
敢
え
て
「
限
界
集
落
」
と
い
う
言

葉
を
使
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
私
の
住
む
鹿
児

島
県
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
７
０
万
県

民
の
三
人
に
一
人
が
鹿
児
島
市
民
で
、
極
端
な

一
極
集
中
で
す
。
地
質
調
査
で
山
間
部
の
集
落

に
行
っ
た
ら
、
チ
ャ
ン
と
し
た
家
が
あ
り
、
農

機
具
な
ど
そ
の
ま
ま
立
て
か
け
て
あ
る
の
に
、

人
っ
子
一
人
い
ま
せ
ん
。
子
供
の
笑
い
声
ど
こ

ろ
か
、犬
も
猫
も
鶏
も
鳴
い
て
い
な
い
の
で
す
。

明
る
い
日
差
し
の
中
で
の
こ
の
光
景
は
、
崩
れ

か
け
た
幽
霊
屋
敷
よ
り
も
、
背
筋
が
寒
く
な
り

私
の
ジ
オ
パ
ー
ク
像

鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
／
静
岡
大
学
客
員
教
授
／（
公
社
）鹿
児
島
県
地
質
調
査
業
協
会
理
事
／
㈱
防
災
地
質
研
究
所
長

岩
松
暉

　

い
わ
ま
つ 

あ
き
ら

2013年度
JGN表彰
記念寄稿
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ゾ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　

地
方
の
再
建
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
な
の
で

す
。
そ
の
後
２
０
０
７
年
に
は
夕
張
市
が
財
政

破
綻
し
ま
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
ジ
オ
パ
ー
ク
の
定

義
に
は
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
発
展
と
い

う
文
言
が
あ
り
ま
す
。
何
と
か
地
域
お
こ
し
の

ツ
ー
ル
と
し
て
使
え
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　

ジ
オ
パ
ー
ク
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

全
国
を
講
演
行
脚
し
て
回
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
ジ
オ
と
エ
コ
や
ユ
ネ
ス
コ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
こ
と
な
ど
は
当
然
触
れ
ま
し
た
が
、設
立
・

運
営
の
留
意
点
と
し
て
、
次
の
五
つ
に
つ
い
て

強
調
し
ま
し
た
。
観
光
の
単
な
る
道
具
と
見
な

さ
れ
て
は
困
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

①
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

　

今
ま
で
地
方
は
中
央
の
収
奪
の
場
で
し
た
。

教
育
費
を
か
け
て
セ
ッ
セ
と
人
材
を
養
成
し
ま

す
。
彼
ら
は
働
き
盛
り
に
は
中
央
で
セ
ッ
セ
と

納
税
し
ま
す
。
そ
し
て
老
い
た
ら
故
郷
に
帰
っ

て
き
て
、
介
護
費
用
は
地
方
負
担
な
の
で
す
。

一
方
、
地
方
自
治
体
も
交
付
金
頼
み
の
受
け
身

の
姿
勢
で
、目
は
中
央
ば
か
り
向
い
て
い
ま
す
。

　

地
元
は
逃
げ
出
せ
な
い
の
で
す
か
ら
、
性
根

を
据
え
て
、
地
元
の
資
源
・
遺
産
・
人
材
そ
し

て
知
恵
を
活
用
し
て
、
真
の
意
味
の
地
域
主
権

を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
至
上

主
義
か
ら
発
想
を
転
換
し
、
民
主
導
で
こ
の
国

の
カ
タ
チ
を
変
え
た
い
も
の
で
す
。
今
の
は
や

り
言
葉
で
言
え
ば
「
里
山
資
本
主
義
」
を
実
現

し
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

②
ソ
フ
ト

　

従
来
の
国
主
導
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ハ
コ
モ
ノ

主
義
で
、
地
方
は
結
局
中
央
業
者
の
食
い
物
に

さ
れ
て
き
た
だ
け
で
す
。
地
域
に
既
に
あ
る
宝

を
再
認
識
し
、
そ
れ
を
前
面
に
出
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
物
語
を
語
れ
る
暖
か

な
人
間
性
を
持
っ
た
語
り
部
が
重
要
で
す
。
人

こ
そ
要
で
す
。
地
質
地
形
だ
け
で
な
く
、
動
植

物
も
歴
史
も
語
れ
る
マ
ル
チ
人
間
が
必
要
で

す
。
一
方
、
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
子
供
た

ち
に
地
元
に
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
い
、
感
性
豊

か
に
育
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

う
す
れ
ば
地
元
に
定
着
す
る
子
も
出
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

③
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

　

認
定
が
自
己
目
的
化
し
て
は
困
り
ま
す
。
一

時
的
ブ
ー
ム
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
細
く

長
く
続
く
こ
と
が
重
要
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、

何
ら
か
の
経
済
的
裏
打
ち
も
必
要
で
す
。
ジ
オ

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
も
そ

の
一
つ
で
す
し
、
住
民
自
ら
が
政
策
企
画
立
案

能
力
を
身
に
つ
け
、
草
の
根
か
ら
地
域
を
再
生

し
て
い
く
こ
と
も
視
野
に
置
い
て
お
く
こ
と
が

必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

④
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

自
然
界
は
も
と
も
と
シ
ー
ム
レ
ス
で
す
。
エ

コ
だ
、
ジ
オ
だ
、
と
境
界
を
設
け
た
の
は
人
間

で
す
。
エ
コ
と
ジ
オ
だ
け
で
な
く
、
郷
土
史
な

ど
各
方
面
と
の
協
力
協
働
を
推
し
進
め
裾
野
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。
お
役
所
も
、
教
育
は
教
育
委

員
会
、
観
光
は
観
光
課
、
防
災
は
危
機
管
理
課

と
縦
割
り
で
先
例
墨
守
、
相
互
の
連
携
が
あ
り

ま
せ
ん
。ジ
オ
パ
ー
ク
は
そ
の
壁
を
打
ち
破
り
、

自
治
体
が
一
丸
と
な
っ
て
町
お
こ
し
に
立
ち
上

が
る
機
会
を
提
供
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
さ
ら
に
は
、
産
官
学
、
国
と
地
方
、
観
光

協
会
、
商
工
会
、
農
協
、
漁
協
な
ど
と
も
立
場

の
違
い
を
乗
り
越
え
て
協
力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

⑤
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

　

四
国
遍
路
が
何
百
年
も
続
い
て
い
る
の
は
、

地
元
に
「
お
接
待
」
の
風
習
が
あ
る
か
ら
で

す
。
山
形
の
芋
煮
会
も
外
向
け
の
観
光
行
事
で

は
な
く
、
住
民
自
身
が
楽
し
ん
で
き
た
か
ら
こ

そ
、
人
が
集
ま
っ
て
く
る
の
で
す
。
住
民
が
郷

土
に
誇
り
を
持
ち
、
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
こ

と
が
最
大
の
観
光
資
源
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
何
よ
り
も
子
供
た
ち
に
郷
土
愛
と
真
心

を
育
て
、
お
も
て
な
し
の
心
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
教
育
が
重
要
と
思
い
ま
す
。

　

ま
と
め
る
と
、
地
元
に
既
に
あ
る
地
質
遺
産

や
人
文
遺
産
な
ど
地
域
の
宝
に
皆
が
誇
り
を
持

ち
、
そ
れ
を
前
面
に
出
し
て
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
展
開
し
、
域
外
か
ら
多
く
の
方
々
に
来
て
も

ら
う
と
同
時
に
、
地
域
に
新
た
な
産
業
を
起
こ

し
、
地
域
を
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
企
業
誘
致
や
マ
ネ
ー
資
本
主
義
に
未
来
は

あ
り
ま
せ
ん
。
西
洋
史
の
木
村
尚
三
郎
先
生

は
「
商
業
で
世
界
を
制
覇
し
た
オ
ラ
ン
ダ
や
ポ

ル
ト
ガ
ル
は
衰
退
し
た
が
、
第
一
次
産
業
を
一

貫
し
て
大
事
に
し
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
今
で

も
世
界
政
治
と
文
化
の
中
心
に
い
る
。
カ
ル

チ
ャ
ー
の
語
源
は
ラ
テ
ン
語
の
耕
す
だ
」
と

言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
地
に
足
の
着
い
た
発

展
策
を
模
索
し
ま
し
ょ
う
。
皆
が
幸
せ
で
活
気

に
満
ち
た
と
こ
ろ
に
は
リ
ピ
ー
タ
ー
も
来
ま

す
。
フ
ラ
ン
ス
は
観
光
大
国
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ダ
メ
押
し
で
す
が
、
ユ
ネ
ス
コ
の
正
式
名
称

は
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
で
す
。
教
育
が
一

番
先
に
来
ま
す
。
観
光

振
興
が
主
目
的
で
な
い

こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

　この表彰は、日本におけるジオパーク活動の普及発展に寄与し、
その貢献が特に顕著な個人もしくは団体を顕彰する目的で定めら
れたものです。2013年10月15日第4回日本ジオパーク隠岐大会に
て、栄えある第1回受賞者として岩松暉さんが顕彰されました。
　岩松暉さんは、2004年に設立されたNPO地質情報整備活用機構
（GUPI）の専務理事、会長としてジオパークの調査を進め、関
係学会や環境省等との調整役として奮闘されました。2007年10月
のジオパーク連絡協議会では発起人として、同年12月のジオパー
ク連絡協議会設立時には事務局長として活躍され、以降、2009
年5月に日本ジオパークネットワークが設立されるまで、今日のJGN
の基礎を築かれました。

「日本ジオパークネットワーク表彰」について
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ア
ン
モ
ナ
イ
ト
が
海
を
泳
い
で
い
た

一
億
年
前
か
ら
、
炭
鉱
ま
ち
と
し

て
栄
え
た
現
代
ま
で
、
一
億
年
の
時
間
旅

行
を
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
場

所
、
そ
れ
が
三
笠
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。

　
三
笠
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
世
界
的
に
も

有
名
な
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
を
は
じ
め
と
す
る

一
億
年
前
の
生
命
の
痕
跡
、
石
炭
と
い
う

大
地
の
遺
産
の
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
暮
ら

し
て
き
た
、
炭
鉱
ま
ち
特
有
の
文
化
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
億
年
前
の
海
の
世
界
に
触
れ
る

　

三
笠
ジ
オ
パ
ー
ク
の
東
側
に
は
、
約

一
億
年
前
の
海
の
底
で
で
き
た
地
層
が
分

布
し
て
お
り
、
日
本
で
も
有
数
の
一
大
化

石
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
保

存
の
良
い
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
が
豊
富
に
産
出

す
る
こ
と
で
知
ら
れ
、〝
三
笠
〞
を
学
名

に
使
用
し
た
種
類
も
多
く
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
研
究
は
古
く
、
明
治
中
期
か

ら
始
ま
っ
て
お
り
、
現
在
も
毎
年
新
し
い

発
見
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
別
名
〝
化
石
の
博
物
館
〞
と
呼
ば
れ
る

三
笠
市
立
博
物
館
で
は
、
三
笠
を
は
じ
め

と
す
る
北
海
道
内
で
産
出
し
た
ア
ン
モ
ナ

イ
ト
化
石
が
約
80
種
６
０
０
点
展
示
さ

れ
、
一
億
年
前
の
生
命
と
そ
の
進
化
の
歴

史
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

5
千
万
年
前
の
大
地
の
遺
産
と
人
々
の
営
み

　
三
笠
に
は
、
石
炭
と
い
う
大
地
の
遺
産

を
活
用
し
た
人
々
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

当
地
の
近
代
史
は
、明
治
元
（
１
８
６
８
）

年
、
石
炭
の
発
見
を
き
っ
か
け
に
幕
開
け

し
ま
し
た
。
そ
し
て
炭
鉱
が
開
鉱
し
、
石

炭
輸
送
に
必
要
な
鉄
道
（
幌
内
鉄
道
）
が

敷
設
、
炭
鉱
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め

の
空
知
集
治
監（
刑
務
所
）が
設
置
さ
れ
、

つ
い
に
は
村
が
開
村
し
ま
し
た
。い
わ
ば
、

ま
ち
の
形
成
そ
の
も
の
が
、〝
ジ
オ
〞
と

密
接
に
関
わ
っ
て
き
た
場
所
な
の
で
す
。

　
当
地
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
石
炭
は
、
今
か
ら
約
5
千
万
年
前
の
湿

地
に
生
息
し
て
い
た
植
物
が
地
層
の
中
に

埋
も
れ
、
高
い
温
度
と
圧
力
に
よ
っ
て
変

質
し
て
で
き
た
岩
石
で
す
。
そ
の
〝
燃
え

る
石
〞
石
炭
を
活
用
し
て
、
当
地
は
炭
鉱

ま
ち
と
し
て
栄
え
、
特
有
の
文
化
や
風
習

も
生
ま
れ
ま
し
た
。
現
在
も
そ
の
歴
史
や

文
化
が
残
さ
れ
て
お
り
、
炭
鉱
櫓
を
は
じ

め
と
す
る
炭
鉱
施
設
の
遺
構
や
盆
踊
り
な

ど
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
地
の
恵
み
が
詰
め
込
ま
れ
た
ワ
イ
ン

　
石
狩
平
野
を
一
望
で
き
る
達
布
山
（
ア
イ

ヌ
語
の
タ
プ
･
コ
プ
が
語
源

：

頂
上
の
丸

い
山
の
意
）
に
は
、
明
治
初
期
に
、
榎
本
武

揚
、山
県
有
朋
な
ど
数
多
く
の
要
人
が
訪
れ
、

開
拓
計
画
を
立
て
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
こ
の
山
の
周
辺
で
は
、
斜
面
を
利

用
し
た
ワ
イ
ン
用
の
ぶ
ど
う
が
広
く
栽
培

さ
れ
て
お
り
、
大
地
の
恵
み
を
た
っ
ぷ
り

吸
っ
た
ぶ
ど
う
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
ワ
イ

ン
は
、
そ
の
年
、
三
笠
で
起
き
た
歴
史
が

風
味
と
し
て
瓶
に
詰
め
込
ま
れ
て
い
て
、

ま
さ
に
、
三
笠
の
「
ジ
オ
」
を
味
わ
う
に

は
最
高
の
一
品
で
す
。

旧幾春別炭鉱錦立坑櫓　かつて地下約197ⅿの深さ
まで人や資材を運んでいた現存する道内最古（大正9
（1920）年完成）の炭鉱の立坑櫓（選奨土木遺産）

【問い合わせ先】三笠ジオパーク推進協議会事務局（三笠市立博物館内）　☎01267-6-7545　hakubutsukan@city.mikasa.hokkaido.jp　http://www.city.mikasa.hokkaido.jp/geopark/

さあ行こう！一億年時間旅行へ
北海道三笠市 三笠ジオパーク
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油
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Ｊ
ＲＲＲ
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本
線

月月月月月月月月月月月
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熊追橋熊追橋熊追橋熊追橋熊追橋

上桂橋上桂橋上桂橋上桂橋
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桂沢大橋桂沢大橋桂沢大橋桂沢大橋桂沢大橋桂沢大橋
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央央
自
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車車車
道道道

三笠市三笠市三笠市三笠市三笠市
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達布山達布山

旧空知集治監典獄官舎旧空知集治監典獄官舎旧空知集治監典獄官舎旧空知集治監典獄官舎
レンガ煙突レンガ煙突
川内内川

三笠山三笠山三笠山三笠山三笠山三笠山三笠山

三笠

芦別湖芦別湖芦別湖芦別湖芦別湖芦別湖芦別湖

三芦トンネル三芦トンネル三芦トンネル三芦トンネル三芦トンネル三芦トンネル三芦トンネル三芦トンネル三芦トンネル

11 GEOPARK magazine ※新規認定地域（10 ～ 25頁）のMAP中、赤の文字は ｢ジオサイト｣ 茶の文字は ｢ジオに関する施設｣ 紫の文字は ｢その他の見どころ｣ を表しています。

三笠市立博物館　アンモナイトの展示数日本一の博物館 三笠鉄道記念館　幌内鉄道の偉業を伝え、道内の鉄道交通の歴史と文化を紹介して
いる施設

1 石炭をイメージしたザン
ギ　イカ墨を使ったまるで
石炭のような鶏肉のから揚
げ。三笠産の素材を使用し
たオリジナルのタレで味付
け。道の駅三笠で買える
2 山﨑ワイン　自身の農園
で栽培されたぶどうのみを
使用し、かつ醸造まですべ
て行うこだわりのワイン

【問い合わせ先】三笠ジオパーク推進協議会事務局（三笠市立博物館内）　☎01267-6-7545　hakubutsukan@city.mikasa.hokkaido.jp　http://www.city.mikasa.hokkaido.jp/geopark/

2

1

達布山　明治の初期、要人たちが炭鉱の開発
に向けて視察に訪れた場所

垂直な地層　大地の力で
地層が垂直になるほど押し
曲げられた、約5千万年前
の石炭を含む地層



 GEOPARK magazine 12

【問い合わせ先】三陸ジオパーク推進協議会　☎0193-64-1230　info@sanriku-geo.com　http://sanriku-geo.com

三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
北
上
山
地
の

東
部
に
位
置
し
、
青
森
・
岩
手
・

宮
城
の
３
県
16
市
町
村
か
ら
な
る
、
日
本

最
大
の
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。
三
陸
の
大
地

は
地
球
史
を
語
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
、
お
よ
そ
５
億
年
前
ま
で
連
続
的

に
遡
れ
る
大
地
の
記
憶
が
眠
る
場
所
。
そ

し
て
、東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
、

震
災
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
学
ぶ
地
域
で

す
。

三
陸
の
大
地
の
魅
力

　
三
陸
地
域
の
大
地
は
、
場
所
、
環
境
が
異

な
る
２
つ
の
大
地
が
、
ひ
と
つ
に
な
っ
た
も

の
で
す
。
南
側
は
お
よ
そ
4
億
4
千
万
年
前

頃
、
赤
道
付
近
に
あ
っ
た
大
陸
の
一
部
が

移
動
し
て
き
た
も
の
で
す
。一
方
の
北
側
は
、

お
よ
そ
3
億
2
千
万
年
〜
1
億
4
千
万
年

前
に
海
底
で
で
き
た
岩
石
が
プ
レ
ー
ト
の

運
動
に
よ
っ
て
大
陸
側
に
こ
そ
ぎ
取
ら
れ

た
も
の
で
す
。
そ
れ
ら
が
1
億
4
千
万
年

前
頃
ま
で
に
ひ
と
つ
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
大
地
を
貫
い
た
、

お
よ
そ
1
億
2
千
万
年
前
頃
の
マ
グ
マ
活

動
や
、
数
百
〜
数
十
万
年
前
か
ら
の
隆
起

や
侵
食
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
球
活
動
に

よ
っ
て
、
現
在
の
地
質
、
地
形
、
鉱
産
資

源
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
南

北
に
縦
断
す
る
と
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

ジ
オ
サ
イ
ト
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
記
憶

　
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
帯
で
あ
る
三
陸

地
域
は
、
こ
れ
ま
で
も
地
震
・
津
波
が
繰

り
返
さ
れ
て
き
た
地
域
で
す
。
過
去
の
津

波
被
害
を
伝
え
る
石
碑
や
人
々
の
生
活
習

慣
に
防
災
文
化
が
残
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

東
日
本
大
震
災
津
波
を
直
接
的
に
伝
え
る

震
災
遺
構
の
保
存
も
市
町
村
を
中
心
に
進

ん
で
い
ま
す
。

　
各
地
で
は
、
震
災
の
被
害
と
復
興
の
状

況
を
伝
え
る
語
り
部
ガ
イ
ド
が
活
動
し
て

い
ま
す
。
地
震
・
津
波
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や

津
波
被
害
へ
の
対
処
方
法
な
ど
、
リ
ア
ル

な
防
災
教
育
を
行
う
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド
で

す
。

豊
富
な
海
産
資
源

　
三
陸
地
域
の
沖
合
は
、
北
か
ら
の
寒
流

と
南
か
ら
の
暖
流
が
ぶ
つ
か
る
た
め
、
世

界
有
数
の
漁
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
沿
岸

北
山
崎
（
田
野
畑
村
）　
2
0
0
m
近
く
の
断
崖
が
約
8

㎞
続
く
三
陸
の
絶
景
。
数
十
万
年
続
く
隆
起
と
侵
食
が

造
っ
た
景
観
は
サ
ッ
パ
船
に
乗
っ
て
海
か
ら
も
楽
し
め
る

唐桑半島御崎（気仙沼市）　海神が船を着
けたとされる半島の先端は、2億5千万年前に
海底に堆積したシマシマの地層でできている

震災の記憶を後世に伝え学ぶ地域へ
青森県八戸市･階上町･岩手県宮古市･久慈市･釜石市･大船渡市･陸前高田市･

洋野町･山田町･岩泉町･大槌町･住田町･野田村･普代村･田野畑村･宮城県気仙沼市 三陸ジオパーク
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部
で
は
、
リ
ア
ス
海
岸
が
造
り
出
す
穏
や

か
な
湾
内
で
の
養
殖
業
が
、
岩
石
海
岸
の

ご
つ
ご
つ
し
た
岩
礁
地
帯
で
は
、
サ
ッ
パ

船
や
素
潜
り
に
よ
る
漁
が
行
わ
れ
て
お

り
、
豊
か
な
海
産
資
源
が
三
陸
地
域
の

人
々
の
暮
ら
し
や
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し

た
。

　
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
お
い
し
い
魚

介
類
が
獲
れ
る
海
と
共
に
生
き
る
漁
師
の

船
に
乗
っ
て
、
ジ
オ
サ
イ
ト
を
海
か
ら
眺

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

1 

た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
（
宮
古
市
）　
津
波
に
よ
り
3
階
ま
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
が
、
津
波
の
脅
威
を
伝
え
、
防
災
教
育
の
場
と
し

て
保
存
･
活
用
さ
れ
て
い
る　

2 

高
田
松
原
の
一
本
松
（
陸
前
高
田
市
）　
約
7
万
本
あ
っ
た
松
が
津
波
に
流
さ
れ
た
中
、
た
っ
た
1
本
残
っ

た
松
。
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
保
存
さ
れ
、
他
の
建
物
跡
と
と
も
に
防
災
教
育
に
活
用
さ
れ
る　

3 

橋
野
高
炉
跡
（
釜
石
市
）　
こ
れ
ら

の
石
組
み
は
現
存
す
る
最
古
の
高
炉
跡
。
周
辺
の
地
質
・
地
形
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、
幕
末
に
大
砲
な
ど
鋳
物
用
の
鉄
を
製
造
し
て
い
た
。

ま
さ
に
人
と
大
地
を
つ
な
ぐ
産
業
遺
産
で
あ
る

種差海岸（八戸市）　江戸時代、この芝生地では馬が育てられていた。馬
産地、南部藩を支えたなだらかな平坦地は、かつての海底が隆起した土地

琥珀（久慈市）　世界有数の埋蔵量を
誇る久慈の琥珀は、縄文時代から装飾
品として人々を魅了した。恐竜がいた8
千500万年前の樹木からの贈り物だ

1

2

3
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佐
渡
島
は
、
面
積
8
5
5
㎢
、
周
囲

約
2
8
0
㎞
の
日
本
海
側
最
大
の

島
で
す
。
1
0
0
0
m
を
越
す
山
地
は
隆

起
量
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
お
り
、
佐
渡

島
が
約
3
0
0
万
年
前
か
ら
続
く
地
殻
変

動
で
で
き
た
島
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

島
全
体
が
ジ
オ
パ
ー
ク
の
範
囲
で
あ

り
、
島
内
に
は
約
3
億
年
前
の
地
層
が

残
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
幕
府
を
支
え
た
金

銀
山
や
、
国
際
保
護
鳥
ト
キ
、
そ
し
て
、

歴
史
や
伝
統
芸
能
な
ど
全
て
が
ジ
オ
パ
ー

ク
の
要
素
で
あ
り
、
島
や
日
本
海
の
成
り

立
ち
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

島
全
体
が
ジ
オ
パ
ー
ク
！

　

江
戸
幕
府
の
財
政
を
支
え
た
佐
渡

金
銀
山
は
、
江
戸
時
代
か
ら
平
成
元

（
1
9
8
9
）
年
ま
で
に
国
内
最
大
の
金

銀
山
と
し
て
78
ｔ
の
金
と
2
3
3
0
ｔ
の

銀
を
産
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
金
鉱
床
は
、
島
が
海
中
か
ら
顔
を

出
し
始
め
た
約
3
0
0
万
年
よ
り
も
も
っ

と
昔
、
約
3
千
万
年
前
か
ら
始
ま
る
火
山

活
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
で
す
。
こ

の
火
山
活
動
は
、
日
本
海
の
拡
大
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
時
代
に
火
山
か
ら
流
れ
出
た
溶
岩
な
ど

が
現
在
の
佐
渡
島
の
土
台
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
佐
渡
市
と
新
潟
県
は
、
現
在
、
世
界
文

化
遺
産
登
録
へ
向
け
て
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
2
0
1
0
年
に
は
「
金
を
中
心
と
す

る
佐
渡
鉱
山
の
遺
産
群
」
と
し
て
暫
定
リ

ス
ト
に
記
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
2
0
1
1
年
、
豊
か
な
生
態
系
が

残
り
生
き
も
の
を
育
む
佐
渡
の
農
法
が
、

国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
（
F
A
O
）
に

認
め
ら
れ
、
先
進
国
で
は
初
め
て
佐
渡
と

石
川
県
能
登
地
域
が
Gジ
ア

ス

I
A
H
S
（
世
界

農
業
遺
産
）
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

で
最
後
ま
で
生
き
残
っ
た
ト
キ
は
、
多
様

な
生
き
物
と
島
民
が
里
山
で
共
生
す
る
象

徴
で
す
。

　
ト
キ
の
餌
場
と
な
る
水
田
は
島
の
各
地

に
見
ら
れ
ま
す
が
、
最
も
広
大
な
水
田
が

広
が
る
の
が
、
島
の
中
心
部
に
位
置
す
る

国
中
平
野
で
す
。
こ
の
平
野
は
約
2
万
年

前
ま
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
佐
渡

と
小
佐
渡
の
隆
起
運
動
に
伴
い
山
崩
れ
と

土
石
流
を
繰
り
返
し
、
徐
々
に
2
つ
の
島

を
つ
な
げ
ま
し
た
。
や
が
て
国
中
平
野
が

完
成
し
、
佐
渡
の
特
徴
的
な
S
字
の
形
が

で
き
ま
し
た
。

　
い
ま
世
界
で
完
成
し
た
海
の
中
で
最
も

若
い
海
に
浮
か
ぶ
佐
渡
島
に
は
、
最
近
固

有
種
と
さ
れ
た
サ
ド
ガ
エ
ル
を
は
じ
め
、

ト
ビ
シ
マ
カ
ン
ゾ
ウ
な
ど
変
化
に
富
ん
だ

動
植
物
、
本
州
と
の
交
流
が
う
か
が
え
る

遺
跡
、
そ
し
て
、
全
国
を
巡
る
回
船
が
も

た
ら
し
た
文
化
が
い
く
つ
も
根
付
い
て
お

り
、
各
地
で
興
味
深
い
行
事
や
芸
能
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
10
の
ジ
オ
サ
イ

ト
が
あ
り
、
す
べ
て
の
サ
イ
ト
を
巡
っ
た

時
、
長
い
年
月
に
よ
っ
て
創
り
上
げ
ら
れ

た
日
本
海
と
佐
渡
島
の
形
成
史
に
想
い
を

馳
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

潜
くぐりいわ

岩　大昔の海底火山から流れ出した溶岩は、大量の枕状溶
岩となった。潜岩では枕状溶岩の断面を観察することができる

金とトキの島でたどる3億年の旅とひとの暮らし
新潟県佐渡市 佐渡ジオパーク
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佐渡市

新潟県

温石石
おんじゃくいし

関の鏡岩

猫岩

大須鼻の活断層

潜岩

犬岩

河ヶ瀬崎

西三川
ゴールドパーク

松ヶ崎
ヒストリーヒストリー
パーク

沢根崖沢根崖

新潟港へ
カーフェリー約150分
ジェットフォイル65分

寺泊港へ高速船65分

直江津港へカーフェリー160分直江津港へカーフェリー160分
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【問い合わせ先】佐渡ジオパーク推進協議会事務局　☎0259-52-2447　sado-geopark@city.sado.niigata.jp　http://www.city.sado.niigata.jp/sadobunka/geopark/

佐渡両津の薪能　佐渡島には多くの能舞台が残って
おり、初夏～秋にかけて薪能が行われる。佐渡は能
の大成者、世阿弥が島流しされた地でもある

トキふれあいプラザ　トキの森公園には「トキ資料展
示館」や「トキふれあいプラザ」があり、ふれあいプ
ラザではケージ内にビオトープや水路、止まり木など
の生息環境を再現し、飛翔、採餌、巣作りなどトキ
の生態を間近で観察できる。開館：8:30 ～ 17:00（入
館は16:30迄）　休館：月曜（3～ 11月は無休）、年末
年始  協力費：高校生以上400円、小中学生100円

佐渡金銀山　大
昔の火山活動が
もたらした金銀
鉱床は、約400
年に渡って採掘
され、江戸幕府
の財政を支えた

ジオパスタ　宿根木の海岸に分布する岩
石などを表現しており、岩のりや南蛮エビ
など、地元の食材をたくさん使用している。
宿根木の「茶房やました」☎0259-86-
1212　ランチのみ提供1200円。要予約

佐渡のトキ　2008年から試験放鳥され、現在では約100羽が島内に生息している。運が
良ければ群れをなして飛ぶ姿を見ることができる
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【問い合わせ先】四国西予ジオパーク推進協議会　☎0894-62-6408　shoukoukankou@city.seiyo.ehime.jp　http://www.seiyo1400.jp/geopark/

四
国
西
予
ジ
オ
パ
ー
ク
は
愛
媛
県
の

西
南
部
に
位
置
し
、
宇
和
海
に
面

す
る
海
抜
0
m
地
域
か
ら
四
国
山
地
に
つ

な
が
る
1
4
0
0
m
の
カ
ル
ス
ト
台
地
ま

で
、
東
西
約
50
㎞
、
南
北
約
10
㎞
の
範
囲

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
1
4
0
0
m
の
標

高
差
の
な
か
に
は
、
貴
重
な
地
形
や
動
植

物
が
残
る
四
国
カ
ル
ス
ト
、
伝
統
的
な
町

並
み
に
加
え
て
遺
跡
や
古
墳
が
数
多
く
分

布
し
て
い
る
宇
和
盆
地
、
リ
ア
ス
式
海
岸

と
段
々
畑
で
代
表
さ
れ
る
北
部
宇
和
海
地

域
、
さ
ら
に
は
地
域
で
大
切
に
保
存
さ
れ

て
い
る
伝
統
文
化
な
ど
が
凝
縮
さ
れ
て
お

り
、
ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
山

里
や
海
岸
の
景
色
が
市
内
各
地
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
大
陸
と
日
本
列
島
の

成
り
立
ち
を
解
く
鍵

　

日
本
列
島
の
大
地
は
今
か
ら
約

２
億
５
千
万
年
前
よ
り
新
し
い
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
す
が
、
四
国
西
予
ジ
オ
パ
ー
ク

に
は
、４
億
年
以
上
前
に
存
在
し
て
い
た
、

今
の
日
本
か
ら
は
る
か
遠
く
に
存
在
し
た

大
陸
の
一
部
が
、
何
カ
所
か
に
わ
た
っ
て

顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
す
。

　
と
く
に
ジ
オ
パ
ー
ク
の
西
端
に
位
置
す

る
須
崎
海
岸
は
、
こ
の
時
代
の
地
層
と
し

て
は
日
本
で
は
ご
く
稀
な
、
美
し
い
縦
じ

ま
の
地
層
が
自
慢
で
、
遊
歩
道
を
使
っ
て

の
見
学
や
、
ジ
オ
ク
ル
ー
ズ
で
人
気
の
ス

ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
大
陸

と
日
本
列
島
の
成
り
立
ち
を
解
く
鍵
が
こ

こ
に
あ
る
の
で
す
。

多
様
な
時
代
の

多
様
な
大
地
に
会
い
に
行
こ
う

　
マ
グ
マ
が
海
水
で
冷
や
さ
れ
て
で
き
た

溶
岩
や
、
海
山
の
上
に
生
育
し
て
い
た
サ

ン
ゴ
礁
か
ら
な
る
石
灰
岩
、
陸
地
か
ら
遠

く
離
れ
た
海
洋
底
で
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
殻

が
ゆ
っ
く
り
と
降
り
積
も
っ
て
で
き
た

「
チ
ャ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
固
い
石
、
陸

か
ら
運
ば
れ
た
泥
や
砂
が
固
ま
っ
て
で
き

た
石
、
今
か
ら
２
億
4
千
5
0
0
万
年
前

に
地
球
規
模
で
起
こ
っ
た
生
物
大
絶
滅
の

時
代
の
石
灰
岩
、
石
灰
分
を
多
く
含
ん
だ

湧
水
が
バ
ク
テ
リ
ア
な
ど
の
作
用
で
急
速

に
沈
殿
し
て
で
き
る
石
な
ど
、
多
様
な
時

代
の
多
様
な
大
地
と
出
会
う
こ
と
が
で
き

る
の
が
、
四
国
西
予
ジ
オ
パ
ー
ク
の
特
徴

で
す
。

多
彩
な
ジ
オ
の
恵
み

　
西
に
広
が
る
宇
和
海
沿
岸
は
、
近
く
を

流
れ
る
黒
潮
の
一
部
が
流
れ
込
む
た
め
、

霜
も
降
り
な
い
温
暖
な
気
候
で
す
が
、
出

入
り
の
激
し
い
入
り
江
と
海
岸
ま
で
迫
る

山
、
急
に
深
く
な
る
海
と
い
っ
た
特
徴
を

も
つ
典
型
的
な「
リ
ア
ス
式
海
岸
」で
す
。

深
く
て
静
か
な
湾
を
利
用
し
た
養
殖
業
が

発
達
し
、
先
人
た
ち
が
造
っ
た
見
事
な

段
々
畑
で
は
、
太
陽
の
光
を
い
っ
ぱ
い
に

浴
び
た
お
い
し
い
ミ
カ
ン
の
栽
培
が
盛
ん

で
す
。
ま
た
、東
端
に
位
置
す
る「
大
野
ヶ

原
」
は
、
今
か
ら
３
億
年
ほ
ど
前
の
サ
ン

ゴ
礁
が
1
4
0
0
m
も
上
昇
し
た
カ
ル
ス

ト
高
原
で
、
四
国
で
あ
り
な
が
ら
冬
に
は

た
び
た
び
銀
世
界
と
な
り
ま
す
。
積
雪
が

古大陸の軌跡と海･里･山の原風景を楽しむ
愛媛県西予市 四国西予ジオパーク

須崎海岸　４億年前の縦じまの地層が大規模に
広がっている。縦じまの岩石は火山灰が固まって
できた「凝灰岩」。海岸沿いには遊歩道も整備さ
れており、ジオガイドによる案内もある。（ガイド料
2,000円 ※西予市観光協会 ☎0894-62-6437）
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１
ｍ
を
超
え
る
こ
と
も
珍
し
く
な
く
、
そ

こ
に
は
集
落
が
存
在
し
、
地
形
や
冷
涼
な

気
候
を
最
大
限
に
活
用
し
た
酪
農
や
花
き

類
の
栽
培
な
ど
が
積
極
的
に
営
ま
れ
て
い

ま
す
。
小
規
模
な
が
ら
小
学
校
も
し
っ
か

り
と
存
在
し
て
い
る
天
空
の
カ
ル
ス
ト
台

地
で
す
。

　
市
の
中
心
地
は
、
愛
媛
県
最
長
の
川
で

あ
る
「
肱
川
」
の
源
流
に
ほ
ど
近
い
標
高

２
０
０
m
を
超
え
る
「
宇
和
盆
地
」
に
あ

り
ま
す
。
古
く
か
ら
四
国
西
南
部
の
穀
倉

地
帯
と
し
て
栄
え
、
古
墳
や
歴
史
的
建
造

物
も
数
多
く
、「
卯
之
町
の
町
並
み
」
は
、

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

卯之町の町並み　宇和島街道の宿場町として栄えた卯之町の町並みは、江戸から昭和初期
の古い建物が軒を連ね、国の重要伝統的建造物群保存地区に選定されている

1 狩浜の段々畑　石灰岩を利用した白い石積みの段々畑
が広がり、おいしいみかんが栽培されている。春には菜の
花、秋にはみかんが色づき、青い海、白い石灰岩とのコン
トラストは絶景　2 四国カルスト 源氏ヶ駄場　日本三大
カルストのひとつで、標高1,402mの最高点からは四国西
南部の山並みを一望できる。また、雨水が石灰岩の大地
を侵食して形成されたドリーネと呼ぶ凹地などが見られる

1

2

わらぐろと宇和米　標高約200mの肱川上流に
広がる宇和盆地ではおいしい米を育てる気候と
清らかな水に恵まれ、古くから米作りが盛ん。
稲を刈り取って脱穀した後の藁を積み上げた「わ
らぐろ」は冬の風物詩

西予市立城川地質館　黒瀬川構造帯を
中心に西予市の地質に関する資料や化
石を展示している。映像やイラストを通じ、
地球科学の基礎知識や大地の成り立ち
についても楽しく学ぶことができる

アジのあらい　この地域の
アジは、典型的なリアス式
海岸、餌が豊富、豊後水
道の潮流という好条件と、
一生をほぼ同じ漁礁で過ご
すことにより、脂がのって身
の締りが良く絶妙な肉質。
地元ではアジの身を氷水で
〆てあらいとして食べる
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お
お
い
た
姫
島
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
瀬

戸
内
海
の
西
端
大
分
県
国
東
半
島

の
北
へ
約
６
㎞
沖
合
い
の
周
防
灘
に
浮
か

ぶ
、
東
西
７
㎞
、
南
北
４
㎞
、
総
面
積
６・

87
㎢
の
島
で
す
。
昭
和
25
年
に
瀬
戸
内
海

国
立
公
園
に
編
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
ジ
オ

パ
ー
ク
の
エ
リ
ア
は
、
瀬
戸
内
海
の
誕
生

に
よ
り
海
と
な
っ
た
部
分
も
考
慮
し
、
東

西
14
㎞
、
南
北
６
㎞
と
し
て
い
ま
す
。

5
つ
の
火
山
地
帯
か
ら
な
る
姫
島

　
姫
島
は
火
山
島
で
、
約
20
万
年
前
か
ら

始
ま
る
火
山
活
動
に
よ
る
火
山
岩
や
火
山

性
の
地
層
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
中
央
部

の
中
央
丘
陵
地
域
、
中
央
低
地
地
域
と
達

磨
山
火
山
地
域
、
城
山
火
山
地
域
、
矢
筈

岳
火
山
地
域
、
金
火
山
地
域
、
稲
積
火
山

地
域
の
５
つ
の
火
山
地
域
か
ら
で
き
て
い

ま
す
。
姫
島
に
は
、
７
つ
の
単
成
火
山
の

活
動
痕
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ

れ
火
山
性
の
特
徴
的
な
地
形
を
残
し
て
い

ま
す
。

　
島
の
北
西
部
観
音
崎
に
は
、
全
国
的
に

珍
し
い
乳
白
色
の
黒
曜
石
の
断
崖
が
あ
り

ま
す
。
黒
曜
石
が
露
出
し
て
い
る
場
所
は

国
内
で
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
観
音
崎
に

露
出
す
る
黒
曜
石
は
、
瀬
戸
内
海
を
中
心

と
す
る
西
日
本
一
帯
で
、
旧
石
器
時
代
以

降
広
く
使
用
さ
れ
た
石
器
の
材
料
で
、
平

成
19
年
、「
姫
島
の
黒
曜
石
産
地
」
と
し

て
、
国
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
大
海
地
区
の
海
岸
に
は
、
火
山
活
動
等

に
伴
う
地
震
に
よ
る
振
動
で
、
上
下
の
硬

い
地
層
に
挟
ま
れ
た
軟
弱
な
堆
積
物
の
中

の
水
が
液
状
化
現
象
に
よ
り
押
し
出
さ

れ
、
地
層
内
部
の
構
造
が
複
雑
に
変
化
し

て
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
県
指
定
天
然
記

念
物
の
「
層
内
褶
曲
」（
コ
ン
ポ
リ
ュ
ー

ト
ラ
ミ
ナ
）
が
あ
り
ま
す
。

　
島
の
北
東
部
金
地
区
に
は
、
冷
泉
が
湧

き
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
冷
泉
は
炭
酸
水

素
塩
冷
鉱
泉
で
、
姫
島
で
は
「
拍
子
水
」

と
い
わ
れ
、
こ
の
冷
泉
に
温
水
を
加
え
て

「
拍
子
水
温
泉
」
と
し
て
活
用
し
、
村
内

外
の
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
拍
子
水
の
北
側
に
は
、
金
火

山
の
活
動
に
よ
る
溶
岩
が
流
れ
た
跡
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
飛
来
し
、

盆
踊
り
で
賑
わ
う
島

　
春
と
秋
に
は
渡
り
蝶
の
「
ア
サ
ギ
マ
ダ

ラ
」
が
飛
来
し
ま
す
。
春
に
、
み
つ
け
海

岸
に
自
生
し
て
い
る
ス
ナ
ビ
キ
ソ
ウ
の
蜜

を
求
め
て
南
の
地
か
ら
飛
来
し
、
休
息
し

た
後
、
北
の
地
に
飛
び
立
ち
ま
す
。
秋
に

は
、
そ
の
世
代
を
交
代
し
た
蝶
が
、
フ
ジ

バ
カ
マ
の
蜜
を
求
め
て
北
の
地
か
ら
飛
来

し
、
休
息
後
に
は
南
の
地
へ
と
飛
び
立
ち

ま
す
。

　
姫
島
の
盆
踊
り
は
鎌
倉
時
代
の
念
仏
踊

り
か
ら
発
展
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
お

り
、
毎
年
８
月
14
、
15
日
に
、
キ
ツ
ネ
踊

り
、
ア
ヤ
踊
り
な
ど
の
伝
統
踊
り
や
、
タ

ヌ
キ
踊
り
な
ど
多
く
の
創
作
踊
り
が
披
露

さ
れ
ま
す
。
平
成
25
年
に
国
選
択
無
形
民

俗
文
化
財
に
選
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

【問い合わせ先】おおいた姫島ジオパーク推進協議会　☎0978-87-2111（内線220、221）　kikakusinkou01@vill.himeshima.lg.jp　http://www.himeshima.jp/geopark/

火山が生み出した神秘の島
大分県姫島村 おおいた姫島ジオパーク

アサギマダラ　アサギマダ
ラは渡りをする優雅な蝶で、
春に飛来し、秋には世帯交
代した蝶が暖かい南へと向
かう途中で休息する



姫島庄屋古庄家姫島庄屋古庄家 アサギマダラアサギマダラアサギマダラアサギマダラアサギマダラアサギマダラアサギマダラアサギマダラアサギマダラアサギマダラアサギマダラアサギマダラアサギマダラアサギマダラアサギマダラアサギマダラ

おはぐろ石
逆柳

（秋）（秋）（秋）（秋）

アサギマダラ（春）

海蝕洞海蝕洞

層内摺曲層内摺曲層内摺曲
大海の特殊な堆積構造大海の特殊な堆積構造

海食崖海食崖

拍子水

金溶岩

観音崎火口跡

姫島の黒曜石産地
（観音崎）
千人堂

大海留池

ス鼻 ハイタテノ鼻国東半島・伊美港へ フェリー20分

丸
石
鼻

姫島姫島

達磨山達磨山達磨山達磨山
矢筈岳

焼野岳

健康管理健康管理健康管理健康管理健康管理
センターセンターセンターセンターセンター

姫島港

東浦漁港東浦漁港東浦漁港
（稲積）（稲積）

姫島灯台姫島灯台姫島灯台姫島灯台姫島灯台

姫島村姫島村

離島センター離島センター離島センター
やはず郷土資料室

姫島村役場

柱
ヶ
岳
鼻

柱
ヶ
岳
鼻
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ジ
オ
パ
ー
ク
の
拠
点
施
設
「
離
島
セ
ン

タ
ー
や
は
ず
郷
土
資
料
室
」
に
は
、
割
れ

る
と
中
が
藍
色
に
輝
く
県
指
定
天
然
記
念

物
「
藍
鉄
鉱
」
や
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
、
シ

ガ
ゾ
ウ
な
ど
年
代
の
違
う
旧
象
の
化
石
等

の
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
地
形
や
地
質
、
黒
曜
石
、
藍
鉄
鉱
、
化

石
や
生
物
多
様
性
に
富
ん
だ
自
然
環
境
な

ど
一
つ
一
つ
の
要
素
が
、姫
島
の
魅
力
で
す
。

【問い合わせ先】おおいた姫島ジオパーク推進協議会　☎0978-87-2111（内線220、221）　kikakusinkou01@vill.himeshima.lg.jp　http://www.himeshima.jp/geopark/

拍子水　姫島七不思議の一つで、炭酸水素塩冷鉱
泉が自噴している。水温が24.9℃と低いため、温水を
加え温泉として活用している

1 海蝕洞　島の東端、稲積の柱ヶ
岳溶岩中に長い年月の海蝕により
穿れた美しい海蝕洞。陸から行く
ことはできない
2 観音崎火口跡　直径70mほどの
火口跡。火口周辺では乳白色の黒
曜石が露出し、この一帯は国の天
然記念物に指定されている

黒曜石産地　島の北西端、観音崎には、乳白色の黒曜石の断崖が露出している。旧石器時代以降に瀬
戸内地域を中心に石器の材料として使用されていた

層内褶曲（コンボリュートラミナ）　火山活動に伴う揺れで、上下
の硬い地層に挟まれた軟らかく、もろい部分が液状化現象で押し出
され、複雑に変化したものらしい

21

キツネ踊り　毎年8月14、15日に行われる姫島伝統の盆踊りで、鎌倉時代の念仏踊りから発展したとされる
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1 出
で あ い ば し

會橋・轟
とどろばし

橋　アーチ径が日本一位と日本二位の石橋。巨大橋が深い渓谷を渡る様
子から、先人の知恵と苦労がしのばれる　2 沈堕の滝　阿蘇-4溶結凝灰岩の岩壁を流
れ落ちる幅100ｍ、高さ20ｍの滝。雪舟画『鎮田瀑図』が有名

お
お
い
た
豊
後
大
野
ジ
オ
パ
ー
ク
の

範
囲
で
あ
る
豊
後
大
野
市
は
、
大

分
県
の
南
西
部
に
位
置
し
、
大
分
県
下
最

大
の
河
川
大
野
川
の
上
・
中
流
域
を
行
政

区
域
と
し
ま
す
。
市
域
は
東
西
約
22
㎞
、

南
北
約
31
㎞
で
、
総
面
積
は
6
0
3
・
36

㎢
と
な
り
、
そ
の
面
積
は
県
土
の
約
9
・

5
％
を
占
め
ま
す
。

　
気
候
は
南
海
型
気
候
に
属
し
、
平
地
気

候
と
山
地
気
候
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
り
、
四

季
を
通
じ
て
お
お
む
ね
温
暖
で
、
一
部
の

山
岳
地
帯
を
除
い
て
は
、
平
坦
地
の
平
均

気
温
は
15
〜
16
℃
と
農
耕
に
適
し
て
お

り
、
古
く
か
ら
農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て

発
展
し
て
き
た
地
域
で
す
。

　
祖そ

ぼ母
山さ
ん

南
西
部
を
源
流
と
す
る
大
野
川

が
市
域
西
部
か
ら
東
部
へ
と
流
れ
、
別
府

湾
に
注
い
で
い
ま
す
。
大
野
川
に
は
多
く

の
支
流
が
発
達
し
、
各
地
に
河
岸
段
丘
や

沖
積
平
野
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
豊
富
な
水
を
利
用
し
た
灌
漑
用
水
路
が

市
内
を
網
の
目
の
よ
う
に
め
ぐ
り
、
中
山

間
地
域
に
は
棚
田
が
数
多
く
形
成
さ
れ
、

良
質
の
米
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
火
山
性
台
地
が
各
所
に
広
が
り
、

台
地
上
で
は
甘
藷
・
里
芋
・
ピ
ー
マ
ン
な

ど
が
栽
培
さ
れ
、「
大
分
の
野
菜
畑
」
と

称
さ
れ
る
ほ
ど
県
下
で
も
有
数
の
畑
作
地

帯
で
あ
る
と
と
も
に
、
日
本
一
の
生
産
量

と
品
質
を
誇
る
乾
し
し
い
た
け
の
産
地
で

も
あ
り
ま
す
。

　
気
候
は
南
海
型
気
候
に
属
し
、
平
地
気

候
と
山
地
気
候
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
り
、
四

季
を
通
じ
て
お
お
む
ね
温
暖
で
、
一
部
の

山
岳
地
帯
を
除
い
て
は
、
平
坦
地
の
平
均

気
温
は
15
〜
16
℃
と
農
耕
に
適
し
て
お

り
、
古
く
か
ら
農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て

発
展
し
て
き
た
地
域
で
す
。

地
形
・
地
質
の
特
徴

　
エ
リ
ア
の
大
地
は
、
主
に
大
野
川
盆
地

に
広
が
る
大
野
川
層
群
（
後
期
白
亜
紀
の

堆
積
層
）
と
、
南
部
に
広
が
る
秩
父
累

帯
（
後
期
白
亜
紀
〜
シ
ル
ル
紀
の
付
加

体
）
が
基
層
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
第
三

紀
に
、
こ
れ
ら
の
大
地
を
貫
い
た
マ
グ
マ

や
火
山
噴
出
物
が
、
エ
リ
ア
南
西
部
に
雄

大
な
祖そ

ぼ
か
た
む
き

母
傾
山
系
を
形
づ
く
り
、
地
下
に

は
火
山
活
動
に
伴
う
多
く
の
鉱
床
が
形
成

さ
れ
ま
し
た
。
第
四
紀
に
な
り
、
阿
蘇
山

【問い合わせ先】おおいた豊後大野ジオパーク推進協議会事務局　☎0974-22-1001　oita.bungo-ohno.geo@gmail.com　http://bungo-ohno.com/

プレート運動と巨大火砕流が生み出した大地
大分県豊後大野市 おおいた豊後大野ジオパーク

1 2

滞
たいざこきょう

迫峡  清流奥岳川に阿蘇
-4溶結凝灰岩の断崖が渓
谷美を描く。高さ70ｍを超
す柱状節理が大迫力
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3 普光寺磨崖仏　阿蘇-3火
砕流堆積物の岩壁に彫られ
た磨崖仏で、高さ11.3ｍと
県内最大級。初夏にはあた
り一面に咲くアジサイが美し
い　4 菅尾磨崖仏　阿蘇-4
溶結凝灰岩に刻まれた5体の
磨崖仏。良質の凝灰岩壁に
彫られた仏像は、木彫仏の
ような精緻な造形

白山渓谷　石灰岩やチャート、阿蘇溶結凝灰
岩の柱状節理が渓谷美を描く。水質保全活動
により、清流にゲンジボタルが乱舞する

の
４
回
に
わ
た
る
巨
大
噴
火
で
、
火
砕
流

が
大
野
川
盆
地
な
ど
の
低
地
を
覆
い
、
市

域
の
約
1
／
2
を
覆
う
ほ
ど
の
凝
灰
岩
の

堆
積
層
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
と
見
ど
こ
ろ

　

お
お
い
た
豊
後
大
野
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、

「
巨
大
阿
蘇
火
砕
流
か
ら
９
万
年
。
〜
大

地
に
祈
り
、い
か
さ
れ
〜
」を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
と
し
て
い
ま
す
。
火
砕
流
と
い
う
火
山

現
象
の
み
を
語
る
の
で
は
な
く
、「
破
局

的
な
火
山
噴
火
、
そ
し
て
噴
火
か
ら
９
万

年
が
経
過
し
、
植
生
が
蘇
り
、
人
類
が
住

み
つ
き
、
そ
の
大
地
の
地
形
・
地
質
を
利

用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
を
生
み
出
し
た

地
域
」
と
し
て
と
ら
え
、「
自
然
環
境
と

そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
文
化
を
楽
し
み
、

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ジ
オ
パ
ー
ク
」
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
祖
母
・
傾
山
系
の
雄
大
な
自
然
と
鉱
山

開
発
の
歴
史
、
大
野
川
に
発
達
す
る
巨
大

瀑
布
や
凝
灰
岩
の
断
崖
の
景
観
、
大
野
川

本
流
及
び
支
流
の
水
を
利
用
し
た
灌
漑
用

水
路
網
、
全
国
一
の
数
を
誇
る
ア
ー
チ
式

石
橋
群
、
大
野
川
中
流
域
に
発
達
し
た
磨

崖
仏
文
化
・
仏
教
石
塔
群
な
ど
が
堪
能
で

き
る
地
域
で
す
。

　
ま
た
、
後
期
白
亜
紀
の
大
野
川
層
群
か

ら
は
、
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や
イ
ノ
セ
ラ
ム
ス

な
ど
の
示
準
化
石
が
多
く
産
出
し
、
秩
父

累
帯
中
の
石
灰
岩
層
か
ら
は
多
種
類
の
サ

ン
ゴ
化
石
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
プ
レ
ー

ト
運
動
な
ど
の
地
球
の
壮
大
な
営
み
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。

【問い合わせ先】おおいた豊後大野ジオパーク推進協議会事務局　☎0974-22-1001　oita.bungo-ohno.geo@gmail.com　http://bungo-ohno.com/

4

3

豊後大野市歴史民
俗資料館　この地
に暮らす人々の営み
と、大地の関わりに
ついて学ぶことがで
きる資料館で、ジオ
パークの拠点施設
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桜
島
が
噴
火
す
る
前
、鹿
児
島
湾（
錦

江
湾
）
に
は
巨
大
な
穴
が
あ
い
て

い
ま
し
た
。
こ
の
穴
は
姶あ

い
ら良
カ
ル
デ
ラ
と

呼
ば
れ
、
約
2
万
9
千
年
前
の
巨
大
な
噴

火
に
よ
っ
て
で
き
た
も
の
で
す
。
こ
の
時

の
噴
火
で
大
量
の
マ
グ
マ
が
流
出
し
、
南

九
州
全
土
を
埋
め
尽
く
し
、
そ
の
厚
さ
は

数
十
m
に
も
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
で

き
た
の
が
シ
ラ
ス
大
地
で
す
。
そ
の
後
、

約
2
万
6
千
年
前
に
カ
ル
デ
ラ
の
南
部
で

起
き
た
噴
火
で
生
ま
れ
た
の
が
桜
島
で

す
。

桜
島
と
錦
江
湾

　
桜
島
の
歴
史
は
噴
火
の
歴
史
と
も
言
わ

れ
、
こ
れ
ま
で
に
大
規
模
な
噴
火
を
17
回

も
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
桜
島
の
活
動
は

大
き
く
2
つ
の
時
期
に
分
か
れ
ま
す
。
誕

生
か
ら
約
5
千
年
前
ま
で
が
北
岳
の
活

動
、
4
千
5
0
0
年
前
か
ら
現
在
ま
で
が

南
岳
の
活
動
で
す
。
北
岳
と
南
岳
と
い
う

２
つ
の
火
山
が
南
北
に
連
な
っ
て
い
る
た

め
桜
島
は
横
長
に
見
え
る
の
で
す
。
そ
の

歴
史
の
な
か
で
の
最
大
の
噴
火
は
今
か
ら

約
1
万
3
千
年
前
の
大
噴
火
で
す
。
こ
の

噴
火
で
鹿
児
島
市
内
で
1
ｍ
以
上
、
県
内

の
ほ
ぼ
全
域
に
10
㎝
以
上
の
火
山
灰
が
積

も
り
ま
し
た
。
ま
た
大
正
3（
1
9
1
4
）

年
に
は
、
流
れ
出
し
た
溶
岩
で
こ
れ
ま
で

海
峡
を
隔
て
て
い
た
大
隅
半
島
と
陸
続
き

に
な
る
な
ど
、
島
の
形
状
を
変
え
て
し
ま

う
ほ
ど
の
大
規
模
な
噴
火
が
起
こ
り
ま
し

た
。
ジ
オ
サ
イ
ト
で
も
あ
る
黒
神
埋
没
鳥

居
や
烏
島
展
望
所
等
で
は
当
時
の
噴
火
の

す
さ
ま
じ
さ
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
錦
江
湾
は
東
京
湾
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ

で
す
が
、
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
の

三
大
湾
に
比
べ
、
波
の
高
さ
が
50
㎝
を
超

え
る
割
合
が
低
く
、
波
静
か
な
水
域
の
広

大
さ
は
日
本
有
数
の
も
の
で
す
。
ま
た
、

三
大
湾
な
ど
他
の
湾
で
は
水
深
が
最
大
で

も
1
0
0
ｍ
程
度
な
の
に
対
し
、
錦
江
湾

は
2
0
0
ｍ
以
上
あ
り
ま
す
。
湾
奥
部
に

は
約
1
万
6
千
年
前
の
噴
火
で
形
成
さ
れ

た
直
径
約
3
㎞
の
陥
没
地
形
が
あ
り
、
こ

れ
は
若わ

か
み
こ尊
カ
ル
デ
ラ
と
呼
ば
れ
、
現
在
で

も
火
山
ガ
ス
が
噴
出
し
、
海
面
で
は
上
昇

し
て
き
た
火
山
ガ
ス
の
泡
を
見
る
こ
と
が

で
き
、「
た
ぎ
り
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
火
山
活
動
で
形
成
さ
れ
た
深

く
豊
か
な
海
・
錦
江
湾
に
は
約
千
種
類
の

魚
類
が
生
息
し
、
深
海
か
ら
浅
海
ま
で
多

様
な
海
の
生
き
物
た
ち
を
育
ん
で
い
ま

す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
の
特
徴

　
桜
島
・
錦
江
湾
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
60
年

近
く
に
わ
た
り
活
発
な
噴
火
活
動
を
続
け

る
桜
島
の
目
の
前
に
60
万
都
市
・
鹿
児
島

市
が
あ
る
こ
と
が
最
大
の
特
徴
で
す
。
噴

煙
を
上
げ
続
け
る
活
火
山
を
日
常
と
し
な

が
ら
、
日
本
最
高
レ
ベ
ル
の
火
山
観
測
体

制
の
構
築
な
ど
、
充
実
し
た
防
災
対
策
を

講
じ
る
と
と
も
に
、
桜
島
大
根
、
桜
島
小

み
か
ん
等
の
特
産
品
や
温
泉
な
ど
活
火
山

の
恵
み
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
多
く
の

人
々
が
生
活
を
続
け
発
展
し
て
き
た
と

【問い合わせ先】桜島・錦江湾ジオパーク推進協議会　☎099-216-1313　kankopromo@city.kagoshima.lg.jp　http://www.kagoshima-yokanavi.jp/shizen/geopark/geo01.html

ジオパークエリア遠景　活発な噴火活
動を続ける活火山・桜島と、火山活
動が生み出した深く豊かな海・錦江湾

「火山の大地」を日常的に体感できる場所
鹿児島県鹿児島市 桜島･錦江湾ジオパーク
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鍋山鍋山鍋山愛宕山愛宕山愛宕山愛宕山愛宕山

花尾山花尾山花尾山花尾山花尾山花尾山

南岳南岳南岳南岳南岳南岳

岳岳岳

七岳七岳七岳七岳
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沖小島沖小島沖小島
辰
崎

観
音
崎

燃
崎

江之島

大正溶岩大正溶岩大正溶岩昭和溶岩昭和溶岩

大正溶岩大正溶岩大正溶岩大正溶岩大正溶岩
昭和溶岩昭和溶岩昭和溶岩

大燃崎

スス
ズズ
エエ
鼻鼻鼻

中ノ島
（軽石島）

割
石
崎
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辺田小島辺田小島辺田小島

弁天島沖小島

長崎鼻

瀬戸鼻
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藤
野
崎

若尊鼻
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鹿児島市立科学館

国際火山国際火山国際火山国際火山国際火山国際火山国際火山国際火山国際火山
砂防センター砂防センター砂防センター砂防センター砂防センター砂防センター砂防センター砂防センター

桜島口

（火山性熱水噴気活動）
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石橋記念公園石橋記念公園石橋記念公園石橋記念公園
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鹿児島市立科学館
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い
う
、「
世
界
的
に
稀
有
な
『
活
火
山
と

の
共
生
』」
が
実
現
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

エ
リ
ア
内
に
は
桜
島
と
若
尊
カ
ル
デ
ラ
と

い
う
陸
と
海
の
2
つ
の
活
火
山
が
存
在

し
、
火
山
活
動
が
生
み
出
し
た
深
く
豊
か

な
錦
江
湾
と
相
ま
っ
て
、
雄
大
で
魅
力
的

な
地
形
景
観
を
有
し
た
「
ジ
オ
多
様
性
を

コ
ン
パ
ク
ト
に
体
感
で
き
る
空
間
」
で
あ

る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。当
地
で
は
、

「
火
山
の
大
地
」
を
体
感
で
き
る
さ
ま
ざ

ま
な
ジ
オ
ツ
ア
ー
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【問い合わせ先】桜島・錦江湾ジオパーク推進協議会　☎099-216-1313　kankopromo@city.kagoshima.lg.jp　http://www.kagoshima-yokanavi.jp/shizen/geopark/geo01.html

溶岩ピザ　桜島の溶
岩でビザ窯を組み、ピ
ザを焼いて食べるおい
しいプログラム。ピザ
の生地には桜島産の
椿油を練り込んでいる

1 石橋記念公園　カルデラ噴火の噴出物である溶結凝灰岩を石材として架けられた石橋　2 黒神埋
没鳥居　1914年の大正噴火によって1日に2mも埋没した鳥居。大正噴火を今に伝える災害遺産だ

カヤックツアー　錦江湾や海辺のあちこちにある溶岩原、そして噴火する桜島
などの自然の営みを同時に楽しめる海のカヤックツアー

天然温泉掘りツアー　
体験プログラムの一
つで、砂浜を掘ると
温泉が湧き出てくる

1 2

黒神ビュースポット　昭和火口を望む黒神地区からは、タイミ
ングが合えば夜の噴火を見ることができる
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と
か
ち
鹿し
か
お
い追
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
北
海

道
東
部
に
広
が
る
十
勝
平
野
、
そ

の
北
西
部
に
位
置
す
る
鹿
追
町
全
域
を
対

象
地
域
と
し
て
い
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
を

構
成
す
る
鹿
追
町
で
は
、
国
内
有
数
の
食

糧
基
地
と
し
て
知
ら
れ
る
十
勝
管
区
の
一

部
と
し
て
、
肥
沃
で
広
大
な
土
地
を
使
っ

た
酪
農
と
畑
作
が
基
幹
産
業
と
し
て
営
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
北
部
は
大
雪
山
国
立

公
園
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
公
園
内
に
あ

る
東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
ヌ
プ
リ
な
ど
の
山
々
や

然し
か
り
べ
つ
こ

別
湖
に
は
自
然
環
境
や
温
泉
を
楽
し
み

に
毎
年
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま

す
。

大
地
の
物
語

　
物
語
は
、
約
千
5
0
0
万
年
前
の
日
高

山
脈
の
誕
生
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
プ
レ
ー

ト
の
衝
突
に
よ
っ
て
隆
起
を
始
め
た
日

高
山
脈
か
ら
は
、
多
量
の
土
砂
が
山
麓

の
十
勝
平
野
に
運
ば
れ
、
そ
の
後
、
約

1
0
0
万
年
前
の
十
勝
三
股
で
の
大
規
模

噴
火
に
よ
る
火
砕
流
の
流
入
な
ど
に
よ
り

大
地
の
基
礎
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
基

礎
の
上
は
、
約
30
万
年
前
に
始
ま
っ
た
火

山
活
動
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
然
別
火
山
群

の
火
砕
流
が
運
ん
だ
土
砂
に
覆
わ
れ
、
火

山
群
の
活
動
に
よ
っ
て
川
が
堰
き
止
め
ら

れ
、
然
別
湖
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
溶
岩
ド
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
火
山

の
集
ま
り
で
あ
る
然
別
火
山
群
で
は
、
溶

岩
が
崩
れ
て
岩
の
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
斜
面
が

広
が
り
、
や
が
て
夏
で
も
冷
た
い
風
を
出

す
風
穴
が
日
本
最
大
級
の
規
模
で
造
ら
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
風
穴
の
地
下
か
ら
は

約
4
千
年
前
の
日
本
最
古
の
氷
を
含
む
永

久
凍
土
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
風
穴
地
帯
の
周
辺
に
は
、
風
穴
か
ら
出

る
冷
た
く
湿
っ
た
空
気
に
よ
っ
て
ミ
ズ
ゴ

ケ
や
高
山
植
物
が
生
育
し
、
そ
れ
を
食
べ

る
エ
ゾ
ナ
キ
ウ
サ
ギ
が
生
息
す
る
な
ど
、

と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
生
態
系
が
育
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
大
地
の
物
語
は
、
プ
ロ
の
自

然
ガ
イ
ド
が
案
内
す
る
ツ
ア
ー
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、学
校
教
育
現
場
で
は
、

小
中
高
の
12
年
間
に
わ
た
り
故
郷
の
自
然

や
歴
史
、
産
業
を
体
験
し
学
ぶ
科
目
「
新

地
球
学
」
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

な
か
で
子
ど
も
た
ち
は
、
自
然
ガ
イ
ド
と

一
緒
に
自
然
体
験
を
重
ね
て
い
ま
す
。

人
々
の
物
語

　
鹿
追
の
大
地
で
人
々
が
暮
ら
し
始
め
た

の
は
、
約
2
万
年
前
の
旧
石
器
時
代
か
ら

の
こ
と
。
そ
の
後
、
先
住
民
族
ア
イ
ヌ
が

鹿
を
追
っ
て
暮
ら
し
た
大
地
は
「
ク
テ
ク

ウ
シ
」（
鹿
の
追
い
込
み
柵
・
多
く
あ
る
・

処
）
と
呼
ば
れ
、
こ
の
名
前
は
現
在
の
町

名
の
由
来
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

北
海
道
内
で
も
と
く
に
寒
冷
な
鹿
追
町
で

は
、厳
し
い
開
拓
時
代
が
続
き
ま
し
た
が
、

先
人
た
ち
に
よ
る
弛
ま
ぬ
努
力
と
寒
冷
地

作
物
の
開
発
な
ど
に
よ
っ
て
、
現
在
で
は

寒
さ
を
逆
手
に
と
っ
た
農
業
や
農
作
物
の

加
工
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
観
光
面

で
も
寒
さ
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
し
か

【問い合わせ先】とかち鹿追ジオパーク推進協議会事務局　☎0156-66-4042　geopark@town.shikaoi.lg.jp　http://www.shikaoi-story.jp

然別湖　火山活動による堰き止めによって造られた湖

火山と凍
し ば

れが育む命の物語
北海道鹿追町 とかち鹿追ジオパーク
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り
べ
つ
湖
コ
タ
ン
」が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
国
内

ジ
オ
パ
ー
ク
で
唯
一
凍
れ（
凍
結
）を
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
凍
れ
が
作
り
出
し
た
地
形
や

生
態
系
、
寒
冷
地
に
暮
ら
す
生
活
の
知
恵

や
産
業
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
四
季
折
々
に

楽
し
く
、
そ
し
て
大
地
の
恵
み
を
お
い
し

く
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
ジ
オ
パ
ー
ク

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【問い合わせ先】とかち鹿追ジオパーク推進協議会事務局　☎0156-66-4042　geopark@town.shikaoi.lg.jp　http://www.shikaoi-story.jp

永
久
凍
土
の
氷　
火
山
の
斜
面
に
つ

く
ら
れ
る
特
殊
な
永
久
凍
土
に
は
、

透
明
な
水
が
含
ま
れ
る

道の駅しかおい　旅の始まりはここから。鹿追の名産品がそ
ろっている

1 ガイドウォーク　経験豊富なガイドが豊かな鹿追の自然をガイドする　2 風穴　夏でも氷が残り冷たい風を出す風穴が、東
ヌプカウシヌプリにある

しかりべつ湖コタン　-20℃にまで冷え込む寒さを楽しむイベント（1月下旬～ 3月下旬）

1 2

名物・鹿追そば
火山灰の大地が育
んだおいしいそば
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こ
れ
で
い
い
の
か
ジ
オ
パ
ー
ク

『
G
E
O
P
A
R
K 

m
a
g
a
z
i
n
e
』の
創
刊
に
あ
た
っ
て
、ジ
オ
パ
ー
ク
運
営
の
中
核
で
活
躍
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

現
状
の
問
題
点
を
洗
い
出
し
、日
本
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
す
た
め
の
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。主
な
テ
ー
マ
は「
ジ
オ
パ
ー

ク
の
コ
ン
テ
ン
ツ
」と「
人
材
の
育
て
方
」に
つ
い
て
で
、3
時
間
に
及
ぶ
白
熱
し
た
議
論
と
な
り
ま
し
た
。座
談
会
の
進
行
は
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
斉
藤
事
務
局
長
に
兼
務
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。な
お
頁
数
の
関
係
上「
ジ
オ
パ
ー
ク
」を「
G
P
」と
表
記
し
て
あ
り
ま
す
。

（
平
成
25
年
12
月
下
旬
、
東
京
大
手
町
・
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
に
て
）

Ｇ
Ｐ
に
ど
う
取
り
組
む
か

斉
藤　
ま
ず
、
G
P
と
し
て
何
を
紹
介
し
た
い
の

か
、
ま
た
ス
ト
ー
リ
ー
や
素
材
の
選
び
方
が
不
十

分
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
基
本
的
な
事
柄

を
押
え
ら
れ
て
い
な
い
う
ち
に
G
P
に
認
定
さ
れ

て
し
ま
う
と
、
自
分
の
G
P
を
ち
ゃ
ん
と
語
り
き

れ
な
い
、
ま
た
ガ
イ
ド
に
も
し
っ
か
り
伝
え
る
べ

き
こ
と
が
伝
わ
ら
な
い
。
こ
の
辺
を
ど
う
調
整
し

て
い
く
か
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

柴
田　
申
請
書
に
地
質
や
地
形
の
個
性
を
活
か
し

た
文
章
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
す
で
に

あ
っ
た
資
料
を
寄
せ
集
め
て
も
良
い
申
請
書
に
は

な
ら
な
い
。

渡
辺　
申
請
書
に
何
を
書
く
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と

を
し
っ
か
り
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
科
学
的
な
記
載

の
部
分
は
き
ち
ん
と
科
学
的
に
書
い
て
ほ
し
い
。

柴
田　
こ
の
地
域
を
特
徴
づ
け
る
ス
ト
ー
リ
ー
を

組
み
立
て
て
書
く
こ
と
が
必
要
。

大
野　

地
質
遺
産
の
品
質
保
証
も
必
要
だ
け
ど
、

今
ま
で
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
き
た
か
と

い
う
実
質
的
な
部
分
の
方
が
大
切
。
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
な
い
地
域
を
G
P
に
す
る
と
、
地
域
も
困
る

し
G
P
の
プ
ラ
ン
も
つ
ま
ず
き
か
ね
な
い
。

渡
辺　

地
球
科
学
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
見
せ
る
ス

ト
ー
リ
ー
の
2
本
立
て
で
行
く
の
も
よ
い
。
申
請

書
に
2
本
立
て
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
記
述
す
る
地
域

が
多
く
な
っ
て
き
た
。

竹
之
内　
申
請
書
は
、
単
に
既
存
の
資
料
の
引
用

で
な
く
、
自
分
た
ち
の
言
葉
で
書
く
べ
き
。

柴
田　
地
質
･
地
形
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
研

究
が
基
に
な
る
。
G
P
の
ス
タ
ッ
フ
や
ガ
イ
ド
さ

ん
が
自
分
た
ち
の
G
P
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て

い
る
か
も
審
査
の
対
象
に
な
る
。
そ
れ
ら
を
理
解

し
て
整
理
さ
れ
た
申
請
書
に
な
っ
て
い
る
か
、
と

い
う
こ
と
だ
。

竹
之
内　
そ
の
地
域
に
と
っ
て
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
は

何
な
の
か
」、「
何
が
一
番
大
切
な
の
か
」
を
述
べ

る
必
要
が
あ
る
。

渡
辺　
「
目
玉
は
何
か
」、
ウ
チ
に
来
た
ら
「
○
○

を
見
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
野　
お
国
自
慢
で
い
い
。
根
拠
に
科
学
的
な
視

点
が
伴
っ
て
キ
チ
ン
と
整
理
さ
れ
て
い
れ
ば
い
い

け
れ
ど
、
そ
れ
が
で
き
て
い
な
い
。
ど
こ
か
の
Ｇ

Ｐ
の
申
請
書
が
ヒ
ナ
ガ
タ
に
な
っ
て
回
っ
て
い
る

と
も
聞
く
が
、
そ
れ
だ
と
、
ど
こ
も
似
た
よ
う
な

も
の
に
な
り
か
ね
な
い
。

渡
辺　
Ｇ
Ｐ
の
「
人
材
」
が
申
請
書
を
通
し
て
見

え
て
く
る
。
ウ
チ
に
○
○
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、

ウ
チ
に
は
○
○
を
こ
ん
な
に
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
、
と
い
う
こ
と
こ
そ
申
請

書
で
自
慢
で
き
る
こ
と
だ
。
実
力
の
あ
る
な
し
は

学
者
に
は
読
め
て
し
ま
う
。「
こ
の
申
請
書
ダ
メ

だ
よ
ね
え
」、「
力
説
す
る
の
は
そ
こ
じ
ゃ
な
い
だ

ろ
う
」
と
い
う
評
価
に
な
る
。

柴
田　
準
備
不
足
で
審
査
に
突
入
す
る
の
は
や
め

て
ほ
し
い
。
専
門
家
や
他
の
G
P
の
人
が
、
2
～

3
日
を
か
け
て
G
P
の
審
査
に
や
っ
て
く
る
。
そ

の
こ
と
を
理
解
し
て
申
請
書
も
し
っ
か
り
と
書
い

て
ほ
し
い
。

Ｇ
Ｐ
の
テ
ー
マ
は
3
つ
あ
る

渡
辺　

①
「
科
学
的
（
地
学
的
）
テ
ー
マ
」、
②

現
地
の
活
動
に
お
け
る
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」、
い
わ

ば
現
地
の
旗
印
、
③
お
客
さ
ん
向
け
の
「
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
」
の
3
つ
の
テ
ー
マ
が
あ
る
。

柴
田　
「
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
」
は
も
っ
と
観
光
客

目
線
の
も
の
が
い
い
。
例
え
ば
「
そ
う
だ
、
京
都

へ
行
こ
う
」
み
た
い
な
。

渡
辺　
そ
れ
は
い
い
。
け
ど
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

に
行
こ
う
」
み
た
い
な
の
は
Ｇ
Ｐ
で
は
な
い
。

斉
藤　
「
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
」
に
対
し
て
委
員
会

で
は
審
査
の
内
容
で
は
な
い
、
と
い
う
感
じ
で
は

な
い
か
。3
つ
の
分
け
方
、考
え
方
を
事
前
に
ち
ゃ

ん
と
知
ら
せ
て
も
ら
え
ば
助
か
る
の
だ
が
。

渡
辺　
自
分
た
ち
が
何
を
伝
え
た
い
の
か
よ
く
考

え
る
こ
と
。
テ
ー
マ
や
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
つ

い
て
、
失
敗
し
た
と
思
っ
た
ら
変
え
て
い
く
柔
軟

性
が
ほ
し
い
。

柴
田　
テ
ー
マ
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
取
り
違
え
て
い

る
地
域
も
あ
る
。ス
ロ
ー
ガ
ン
な
ら
い
い
け
れ
ど
、

テ
ー
マ
と
し
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
ケ
ー
ス
。

G
P
の
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り

1 本
音
ト
ー
ク
座
談
会
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竹
之
内　
Ｇ
Ｐ
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
か
ら
申
請
書

を
出
す
ま
で
短
か
過
ぎ
は
し
な
い
か
。
そ
の
プ
ロ

セ
ス
は
1
～
2
年
で
簡
単
に
完
成
す
る
も
の
で
は

な
い
と
思
う
。

斉
藤　
申
請
す
れ
ば
通
る
、
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
と

こ
ろ
を
修
正
す
れ
ば
い
い
、
上
の
指
令
で
急
い
で

申
請
し
た
、
と
い
う
申
請
の
あ
り
方
は
ダ
メ
。
地

元
で
議
論
を
充
分
に
重
ね
て
、
完
成
度
の
高
い
申

請
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

準
会
員
は
公
開
の
場
で
発
表
せ
よ
!!

大
野　
大
会
や
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
場
で
積
極
的
に
発

表
す
べ
き
だ
。
叩
か
れ
て
も
、
恥
を
か
い
て
も
、

も
ま
れ
強
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
初
期
に

認
定
さ
れ
た
地
域
は
イ
バ
ラ
の
道
を
切
り
開
い
て

き
た
。決
し
て
楽
に
認
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
ん
な
経
緯
も
公
開
セ
ッ
シ
ョ
ン
等
で
聞
い
て
学

ん
で
ほ
し
い
。

柴
田　
公
開
の
場
で
発
表
を
重
ね
る
と
、
○
○
地

域
に
は
○
○
さ
ん
が
い
て
、
こ
ん
な
風
に
取
り
組

ん
で
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

渡
辺　
初
期
に
は
申
請
書
を
書
く
人
が
私
に
相
談

し
て
く
れ
た
り
し
て
、
お
互
い
の
理
解
度
が
深

ま
っ
た
も
の
だ
が
、
今
は
申
請
書
を
見
て
初
め
て

名
前
を
知
る
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
と
利
用
す
べ
し
!!

大
野　
G
P
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ん
だ
か
ら
、
仲

良
く
な
っ
て
何
で
も
本
音
を
出
し
て
ほ
し
い
。
そ

こ
か
ら
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、
ダ
メ
な
も
の
は
ダ

メ
と
言
え
る
し
、
積
極
的
に
応
援
す
る
気
持
ち
に

な
れ
る
。
審
査
員
と
こ
う
い
う
つ
な
が
り
を
も
っ

て
い
れ
ば
、
審
査
の
現
場
で
も
力
を
発
揮
し
や
す

く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

斉
藤　
ポ
ッ
と
出
て
来
て
申
請
書
を
提
出
す
る
だ

け
で
は
認
定
は
難
し
い
。
公
開
の
場
で
の
発
表
を

義
務
づ
け
る
と
か
、
他
地
域
の
推
薦
を
受
け
る
こ

と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
認
定
さ

れ
て
4
年
後
に
は
全
体
の
レ
ベ
ル
が
上
っ
た
状
態

で
再
審
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、

審
査
は
落
と
す
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
良

い
G
P
を
作
る
た
め
の
も
の
だ
。

斉
藤　
次
に
、
専
門
員
、
学
芸
員
と
い
う
学
術
担

当
者
の
立
場
か
ら
、
Ｇ
Ｐ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
人

材
を
育
て
て
い
く
か
伺
い
た
い
。

役
所
と
現
場
の
関
係
は
？

渡
辺　
柴
田
さ
ん
は
室
戸
Ｇ
Ｐ
で
ど
ん
な
風
に
仕

事
を
広
げ
て
い
っ
た
ん
で
す
か
？

柴
田　
最
初
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
仕
事
を
依
頼

し
て
い
た
。
で
も
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
作
る

時
に
依
頼
事
項
が
先
方
に
伝
わ
り
づ
ら
く
、
だ
っ

た
ら
専
門
員
の
自
分
が
こ
う
い
う
風
に
や
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
自
分
で
や
っ
て
き
た
。
と
い
う

か
、
や
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

斉
藤　
Ｇ
Ｐ
を
推
進
す
る
上
で
、
自
分
の
専
門
分

野
の
枠
の
中
だ
け
で
は
や
っ
て
い
け
な
い
現
実
に

ぶ
つ
か
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
向
き
合
わ
な
い

と
前
に
進
め
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。

柴
田　
映
像
や
看
板
の
素
材
を
作
る
と
き
、
ど
う

し
て
も
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
あ
っ
た
ほ
う
が
良
い
と

い
う
風
潮
だ
っ
た
。
･
･
･
で
、
時
間
も
無
か
っ

た
の
で
結
局
自
分
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
る
こ
と

左から竹之内、大野、渡辺、柴田、斉藤の各氏

い
か
に
人
を
育
て
る
か

2
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に
な
っ
た
。
ダ
ン
、
キ
ラ
、
カ
ン
ザ
シ
、
ヤ
ッ

コ
、
ま
が
り
博
士
。
ダ
ン
は
室
戸
の
海
成
段
丘
の

イ
メ
ー
ジ
、
ま
が
り
博
士
は
褶
曲
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
る
ん
だ
け
ど
、
市
役
所
に
間
借
り
し
て
い
た

の
で
「
間
借
り
博
士
」
で
は
な
い
か
と
い
う
話
も

あ
る
。（
笑
）

渡
辺　
大
野
さ
ん
の
島
原
で
は
、
当
初
は
観
光
課

が
担
当
部
署
だ
っ
た
訳
で
す
け
ど
･
･
･
。

大
野　
当
時
の
島
原
市
の
観
光
課
は
Ｇ
Ｐ
と
い
う

仕
組
み
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。
当
事
者
と
し

て
の
意
識
が
希
薄
。
必
要
に
迫
ら
れ
て
「
G
P
に

来
た
人
に
何
を
ど
う
伝
え
る
か
」、「
若
い
人
に

G
P
を
ど
う
や
っ
て
教
え
る
か
」
に
、
ず
ー
っ
と

取
り
組
ん
で
き
た
。

渡
辺　
竹
之
内
さ
ん
や
大
野
さ
ん
が
苦
労
し
て
き

た
の
を
知
っ
て
い
る
か
ら
、
僕
は
柴
田
さ
ん
に
そ

れ
ら
の
こ
と
を
伝
え
た
。
だ
か
ら
柴
田
さ
ん
は
自

分
で
始
め
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
だ
と
思
う
。

斉
藤　
竹
之
内
さ
ん
や
大
野
さ
ん
の
頃
は
、
行
政

の
事
務
方
に
は
自
分
が
新
事
業
を
考
え
て
い
く
と

い
う
ス
タ
イ
ル
が
な
か
っ
た
の
で
、
学
術
担
当
者

に
看
板
作
り
や
チ
ラ
シ
作
り
が
任
せ
ら
れ
、
で
き

た
も
の
を
そ
の
ま
ま
使
う
と
い
う
形
だ
っ
た
。
逆

に
、
そ
の
出
来
栄
え
に
口
出
し
で
き
な
か
っ
た
。

柴
田　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
情
報
収
集
す
る
と
、

各
地
の
G
P
は
何
で
も
や
っ
て
い
て
楽
し
そ
う
だ

な
、
と
思
っ
た
。
だ
か
ら
、
自
分
も
も
っ
と
や
っ

て
み
よ
う
と
。

斉
藤　
色
々
な
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
が
最
初
か

ら
許
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
か
?

大
野　

市
の
職
員
と
し
て
は
最
低
限
の
仕
事
は

や
っ
て
い
る
。
G
P
の
方
は
G
P
の
仕
事
と
し
て

や
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
経
緯
で
、
市
の
職
員
の
仕

事
は
だ
ん
だ
ん
自
分
の
手
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
。

但
し
、
声
だ
け
は
か
け
て
も
ら
っ
て
い
る
。
自
分

は
常
に
G
P
の
現
場
で
働
い
て
い
る
の
で
、
新
し

い
市
の
職
員
な
ど
最
初
は
私
が
市
の
職
員
だ
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
行
政
の
方
は
G
P

の
こ
と
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
ぜ
ひ
こ
ち
ら
に
聞

い
て
も
ら
い
た
い
。

斉
藤　
逆
に
、
行
政
側
が
G
P
に
ど
っ
ぷ
り
と
入

り
込
ん
で
き
た
ら
、
組
織
の
壁
が
あ
っ
て
か
え
っ

て
話
し
づ
ら
く
は
な
ら
な
い
か
。

柴
田　
室
戸
の
場
合
、
行
政
サ
イ
ド
は
自
由
に
や

れ
る
環
境
を
作
っ
て
く
れ
て
、
柴
田
ど
ん
ど
ん

や
っ
て
い
け
、
み
た
い
な
雰
囲
気
。
私
が
聞
い
た

話
だ
と
、
一
人
だ
け
孤
立
し
て
や
っ
て
い
て
、
他

の
人
た
ち
は
G
P
が
ま
っ
た
く
分
か
ら
ず
、
興
味

を
持
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
だ
。
専
門

員
を
雇
え
ば
い
い
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
け
れ

ど
、
本
来
な
ら
行
政
も
専
門
家
も
含
ん
だ
良
い

チ
ー
ム
を
作
り
上
げ
て
い
く
べ
き
だ
。

竹
之
内　
G
P
は
総
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
な
の

で
、
G
P
推
進
室
だ
け
で
は
難
し
く
、
他
の
課
と

一
緒
に
や
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
糸
魚
川
の

場
合
、
G
P
推
進
室
、
博
物
館
、
教
育
委
員
会
、

観
光
な
ど
、
縄
張
り
意
識
も
な
く
当
事
者
意
識
を

も
っ
て
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
全
体
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
は
い
い
と
思
う
。

斉
藤　
糸
魚
川
で
は
G
P
関
連
ス
タ
ッ
フ
を
拡
充

し
て
き
た
の
で
壁
が
な
く
な
っ
た
。
役
所
と
G
P

の
現
場
は
、
問
題
点
が
あ
れ
ば
双
方
ガ
ン
ガ
ン
議

論
し
て
前
進
す
べ
き
で
す
ね
。

期
待
で
き
る
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
参
加

柴
田　
室
戸
で
は
ま
ち
づ
く
り
の
セ
ン
ス
の
あ
る

民
間
企
業
が
あ
り
、
i
タ
ー
ン
の
若
者
が
地
元
産

品
を
加
工
販
売
し
て
い
る
。
民
間
人
が
G
P
と
絡

め
て
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
大

切
。
民
間
が
G
P
を
突
き
動
か
す
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

に
な
る
。（
38
頁
参
照
）

斉
藤　
糸
魚
川
市
長
は
折
り
に
触
れ
て
訓
辞
を
さ

れ
て
き
た
け
れ
ど
、
長
い
期
間
を
経
て
よ
う
や
く

動
き
出
し
て
き
た
。
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
す
仕

掛
け
作
り
も
大
切
で
す
ね
。

複
数
構
成
の
Ｇ
Ｐ
は
共
通
意
思
の
構
築
を

斉
藤　
一
つ
の
G
P
が
複
数
市
町
村
で
構
成
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
が
、
首
長
同
士
の
意
思
の

違
い
も
見
ら
れ
る
が
。

大
野　
首
長
同
士
が
積
極
的
に
関
わ
り
、
時
間
を

か
け
て
一
つ
の
価
値
観
を
築
か
な
く
て
は
い
け
な

い
。
一
市
単
独
で
も
難
し
い
の
だ
か
ら
、
大
き
な

努
力
が
必
要
に
な
る
。

自
分
自
身
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
持
て
! 

柴
田　
専
門
員
も
多
忙
な
実
務
の
中
で
し
っ
か
り

休
暇
を
と
る
べ
き
だ
。
G
P
ば
か
り
や
っ
て
い
て

も
良
く
な
い
の
で
、
趣
味
の
分
野
な
ど
仕
事
以
外

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
持
ち
た
い
。

竹
之
内　
く
じ
け
た
り
、
い
や
に
な
る
こ
と
も
あ

る
け
ど
、
志
が
近
い
役
所
の
人
や
市
民
の
人
と
話

す
と
安
心
し
た
り
元
気
が
戻
る
。
こ
の
繰
り
返
し

だ
が
、
心
身
の
安
定
が
一
番
大
切
。

斉
藤　
皆
さ
ん
は
活
動
し
な
が
ら
住
民
が
ち
ゃ
ん

と
見
え
て
い
る
。
そ
の
視
点
が
大
切
だ
。

渡辺真人（わたなべ まひと）　
❶1962年　❷愛知県　❸O型　
❹おうし座　❺産業技術総合
研究所　❽GPに関わることは
日々感動　❾地球の成り立ちと
仕組みを知り、私たちも未来の
人も幸せに暮らせるようにする
活動です

竹之内耕（たけのうち こう）
❶1962年　 ❷新潟県　 ❸A型　
❹うお座　❺フォッサマグナ
ミュージアム（糸魚川市教育委
員会）　❻天野祐吉『成長から
成熟へ さよなら経済大国』
❼70 ～ 80年代のナツメロ
❽文化人類学の人々の細部に
立ち入った深い考察　❾21世
紀の地域づくりの旗印　糸魚川
にとっては「裏日本」を脱却し
た未来への架け橋

大野希一（おおの まれかず）
❶1969年　 ❷埼玉県　 ❸O型　
❹おとめ座　❺島原半島GP
推進連絡協議会　❻稲垣栄洋

『雑草は踏まれても諦めない』　
❽東京に島原半島GPのファン
ができたこと　❾「たのくるしい」
仕組み
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色
ん
な
パ
ー
ク
が
あ
っ
て
も
い
い

渡
辺　

文
化
庁
の
重
要
文
化
的
景
観
の
仕
組
み

は
、
地
球
科
学
的
な
も
の
で
は
な
く
文
化
的
な
も

の
を
中
心
と
す
る
け
れ
ど
、
G
P
と
基
本
的
な
考

え
方
が
同
じ
だ
。
G
P
、エ
コ
パ
ー
ク（
M
A
B
）、

重
要
文
化
的
景
観
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
仕
組
み
が
あ

る
の
で
、
自
分
た
ち
の
一
番
や
っ
て
い
き
た
い

テ
ー
マ
を
し
っ
か
り
見
極
め
る
こ
と
が
大
事
だ
。

尾
池
委
員
長
は「
日
本
列
島
全
体
が
ジ
オ
パ
ー
ク
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
が
、
G
P
と
し
て
や
り
や
す
い

所
も
や
り
に
く
い
所
も
あ
る
。
地
域
の
自
然
・
文

化
資
源
を
保
全
・
活
用
す
る
仕
組
み
の
中
か
ら
地

域
に
最
も
合
っ
た
も
の
を
選
ん
で
ほ
し
い
。

斉
藤　
G
P
の
特
徴
は
、
地
域
全
体
を
巻
き
込
ん

で
多
く
の
人
が
関
わ
る
仕
組
み
で
は
？

渡
辺　
そ
の
よ
う
な
仕
組
み
は
エ
コ
パ
ー
ク
が
先

に
提
唱
し
た
。
エ
コ
パ
ー
ク
は
生
態
系
の
保
全
と

持
続
可
能
な
自
然
と
人
間
社
会
の
共
生
が
目
的

だ
。

柴
田　
な
ん
で
も
あ
り
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
危

険
。
仕
組
み
を
持
た
な
い
と
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も

な
い
し
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
も
な
い
。
重
要
文
化
的

景
観
や
エ
コ
パ
ー
ク
で
の
経
験
を
ふ
ま
え
つ
つ
、

G
P
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
い
く
の
が
大

事
。

渡
辺　
行
政
が
一
部
の
住
民
と
協
力
し
て
認
定
を

受
け
て
、「
バ
ン
ザ
～
イ
」
で
終
わ
り
で
は
意
味

が
な
い
。
認
定
を
ど
う
利
用
す
る
か
が
重
要
だ
。

柴
田　
登
録
や
認
定
が
ゴ
ー
ル
じ
ゃ
な
く
、
周
辺

の
景
観
の
保
護
も
大
事
だ
し
、
保
護
と
活
用
を
推

進
す
る
母
体
も
し
っ
か
り
作
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
母
体
を
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
だ
が
、
G
P

に
は
そ
れ
が
あ
る
。
室
戸
に
は
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
（
以
下
、
重
伝
建
）
の
取
り
組

み
が
既
に
あ
っ
て
、
そ
こ
に
G
P
が
登
場
し
た
。

G
P
が
楽
し
そ
う
に
住
民
と
一
緒
に
や
っ
て
い
る

様
子
が
見
え
始
め
て
、
自
分
た
ち
も
変
わ
っ
て
い

か
な
く
て
は
、
と
い
う
機
運
が
出
始
め
て
い
る
。

重
伝
建
の
人
た
ち
も
そ
こ
の
建
物
だ
け
を
残
す
の

じ
ゃ
な
く
、
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
も
残
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
で
、
周
辺
を
含
め
た
景
観
だ
と

言
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
地
質
･
地
形

か
ら
く
る
特
徴
も
考
え
る
方
向
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

Ｇ
Ｐ
で
、
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い

渡
辺　
地
域
の
中
で
関
係
者
が
も
っ
と
良
く
話
を

す
る
こ
と
。
ま
た
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
何
を
目
指
す
の
か
も
、
も
っ
と
も
っ
と
話
し

合
お
う
。

柴
田　
「
蓄
積
す
る
仕
組
み
」
を
作
る
こ
と
。
今

は
誰
も
振
り
返
れ
な
い
状
態
だ
。
G
P
は
今
後
も

変
わ
っ
て
い
く
。そ
の
仕
組
み
が
で
き
て
く
る
と
、

事
務
局
長
会
議
や
総
会
で
、
あ
そ
こ
に
こ
ん
な
い

い
ア
イ
デ
ア
や
事
例
が
あ
っ
た
、
と
議
論
の
ネ
タ

と
し
て
引
っ
ぱ
り
出
せ
る
。

斉
藤　
皆
が
先
へ
先
へ
と
走
っ
て
い
る
状
態
な
の

で
、
整
理
す
る
時
間
が
持
て
な
い
の
が
現
状
だ
。

そ
の
点
、
事
務
局
と
し
て
も
反
省
し
て
い
る
。
全

国
大
会
や
研
修
会
で
も
、
そ
ん
な
仕
組
み
が
必
要

だ
と
思
う
。

柴
田　
全
国
大
会
も
連
合
大
会
も
、
も
っ
と
充
実

さ
せ
る
べ
き
だ
。

斉
藤　
連
合
大
会
は
、
G
P
の
活
動
を
し
っ
か
り

発
表
す
る
場
と
し
て
位
置
づ
け
た
い
。

大
野　
自
然
を
見
る
目
を
養
い
た
い
。
目
の
前
の

人
た
ち
に
空
気
感
、
臨
場
感
な
ど
を
五
感
に
訴
え

る
よ
う
に
伝
え
た
い
。
世
界
的
に
見
れ
ば
あ
り
え

な
い
数
の
人
間
が
、
あ
り
え
な
い
ほ
ど
の
長
い
時

間
、
日
本
と
い
う
国
に
暮
ら
し
て
き
た
。
自
然
災

害
が
発
生
す
る
確
率
が
高
い
と
こ
ろ
に
人
が
住
ん

で
き
た
の
は
な
ぜ
か
。
変
動
帯
で
起
こ
る
現
象
は

世
界
中
の
人
々
が
知
っ
て
お
く
べ
き
だ
。
そ
ん
な

こ
と
を
各
地
の
G
P
に
投
げ
か
け
て
い
き
た
い
。

最
後
に
ひ
と
こ
と

斉
藤　
最
後
に
、G
P
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に「
こ

れ
だ
け
は
」
と
い
う
こ
と
を
伺
い
た
い
。

柴
田　
ス
ト
ー
リ
ー
が
大
事
。
ジ
オ
ス
ト
ー
リ
ー

に
ま
つ
わ
る
考
え
方
が
ど
う
変
わ
っ
て
き
て
、
今

後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

渡
辺　
最
近
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
を
「
大
人
の
部

活
」
と
例
え
て
説
明
し
て
い
る
。
研
究
者
が
顧
問

や
コ
ー
チ
、住
民
が
部
員
、行
政
は
後
援
会
。
コ
ー

チ
が
や
た
ら
に
威
張
っ
て
い
た
り
、
後
援
会
が
口

を
出
し
す
ぎ
る
部
活
に
は
し
た
く
な
い
。
部
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
環
境
を

作
る
お
手
伝
い
を
し
た
い
。

竹
之
内　
「
G
P
は
役
所
改
革
」
だ
。
総
合
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
な
の
で
、
役
所
の
中
の
壁
の
取
り
払

い
が
必
要
。

大
野　
G
P
は
お
花
畑
。
だ
け
ど
途
中
は
イ
バ
ラ

の
道
な
の
で
、「
G
P
は
た
の
く
る
し
い
（
楽
苦

し
い
）
場
所
」。

斉
藤　
ま
だ
ま
だ
語
り
つ
く
せ
な
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
続
き
は
次
の
機
会
に
。
本
日
は
長
時
間
、
皆

さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

柴田伊廣（しばた ただひろ）
❶1981年　❷ 福井県　❸O型　
❹おひつじ座　❺室戸GP推進
協議会　❻カトリーヌ･クレマン

『テオの旅』　❼忌野清志郎、
くるり、東京事変
❽室戸高校生徒のジオツアー
❾「ボクたち、地球に生きている」
を伝え、ジオツアーを体験した
人が、生き方や未来を変えるきっ
かけになる場所

出席者質問内容
❶生年
❷出身地
❸血液型
❹12星座
❺現在の所属
❻最近読んで
　面白かった本
❼好きな音楽
❽最近感動したこと
❾GP って何?

斉藤精一（さいとう せいいち）
❶1965年　❷新潟県　❸AB型　
❹いて座　❺糸魚川市東京事
務所、JGN事務局
❽認定されたばかりの西予市民
のGP熱
❾人と人をつなぐ素晴らしい
ツールです
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公
益
財
団
法
人
自
然
保
護
助
成
基
金　

目
代
邦
康

陸
上
か
ら
海
底
ま
で
展
開
す
る

日
本
の
海
と
陸
の
多
様
性

ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
は
、
人
々

の
暮
ら
し
の
場
で
あ
り
、
地

形
や
地
層
の
観
察
が
容
易
な
陸
上
を

中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
地
球
の
約
7
割
を
占
め
る
海
は
、

生
命
の
誕
生
の
場
で
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
球
科
学
的
現
象
が
進
行
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。そ
し
て
人
類
は
、

食
料
や
鉱
産
資
源
な
ど
多
く
の
恩
恵

を
海
か
ら
受
け
て
い
ま
す
。
海
底
や

海
岸
に
は
多
様
な
地
質
、
地
形
が
広

が
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
が
生
育
し

て
い
ま
す
。
海
に
ま
で
視
野
を
広
げ

て
ジ
オ
パ
ー
ク
を
眺
め
る
と
、
自
然

界
の
不
思
議
さ
、
面
白
さ
を
さ
ら
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

こ
こ
で
は
、
陸
上
か
ら
海
底
ま
で
を

表
現
し
た
鳥
瞰
図
を
使
っ
て
、
日
本

の
海
と
陸
と
の
多
様
性
を
見
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

大
陸
棚
と
南
海
ト
ラ
フ

　
日
本
列
島
で
は
、
陸
地
の
周
り
は

水
深
2
0
0
ｍ
の
大
陸
棚
と
呼
ば
れ

る
浅
い
海
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
室

戸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
あ
る
室
戸
岬
の
東

込
み
に
伴
っ
て
、
海
底
の
地
層
が
大

陸
側
に
押
し
つ
け
ら
れ
た
た
め
に
で

き
た
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て

つ
く
ら
れ
る
地
層
を
付
加
体
と
言

い
、
日
本
列
島
の
と
く
に
太
平
洋
側

に
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。
室
戸
岬

の
先
端
部
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
し

ま
し
ま
の
地
層
も
付
加
体
で
す
。
こ

う
し
た
付
加
体
が
つ
く
ら
れ
て
い
く

活
動
が
長
期
的
に
続
い
て
き
た
た

め
、
日
本
列
島
が
存
在
し
て
い
る
と

言
え
ま
す
。

　

海
側
の
プ
レ
ー
ト
と
陸
側
の
プ

レ
ー
ト
の
境
界
に
、
南
海
ト
ラ
フ
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
陸
側
の
地
下

は
2
つ
の
プ
レ
ー
ト
が
ぶ
つ
か
り
合

う
と
こ
ろ
な
の
で
、
地
震
が
よ
く
発

生
し
ま
す
。
近
い
将
来
、
こ
こ
を
震

源
と
し
て
南
海
地
震
が
発
生
す
る
と

考
え
ら
れ
て
、
そ
の
時
に
は
四
国
の

太
平
洋
側
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
海
の
海
底
地
形

　

日
本
列
島
の
太
平
洋
側
の
海
底

は
、大
陸
棚
や
海
溝
、ト
ラ
フ
と
い
っ

海
岸
は
、
大
陸
棚
が
無
く
海
が
急
に

深
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
野

根
海
底
谷
と
呼
ば
れ
る
海
底
の
谷
が

あ
り
、
海
底
地
形
は
東
側
の
室
戸
舟

状
海
盆
へ
と
連
続
し
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
地
形
の
た
め
、
陸
上
か
ら

海
底
ま
で
を
短
い
距
離
で
つ
な
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
他
の
場
所
に
比
べ

る
と
深
い
場
所
の
水
を
汲
み
上
げ
や

す
い
場
所
に
な
る
の
で
、
室
戸
で
は

海
洋
深
層
水
の
汲
み
上
げ
の
施
設
が

造
ら
れ
て
い
ま
す
。海
洋
深
層
水
は
、

化
学
物
質
に
よ
る
汚
染
が
無
く
、
無

機
栄
養
塩
類
が
豊
富
で
、
低
い
水
温

で
安
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
飲
料

水
や
食
品
、
化
粧
品
な
ど
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
室
戸
岬
か
ら
南
の
海
に
目
を
転
じ

る
と
、
岬
か
ら
約
数
十
㎞
の
と
こ
ろ

で
、
海
が
一
段
と
深
く
な
っ
て
い
る

の
が
分
か
り
ま
す
。
こ
こ
で
海
側
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
、
陸
側

の
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
の
下
に
沈

み
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
の
地
形
を

見
る
と
、
東
西
方
向
に
何
本
か
の
し

ま
模
様
が
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
沈
み

大陸棚と南海トラフ　フィリピン海
プレートがユーラシアプレートの下
に沈み込んでいる様子が分かる

海
か
ら
見
た

ジ
オ
パー
ク
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た
地
形
が
明
瞭
で
す
が
、
日
本
海
は

そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
隠

岐
島
の
東
側
に
見
え
る
深
い
海
は
隠

岐
舟
状
海
盆
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
、

そ
の
北
の
隠
岐
海
脚
を
挟
ん
で
さ
ら

に
北
側
に
は
大
和
海
盆
が
広
が
り
、

そ
こ
は
水
深
が
2
0
0
0
ｍ
以
上
に

も
及
び
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
北
側
に

は
大
和
堆
と
呼
ば
れ
る
浅
い
と
こ
ろ

が
あ
り
、
深
さ
が
1
0
0
0
ｍ
以
浅

で
す
。
こ
の
よ
う
に
日
本
海
は
堆
と

海
盆
が
入
り
組
ん
だ
複
雑
な
形
状
を

し
て
い
ま
す
。

　
今
か
ら
2
5
0
0
～
1
5
0
0
万

年
前
に
、
日
本
列
島
は
大
陸
か
ら
分

離
し
て
そ
の
土
台
が
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。
複
雑
な
日
本
海
の
海
底
の
形
状

は
、
そ
の
大
陸
か
ら
分
離
し
た
と
き

の
痕
跡
と
言
え
ま
す
。
大
陸
の
縁
が

大
き
く
裂
け
て
日
本
海
が
造
ら
れ
た

た
め
、
大
き
な
お
盆
の
よ
う
な
形
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
海
盆
と
呼
ば

れ
る
と
こ
ろ
で
は
水
深
3
8
0
0
ｍ

に
達
す
る
場
所
が
あ
る
の
に
対
し
、

外
の
海
と
つ
な
が
る
海
峡
で
は
、
水

深
は
1
0
0
ｍ
程
度
で
す
。
こ
の
よ

う
な
特
徴
的
な
海
底
地
形
の
た
め
、

水
深
3
0
0
ｍ
以
深
の
と
こ
ろ
に

は
、
水
温
が
0
～
1
℃
で
塩
分
濃
度

も
一
定
の
、﹁
日
本
海
固
有
水
﹂
と

呼
ば
れ
る
海
水
が
存
在
し
ま
す
。

　

こ
の
冷
た
い
日
本
海
固
有
水
と
、

表
層
を
流
れ
る
暖
か
い
対
馬
暖
流
と

が
混
ざ
り
合
う
の
が
日
本
海
の
特
徴

で
す
。
複
雑
な
地
形
と
こ
の
2
種
類

の
海
水
の
存
在
か
ら
多
様
な
環
境
が

つ
く
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
魚

介
類
が
獲
れ
る
海
に
な
っ
て
い
ま
す
。

火
山
と
流
れ
山

　
有
明
海
か
ら
西
側
の
雲
仙
岳
の
方

向
の
海
底
地
形
を
見
る
と
、
海
底
に

い
く
つ
も
の
小
さ
な
丘
状
の
高
ま
り

が
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
流
れ
山
と
呼

ば
れ
る
地
形
で
、
1
7
9
2
年
の
眉

山
の
崩
壊
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の

原
因
は
火
山
活
動
と
も
地
震
活
動
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
崩
壊
に
よ

り
崩
れ
た
土
砂
が
岩
屑
な
だ
れ
と
な

り
、
山
麓
に
流
れ
下
っ
て
い
き
、
一

部
は
陸
上
に
残
り
、
大
半
は
海
に
流

れ
込
み
ま
し
た
。
大
き
さ
は
直
径
が

10
ｍ
程
度
の
も
の
か
ら
2
0
0
ｍ
程

度
の
も
の
ま
で
あ
り
、
数
は
6
0
0

程
度
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の
岩
屑
な

だ
れ
に
よ
る
直
接
の
被
害
も
あ
り
ま

す
が
、
さ
ら
に
そ
れ
が
海
に
流
れ
込

ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
有
明
海
対
岸
の

熊
本
に
津
波
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
津
波
の
死
者
は
1
万
5
千
人

に
の
ぼ
る
と
言
わ
れ
、
こ
の
災
害
は

﹁
島
原
大
変
肥
後
迷
惑
﹂
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

火
山
は
急
速
に
成
長
す
る
た
め
、

斜
面
が
不
安
定
な
状
態
に
な
り
や
す

く
、
さ
ら
に
噴
火
や
地
震
の
衝
撃
を

受
け
る
の
で
、
こ
の
眉
山
の
崩
壊
の

よ
う
に
各
地
の
火
山
で
は
大
き
な
崩

壊
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
火
山
は
噴

火
に
よ
り
上
方
に
成
長
し
、
そ
の
後

山
体
が
崩
壊
し
、
土
石
流
が
発
生
す

る
こ
と
な
ど
で
裾
野
を
広
げ
て
い
き

ま
す
。
そ
う
し
て
大
き
な
火
山
体
に

成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
図
で
は
高
さ
方
向
を
強
調
し

て
い
る
た
め
、
雲
仙
普
賢
岳
を
中
心

に
し
て
、
そ
の
周
囲
に
傾
き
の
あ
る

低
地
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
こ
の
山
麓
の
傾
き
の
あ
る

地
形
か
ら
、
こ
こ
で
は
火
砕
流
や
土

石
流
が
繰
り
返
し
流
れ
出
し
、
堆
積

し
て
き
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
流

れ
山
の
発
生
は
、
地
域
の
住
民
に

と
っ
て
は
大
き
な
災
害
で
す
が
、
そ

う
い
っ
た
地
形
の
変
化
が
あ
っ
た
た

め
に
、
島
原
半
島
の
土
地
が
つ
く
ら

れ
て
き
た
の
で
す
。

火山と流れ山　海底の小さな丘状
の高まりは眉山の崩壊で発生した
岩屑なだれが海に流れ込んだもの

日本海の海底地形　隠岐
島の東側の隠岐舟状海盆
の水深は2,000m以上ある

鳥瞰図提供：北海道地図株式会社　この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の2万5千分の1地形図を使用した（承認番号 平25情使、第72-GISMAP31668号）
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企
画
を
練
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
ま
す
。

﹁
地
質
技
術
者
の
目
線
で
語
る
、
ジ
オ
と

鉄
道
の
魅
力
﹂
を
伝
え
る
試
み
と
い
う
、

ち
ょ
っ
と
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
ア
イ
デ
ィ
ア
か

ら
﹁
ジ
オ
鉄
﹂
は
生
ま
れ
ま
し
た
。

沿
線
の
見
ど
こ
ろ「
ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
」を
発
掘
！

　
国
土
の
約
7
割
を
山
地
が
占
め
る
我
が

国
。
縦
横
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
鉄
道
網
と

山
地
や
河
川
の
関
係
は
と
り
わ
け
密
接
で

す
。
ジ
オ
と
鉄
道
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い

関
係
に
あ
り
、
ジ
オ
鉄
で
は
そ
う
い
っ
た

鉄
道
を
通
じ
て
﹁
見
る
﹂﹁
触
れ
る
﹂﹁
感

じ
る
﹂
こ
と
の
で
き
る
地
質
・
地
形
遺
産

や
、
鉄
道
と
深
く
関
わ
る
文
化
遺
産
、
鉄

道
着
工
に
至
る
当
時
の
ル
ー
ト
選
定
の
苦

難
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
読
み
解
き
、
沿
線
の

見
ど
こ
ろ
を
﹁
ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
﹂
と
し
て

発
掘
し
て
い
ま
す
。

　
ジ
オ
鉄
で
﹁
ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
﹂
と
し
て

取
り
上
げ
る
の
は
、
有
名
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
車
窓
越
し
に

目
に
入
っ
て
く
る
何
気
な
い
風
景
の
謎
、

途
中
下
車
で
の
散
策
︵
徒
歩
・
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
︶
に
適
し
た
場
所
、
ジ
オ
と
鉄
道

を
一
緒
に
写
せ
る
撮
影
場
所
︵
ジ
オ
鉄
写

真
︶、
地
質
や
地
形
に
関
わ
り
の
深
い
鉄

道
施
設
、
た
と
え
ば
森
林
鉄
道
や
鉱
山
鉄

道
、
廃
線
跡
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
す
。
さ
ら

に
安
全
・
快
適
な
列
車
運
行
の
た
め
に
進

歩
し
て
き
た
土
木
や
防
災
技
術
な
ど
、
こ

れ
ま
で
一
部
の
専
門
家
や
マ
ニ
ア
し
か
知

ら
な
か
っ
た
よ
う
な
事
象
を
、
ジ
オ
鉄
目

線
で
捉
え
、
鉄
道
沿
線
の
見
ど
こ
ろ
を
分

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
発
表
し
た
ジ
オ
鉄
路
線

〜
ジ
オ
鉄
は
四
国
か
ら
始
ま
っ
た
〜

　
ジ
オ
鉄
は
、
2
0
0
9
年
に
日
本
地
球

惑
星
連
合
大
会︵
J
p
G
U
︶の
ジ
オ
パ
ー

ク
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し

た
。
第
１
路
線
に
は
J
R
四
国
土
讃
線
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
土
讃
線
︵
多
度
津
～
窪

川
間
︶
は
、
中
央
構
造
線
の
断
層
谷
や
、

隆
起
を
続
け
る
四
国
山
地
と
そ
れ
を
削
る

大
歩
危
・
小
歩
危
の
渓
谷
美
、
日
本
最
後

の
清
流
と
い
わ
れ
る
四
万
十
川
な
ど
多
く

の
地
形
・
地
質
要
素
を
抱
え
、
ま
た
２
カ

所
の
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
や
世
界
初
の
制
御

振
り
子
式
気
動
車
の
導
入
、
度
重
な
る
土

砂
災
害
の
対
策
な
ど
、
ジ
オ
鉄
の
要
素
が

満
載
の
路
線
で
す
。
翌
年
以
降
、
第
２
路

線
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
阿
佐
線︵
ご
め
ん・

な
は
り
線
︶、
第
3
路
線
J
R
四
国
予
土

線
。
第
４
路
線
J
R
東
日
本
・
西
日
本
大

糸
線
、
第
５
路
線
J
R
北
海
道
富
良
野
線

も
加
わ
り
、
ほ
ぼ
毎
年
、
新
し
い
ジ
オ
鉄

路
線
を
同
大
会
︵
J
p
G
U
︶
で
発
表
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
活
動
は
学
会
に

と
ど
ま
ら
ず
、
各
地
で
の
講
演
会
や
講

座
、ジ
オ
鉄
マ
ッ
プ
制
作
︵
図
１・図
２
︶、

現
地
ツ
ア
ー
、
書
籍
執
筆
、
メ
デ
ィ
ア
掲

載
、
惑
星
地
球
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
︵
主

催

：

日
本
地
質
学
会
︶
へ
の
協
力
な
ど
、

数
々
の
普
及
活
動
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ジ
オ
鉄
マ
ッ
プ
」

ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

　
多
く
の
取
り
組
み
の
な
か
で
も
、
ジ
オ

鉄
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
っ
て
も
ら
お
う

と
企
画
し
た
の
が﹁
ジ
オ
鉄
マ
ッ
プ
﹂︵
編

鉄
道
を
利
用
し
な
が
ら
、
沿
線
に
広

が
る
地
質
地
形
を
楽
し
む
気
軽
な

旅
を
通
し
て
、
自
然
科
学
に
興
味
を
も
っ

て
も
ら
い
た
い
。
そ
ん
な
願
い
の
も
と
誕

生
し
た
﹁
ジ
オ
鉄
﹂
は
、
鉄
道
旅
行
を
知

的
に
楽
し
む
、
新
し
い
形
の
ジ
オ
ツ
ア
ー

と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
ジ
オ
と

鉄
道
、
両
者
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
う
独

特
の
ス
タ
イ
ル
で
、
2
0
0
9
年
全
国
に

向
け
公
表
し
て
以
来
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動

の
機
運
の
高
ま
り
と
と
も
に
、﹁
ジ
オ
鉄
﹂

の
活
動
は
知
る
人
ぞ
知
る
取
組
み
に
な
り

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
今
ひ
そ
か
に
フ
ァ

ン
を
増
や
し
つ
つ
あ
る
﹁
ジ
オ
鉄
﹂
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

ジ
オ
鉄
っ
て
？ 
ジ
オ
と
鉄
道
の
コ
ラ
ボ

　

つ
い
数
年
前
ま
で
、﹁
ジ
オ
鉄
﹂
と
い

う
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。﹁
ジ
オ

鉄
﹂
は
2
0
0
9
年
に
生
ま
れ
た
新
し
い

言
葉
で
す
。
ジ
オ
鉄
の
﹁
ジ
オ
﹂
は
、
地

球
や
大
地
を
表
す
言
葉
に
用
い
ら
れ
る

﹁
G
e
o
﹂
か
ら
、﹁
鉄て

つ
﹂
は
、
鉄
道
そ
の

も
の
の
意
味
と
鉄
道
フ
ァ
ン
の
愛
称
﹁
テ

ツ
﹂
に
ち
な
み
、
鉄
道
に
対
す
る
親
し
み

と
敬
意
を
込
め
て
、
筆
者
ら
が
命
名
し
ま

し
た
。

　

き
っ
か
け
は
2
0
0
8
年
の
秋
。﹁
社

会
の
た
め
の
地
球
科
学
﹂
を
標
榜
す
る
国

際
惑
星
地
球
年
︵
I
Y
P
E
︶
日
本
の
事

業
委
員
会
の
一
員
と
な
っ
た
筆
者
︵
公
益

財
団
法
人
深
田
地
質
研
究
所
︶
と
、
加
藤

弘
徳
さ
ん
︵
株
式
会
社
荒
谷
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
︶、横
山
俊
治
教
授︵
高
知
大
学
︶

の
３
名
で
、
地
球
科
学
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

深
田
研
ジ
オ
鉄
普
及
委
員
会

藤
田
勝
代

ジオ鉄®

稗田山の崩壊地遠望　（JR大糸線、
中土～北小谷間）　JR大糸線の北小谷
駅ホームから遠望できる稗田山の崩壊。
日本三大崩れのひとつとされ『崩れ』（幸
田文・著）にも登場する。1911（明治
44）年8月8日未明、姫川の支流である
浦川上流で、降雨の後に大崩壊が発生
した。崩壊4日後、姫川のせき止め湖
が決壊し、下流の来馬集落が流され厚
い土砂で埋まった。北小谷駅付近の来
馬河原の河床幅が広いのは、この時の
流出土砂の堆積によるもの

図2 JR大糸線ジオ鉄
マップ（編集：深田地
質研究所、発行：糸
魚川市産業部都市整
備課）　松本駅から糸
魚川駅まで全長105.4
㎞に渡り、北アルプス
を展望しながら姫川沿
いを走るJR大糸線と糸
魚川世界ジオパークの
魅力をたっぷりと紹介し
ている。カラー 27頁

図1 ごめん・なはり線ジオ鉄MAP（編
集：深田地質研究所、発行：ごめん・
なはり線活性化協議会）　太平洋を眺
望しながら秩父累帯、四万十帯の付加
体地質の上を走る、土佐くろしお鉄道
ごめん・なはり線のジオ鉄を紹介。高
知県東部にある魚梁瀬森林鉄道（廃
線）、阿佐東線沿線も網羅し、室戸世
界ジオパークエリアのジオポイントも掲
載。2011年7月の世界ジオパーク審査
時に審査員をもてなした1冊。現在高知
県内で無料配布中。カラー 19頁

大
地
の
物
語
を

読
み
解
く
鉄
道
旅
行
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生
の
道
を
歩
ん
で
き
た
鉄
道
技
術
の
進
歩

を
垣
間
見
た
り
。
人
そ
れ
ぞ
れ
多
様
な
楽

し
み
方
が
あ
る
の
が
﹁
ジ
オ
鉄
﹂
の
良
い

と
こ
ろ
で
、
文
理
融
合
の
世
界
を
堪
能
す

る
味
わ
い
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
見
て
い

る
あ
の
風
景
、
い
つ
も
乗
っ
て
い
る
あ
の

列
車
が
、
ジ
オ
鉄
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し

て
眺
め
る
と
、
新
し
い
発
見
や
ひ
と
味
ち

が
う
魅
力
を
発
揮
し
始
め
ま
す
。﹁
ジ
オ

鉄
に
行
っ
て
き
ま
し
た
﹂
な
ん
て
声
を
か

け
ら
れ
る
と
嬉
し
い
も
の
で
す
。
ジ
オ
鉄

の
生
み
の
親
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い

思
い
の
ス
タ
イ
ル
で
ジ
オ
鉄
を
楽
し
む
、

そ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
材
料
を
提
供
で
き
れ

ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ジ
オ
鉄

　
現
在
ジ
オ
鉄
は
、
深
田
地
質
研
究
所
の

普
及
事
業
の
一
環
と
し
て
活
動
を
継
続
中

で
す
。
2
0
1
0
年
１
２
月
、
同
研
究

所
に
よ
り
﹁
ジ
オ
鉄
Ｒ﹂︵
商
標
登
録
第

5
3
7
8
7
8
6
号
︶
が
取
得
さ
れ
、
社

会
的
に
認
知
さ
れ
る
体
制
も
整
い
ま
し

た
。
2
0
1
2
年
３
月
に
は
念
願
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
も
完
成
。
2
0
1
3
年
４
月
、
同

研
究
所
内
に
﹁
深
田
研
ジ
オ
鉄
普
及
委
員

会
﹂
が
設
立
さ
れ
、
一
層
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
深
田
研
ジ
オ
鉄
普
及
委
員
会
で
は
、
現

在
ジ
オ
鉄
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
中
で

す
︵
今
春
５
月
に
新
規
開
設
予
定
︶。
ジ

オ
鉄
の
こ
と
を
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い

人
は
、
ぜ
ひ
深
田
地
質
研
究
所
Ｗ
Ｅ
Ｂ

︵http://www.fgi.or.jp/

︶
か
ら
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

集

：

深
田
地
質
研
究
所
︶
の
制
作
で
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
と
の
コ
ラ
ボ
で
も
注
目
を
集

め
ま
し
た
。
ジ
オ
鉄
で
は
、
鉄
道
路
線
の

始
点
か
ら
終
点
ま
で
を
範
囲
と
し
て
い
る

の
で
、
レ
ー
ル
の
延
び
る
と
こ
ろ
お
の
ず

と
ジ
オ
鉄
の
範
囲
も
市
町
村
境
界
を
越
え

ま
す
。こ
う
し
て
創
ら
れ
た﹁
ジ
オ
鉄
マ
ッ

プ
﹂
は
、
沿
線
を
ま
る
ご
と
ジ
オ
鉄
で
堪

能
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の

エ
リ
ア
を
越
え
、
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
至
る
ま

で
の
ア
ク
セ
ス
の
魅
力
を
高
め
る
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
と
し
て
、
好
評
を
博
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
２
種
類
の
ジ
オ
鉄
マ
ッ

プ
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
︵
図
1
･
図

2
︶。

「
ジ
オ
鉄
®の
旅
」
高
知
新
聞
に
連
載
中

　
ま
た
2
0
1
3
年
4
月
か
ら
、
高
知
新

聞
で
﹁
ジ
オ
鉄
Ｒの
旅
～
列
車
で
楽
し
む

四
国
の
地
質
と
地
形
﹂︵
毎
月
第
3
土
曜

掲
載
︶の
連
載
が
始
ま
り
ま
し
た︵
図
3
︶。

ジ
オ
鉄
写
真
を
メ
イ
ン
に
据
え
、
ジ
オ
ポ

イ
ン
ト
を
絞
っ
て
じ
っ
く
り
解
説
す
る
、

毎
月
読
み
切
り
の
ス
タ
イ
ル
で
す
。
四
国

各
地
の
鉄
道
と
ジ
オ
を
読
み
解
く
面
白
さ

を
伝
え
な
が
ら
、
じ
わ
じ
わ
と
フ
ァ
ン
が

増
え
て
い
ま
す
。

ジ
オ
鉄
の
楽
し
み
方
い
ろ
い
ろ

　
列
車
に
乗
っ
て
、
沿
線
の
大
地
の
成
り

立
ち
を
思
い
な
が
ら
車
窓
を
眺
め
た
り
、

列
車
の
待
ち
時
間
に
駅
周
辺
の
地
質
露
頭

や
廃
線
跡
を
散
策
し
た
り
、
地
形
図
と
に

ら
め
っ
こ
し
な
が
ら
ジ
オ
鉄
写
真
の
撮
影

ポ
イ
ン
ト
を
探
し
た
り
、
自
然
と
闘
い
共

ノロッコ号でゆくジオ鉄の旅 （JR北海道富良野線、上富良野～西中間）　真朱色のディーゼル機関車が牽引する客車の車窓からは十勝岳連峰の勇壮なパノラマと十勝岳の爆発で噴出
した火砕流堆積物（溶結凝灰岩）がつくる丘陵地形を展望できる。幾度も爆発の歴史がある十勝岳だが、1926（大正15）年の大正泥流は小説『泥流地帯』（三浦綾子・著）にも
描かれている

図3 高知新聞連載「ジ
オ鉄Ｒの旅～列車で
楽しむ四国の地質と
地形」　執筆は深田
研ジオ鉄普及委員会
のメンバーが交代で担
当。連載は好評につ
き2015年3月（第24便）
まで継続決定。毎月
第3土曜掲載
2013年4月20日発行

（高知新聞社提供）

参考文献：加藤弘徳・藤田勝代・横山俊治（2009）：ジ
オ鉄を楽しむ-鉄道車窓からのジオツアーの提案（1.JR四
国・土讃線）、総特集ジオパーク（2）地球科学がつくる持
続的な地域社会、月刊地球、vol.31、No.8、pp.445-454.

参考図書：「最新・高知の地質 大地が動く物語」鈴木堯士・
吉倉紳一編（南の風社）　第七章ジオ鉄Ｒで楽しむ高知の
地質（横山俊治・藤田勝代・加藤弘徳）124 ～ 146頁

図2 JR大糸線ジオ鉄
マップ（編集：深田地
質研究所、発行：糸
魚川市産業部都市整
備課）　松本駅から糸
魚川駅まで全長105.4
㎞に渡り、北アルプス
を展望しながら姫川沿
いを走るJR大糸線と糸
魚川世界ジオパークの
魅力をたっぷりと紹介し
ている。カラー 27頁
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お国訛り
ジオ自慢 　男鹿半島の入道崎の断崖は、7千万年前の火山噴出

物が固まった溶結凝灰岩ででぎでいるってて分がって
だが？　この岩石が波に洗われで丸

まる

っけぐなったのを
地元の人がだは「金

かないし

石」と呼んでいで、男鹿の名物「石
焼き料理」に使わいでいるんだど。
　石焼きはもどもど男鹿の漁師さんが考え出した磯料
理だがら、豪快で迫力あるど－!　味噌仕立てのだし
汁と魚介類や野菜の入った杉の桶に、炭火で800度ぐ
らいに熱

あっち

ぐした金石を投入！　あっという間にグツグ
ツ沸騰して一瞬で煮上がるがら、魚介の身は引き締
まってプリプリ、しったげんめど!　男鹿に来たら「石
焼き料理」を食べで、男鹿半島7千万年の大地の歴史
を舌でも感じでけれ!（永井・記）

　んめぇ米っこ、えっぺ（たくさん）とれる
秋田県は、「米の秋田は酒の国」って、言

ゆ

わ
れるくれぇ、んめぇ酒

さげ

っこが、えっぺある
どぉー。秋田のなかでも湯沢市は、酒

さげ

っこ、
えっぺこしぇでるどごで、盛

さが

んだじぎだば（時
期だと）、市内さ酒造会社が7 っち、8 っち
もあったど。
　なして、ゆざわさ酒

さげ

っここしぇる会社が
こったにえっぺあるがって言

ゆ

えば、院内銀山
があったがらで、盛

さが

んだじぎの院内銀山だば、
当時の秋田市よがも人っこえっぺ住んでだっ
て言

ゆ

われでで、そごで働いでだ鉱夫だぢ、仕
事終わった後

あど

で、いっぺ酒
さげ

っこ飲んだから、
なんぼでも売れだんだど。働

はだら

く人だぢ飲むな
だがら、ゆざわの酒

さげ

っこは、まったりとあん
みゃ酒

さげ

っこがよげ（多い）だなしゃ。まんず、
飲んでみでけれ！　そえで、最近流

は や り

行の飲み
方
がだ

はよー、酒
さげ

っこをロックで飲む「ユザワロッ
ク」だ!（畑山・記）

　12月にもなって小雪が舞い降りる頃になると、当地
域ではこんな会話が聴かれます。
　「白神の山こ、3回白

しれ

ぐなったもんな。近えうぢに
ハダハダ来るど。」漁師たちはその作業に取りかかり
ます。仕事をしながら、「ハダハダは、なして夜ばり来らった？」「えらい人から聞いだ
話だどもしゃ、ハダハダの体っこ銀色にピカピカ光っているべ。背中だけだば黒っぽい
けどや。昼間に来るど目立づべしゃ。」「ふーん、おめさがしな!」
　「今

こ ど し

年のハダハダ大きな。ほら、頭としっぽがサハチ（皿鉢）からはみ出してるベ。」「お
れの親父な、晩酌やりながらこんなハダハダ66匹食ったど。おれも挑戦したども20匹
しか食

け

ねがった。おれの親父、どんた腹してたもんだべが、アハハハ。」 「んだども、ど
して八森のハダハダ、こんたに大きぐうめえんだべか？」「その話だば聞いだごどある。
ハダハダはしゃっけ（冷たい）水でねば生きられねのだど。したども、卵がら子っこハ
ダハダになるには温

あった

け水でねばならねあったど。」「そんなどこ、ある訳ねべ!」「ところ
がな、それがあるんだ。二ツ森ってしゃべる（言う）岩浜が真瀬川の出口にあっぺ。あ
そこが、両方の水が混じり合わねであるんだど。」「へーっ !」「ところがな、この場所
はハダハダが住んでいる場所から一番遠いんだど。だから元気のえーぇ大きハダハダが
やって来るんだど。」「ハダハダ来たドーッ !」
　「何だが、分かねども、このハダハダうめえな!」（神垣・記）

　秋田で鍋って言
ゆ

えば、きり
たんぽが有名だども、そのき
りたんぽさねば（無いと）だ
めな野

や し ぇ

菜が、セ
シ ェ リ

リ。そのセ
シ ェ リ

リ
の中でも、ブランドさ、なっ
てらなが、ゆざわでこしぇら
れでら三関セ

シ ェ リ

リだ。三関の
セ
シ ェ リ

リだば、真っ白ぇ根っこが
長んげぐ伸びでで、根っこま
でけ食

け

るどごが、珍しなだども、このセ
シ ェ リ

リこ
しゃるなさもジオが関係してるなしゃ。
　三関セ

シ ェ リ

リは扇状地の裾野でこしゃられでる
なだども、扇状地はよー、裾野さ行

え

ぐほど堆
積物の粒が細

こみゃ

ぐなってるし、地下水が清
し ず

水さ
なって、湧いで出でくるなしゃ。んだがら、
根っこが長んげぐ伸びだセ

シ ェ リ

リこしゃるなさ、
ぴったりなんだど。まんず、一回食ってみで
けれ！（畑山・記）

男鹿の「石焼き料理」

　あのすよ、秋田県さは、むがし日本で２番目に
でっけ湖「八郎潟」があったって知ったったすか。
その八郎潟は、食糧増産するどって、戦後に干拓
工事どごして、底

そご

さ水田が創らいで、そいで「大
潟村」がでぎだんだど。
　実はよ、八郎潟の湖の下さは、過去1万年以上
の堆積物が蓄積してで、有機物が多ぐ、ミネラル
がいっぺ含まれでいだんだど。して、干拓したっ
け、その湖が水田さ生まれ変わったんだど。そう
ゆうごどで大潟村さは、米づくりにもってこいの
すこたまいい土壌が広がったんだど。さんさんど
照る太陽ど、日本海からのたいした気もぢっこい
い風っこが、いぐね虫の発生どご防いでけで（く
れて）、健康でうめぇ米どご育てでくれでるのよ。
　大潟村の「米」だば、八郎潟の成り立ちと自然
の恩恵がいっぺーつまってるんだど。（薄井・記）

大潟村の「米」

ゆざわの「酒」

八森の「ハタハタ」

三関の「せり」

肥沃な土壌･大潟村の米

秋
田

冬の風物詩・
ハタハタ漁

「金石」を使う名物･石焼き料理

湯
沢
の
名
だ
た
る
日
本
酒

き
り
た
ん
ぽ
に
必
須
、

三
関
の
せ
り

秋田さあし
ねけ。

（遊びに来
てください

ね）

んめものい
っぺけ。

（おいしい
ものたくさん

食べてくだ
さいね）
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うんちく食文化　南アメリカ大陸⇒東南アジア⇒中国⇒琉球⇒種子島へと伝わったと
される甘

かんしょ

藷を薩摩に初めて持ってきたたぁ前田利右衛門ちゅう方で、
やせた土

ジ ダ

地でも育つ甘藷を薩摩に持っきて、「からいも」ち呼んで薩
摩藩で育て始められたげな。
　火砕流堆積物に覆われとるみなん九州で、からいもは積極的に作ら
れ、食用や焼酎の元として広まい、形が蟹に似てることから名がつい
た野菜のかき揚げ「ガネ」や、今や全国でも有名な「芋焼酎」の文化
がここに育まれてきもした。
　からいもは、火山灰土壌や風害や乾燥にも強いので、飢餓対策とし
ても良か食べ物で、実際、江戸時代の享保飢饉の時には、からいもが
ずんばいあっとこい（いっぱいある所）では、餓死者がでらんかったっ
ちゅう記録もあり、これを受け、八代将軍徳川吉宗は関東地方にも広
めようと青木昆陽に告げて、そん後、全国へと広まっていったげな。
　また、今の鹿児島県伊佐市にある郡山八幡神社には、「1559年焼酎
もおごってくれないけちな施主だ」っちゅう中身の落書が残っちょい、
こいが焼酎に関する日本で最も古い文献ち言われちょいもんど。

　みなん九州の郷土料理として有名な食べ物の一つに、
黒豚料理（角煮・しゃぶしゃぶ・豚カツなど）があっど。
　シラス台地の影響で農業土木があまりできなかった島
津の時代、やせた土

ジ ダ

地でも育つからいもと、それを餌に
する豚肉を良く食っちょったげな。一時は藩の石高のほ
とんどがこん二つじゃったち言われちょっど。水はけの
良かみなん九州では、保存がきく米がずんばいは作ぁな
らじ（たくさんは作れず）、じゃっで島津では、戦で遠
出する時などは、豚を生きたまんま食いもんとして戦場
に運び、兵糧としちょいもした。豚は“歩く野菜”ち呼ば
れ、丁寧にされもしたげな。みなん九州で飼われちょっ
た豚はそん後も数が増え、今では鹿児島県と宮崎県で
全国の豚の飼養頭数の約4分の1を占めるまでになっ
ちょっど。
　今の鹿児島黒豚は、明治時代に薩摩に入ってきたイギ
リス原産のバークシャー種と土着の豚との掛け合わせに
よりでけたもんで、一般的には六白と呼ばれる白い部分
が六カ所ありもす。黒豚は鹿児島の宝（黒いダイヤモン
ド）ち呼ばれ、2010年の口蹄疫が出た時は、原種の豚
を屋久島や甑島に避難させたこともあるほど、こん地域
じゃ大事にされちょっど。（以上窪田・記）

　みなん（南）九州は、プレートが沈んせえできた火山がいっぱいある所
で、北から加久藤・小林カルデラ、霧島山、姶良カルデラ・桜島、阿多カ
ルデラ、鬼界カルデラ…と続く西日本火山帯からも分かるように、昔から
破局的な噴火を繰り返し、何べんも火砕流や火山灰に覆われた所やんさぁ。
　シラス台地で知られちょるように、みなん九州は稲作には向かない火砕
流堆積物や火山灰層の土

ジ ダ

地が主で、じゃっで、みなん九州独自の特殊な食
文化が育まれてきもした。

「からいも」と「芋焼酎」と「ガネ」

「かごしま黒豚」

　桜島でいっばん有名な特産品は、やっぱぃシマデコン
（桜島大根）じゃっど。ギネスブックに載っちょっ記録
では、重さ31.1㎏、胴回り119㎝もあったたっど。
　シマデコンは、軽石と土が混じった、ちぃとやせた
土
ジ ダ

地で作られちょっ。軽石は火山噴火ででけたもん
じゃっど。こまんか穴が、ずんばい（いっぱい）空いちょっ
で軽るかたっどん（軽いのだけど）、こん穴んおかげで
土
ジ ダ

地ん中でも水ん出入りが良か。ちぃとやせた土
ジ ダ

地で肥
料の効き目も良かし、水はけが良かでぇ水の管理が良か
ふぅにでけて、うんまか大根がでくったっど。
　シマデコンは、普通の大根のごつ辛く無かで、生で食っ
ても甘かし、水分も多くてうんまかど。大根サラダがお
勧めじゃっ。煮崩れもしにくかで、煮物にも良か。いけ
な風に（どんな風に）料理してん、わっぜ（すごく）う
んまかで、いろいろ試してみっくいやんせ。（福島・記）

桜島の「桜島大根」

1 芋焼酎の原料・からいも
2 形が蟹に似たさつまいものてんぷら・ガネ
3 言わずとしれた芋焼酎

生でもうまいシマデコン

南
九
州

記事担当者　1 永井登志樹　2 薄井伯征（以上男鹿半島･大潟GP）　3 畑山良栄（ゆざわGP）
4 神垣恭彦（八峰白神GP）　5 窪田宗摩（霧島GP）　6 福島大輔（桜島･錦江湾GP）

あ
ま
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2

3

みなん九州はうんまか食べものがずんばいあっとこい（いっぱいある所）やっど。どうぞ、おじゃったもんせ。（おいでくださいませ）
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　山陰海岸ジオパークでジオガイドを始めて早や4年。6
年前に嫁いできた町のことを知るのが楽しくて「元観光客」
としての視座を保ちつつ、ガイド活動に生かしています。
ここ1、2年は国内のジオパークで講演をする機会にも恵ま
れ、講演先のジオパークの魅力について、地元紙のコラム
で月1回掲載しています。自分のジオパークと比較しなが
ら各地を見ていると、それぞれの良さが分かって、旅がよ
り楽しくなりますね。
　山陰海岸ジオパークは面積が広く、京都府の京丹後市か
ら鳥取県鳥取市まで、ジオパークを端から端まで車で行く
と5時間弱かかります。そのため、ジオエリアを一緒に巡
り親交を深めるガイド交流会が年3回行われています。味
のあるガイドさんも多く、交流会などで知り合ったガイド
さんや他のジオサイトを、自分がガイドを担当したお客様
にも伝えて、次回の来訪につなげようと心がけています。
　このような活動も含めて、山陰海岸ジオガイドの「紅一
点」二種ガイドとして、各ジオエリアのガイドさん同士の
絆を深め、ジオパークが目指す「ヒトの魅力」をパワーアッ
プできるように、セミナーの企画やガイド向けの講座など、
環境づくりを進めています。それらの活動を通じて、山陰
海岸ジオパークの魅力の一つ「人のつながり」を内外に伝
えていきたいと思います。

山陰海岸GPの魅力は
人とのつながり

山陰海岸ジオパーク公認ガイド　今井ひろこ

今子浦の地質と海
辺の生き物のレク
チャー

【ガイドの目】
実際にガイドをしていて困ったこと・問題点・このように
して問題を解決した等の具体的な内容の原稿を募集し
ます。

【VOICE】
事業者ばかりでなく、教育、環境保護、防災等に関わっ
て活動している方々の生のご意見、活動から見えてきた
問題点、問題解決の成功事例等具体的な内容の原稿
を募集します。

【ジオ女のつぶやき】
我こそは、ジオ女・ジオ男と思われる方の原稿を募集し
ます。
ジオパークを歩いて楽しかった事、変だな?!と思ったこ
となど素直なご感想をお寄せください。
原稿は、いずれも400 ～ 600字程度、あなたの個性が
光るアップ写真1点又はイラストを添えて下記にお寄せく
ださい。
選考の上、次号以降に掲載します。

【原稿等送り先】
特定非営利活動法人
日本ジオパークネットワーク事務局
E-mail：jgn_offi ce@alpha.ocn.ne.jp

ガイドの目
G U I D E  R E P O R T

NPOたじま海の学校
 umigaku@gmail.com

ここからは、読者のみなさんのページです

　今回は、3つのテーマに分けてご寄稿いただきました。
　「ガイドの目」は、なかなか直接会って話すことができ
ない遠く離れた地域のガイドのみなさんが、紙面を通じ
出会うことで、情報を共有し、各地域の問題点に気付き、
解決の糸口を見つけるきっかけになる事を願って作りまし
た。
　「VOICE」は、地元のみなさんのアイデアと地の利を
活かした活動を紹介しました。
　「ジオ女のつぶやき」は、お客様としてジオパークを歩
くなかで気づいた事、感じた事を、率直に書いていただ
きました。関係者としては耳の痛いこともありますが、ジ
オパークにドップリ浸かっていない、新鮮なお客様目線
からのご意見です。

　どうぞ、今回掲載された方々にご意見、ご感想、
応援メールを送って下さい！

原稿募集

読
者
の
ペ
ー
ジ
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隠岐ＧＰの魅力を
世界に発信したい

土木遺産の福浦ト
ンネルを解説する

隠岐ジオパーク推進協議会
 http://www.oki-geopark.jp/
 oki-geopark.s@pref.shimane.lg.jp

隠岐ジオパーク推進協議会外国語専門員　テレサ・サドカウスキー

　オーストラリア出身で隠岐ジオパーク推進協議会のテレ
サです。日本海に浮かぶ隠岐に来てはじめて「ジオパーク」
という言葉を聞きましたが、自分が住んでいる、または観光
している地域を深く知る、感じる、そして経験することによっ
て、ジオパークの魅力を短期間で知ることができました。
　私は、日本人、外国人、誰にとっても楽しいことがいっ
ぱいある隠岐世界ジオパークの魅力を、世界に発信したい
と考えています。ジオパークは大地、自然、人について深
く知ることができる、素晴らしい場所だと思います。で
も、ジオパークの知名度はまだまだ低いため、ジオパーク
へ行ったらどんな経験ができるのかはまだ知られていない
ようです。
　そのためにも、ジオパークの目的、地域、活動などにつ
いて情報発信が大切ですが、それぞれのジオパークの魅力
を並べるよりも、ジオパークらしい観光の仕方をもっと強
調したほうが良いのではないかと思います。
　世界的に重要なジオパークだから魅力があるのではなく
て、全体的にジオパークというところには何があるの？ 
誰がどのように楽しめるの？ という段階からスタートし
たほうがより効果的ではないでしょうか。JGNの一員とし
て、多くの人々にジオパークの魅力を伝えていきたいと考
えています。

連絡先

　2013年10月に発生した台風26号の土砂災害では、全国の皆
さんからたくさんの支援をいただき、ありがとうございまし
た。改めてネットワークを実感するとともに、伊豆大島がジ
オパークになっていて良かったと思いました。
　台風から3週間たって、災害後初のツアーをガイドしま
した。小雨の降る三原山でしたが、カルデラ内の遊歩道は
とくに崩れているところもなく、安心して歩けました。霧
で真っ白ななか、まるで魔法のように雲が流れ去って、外
輪山の形や火口がハッキリ分かる瞬間があり、三原山が「よ
く来たね」と歓迎してくれているような気がしました。私
が「三原山に愛されている」と思う瞬間です。
　その時のお客様の言葉。「自然は常に動いている。大島は
それを感じられる島」「（感じたことを）伝えなければいけま
せんから」…なんだかとても励まされました。お客様が伝え
手になってくれる…ということも、新鮮でした。
　圧倒的な力をもつ自然と共にどう生きていくか―私たち
が悩みながら火山に向き合っていくこれからの姿勢が、同
じように変化の激しい自然の中で生きる島外の人にも、な
にか役に立つかもしれないと感じています。今後はガイド
として、そのことも伝えていこうと考えています。

自然と共存する
喜びを伝えたい

学生たちに岩石の
成り立ちを教える

伊豆大島ジオパーク推進委員会委員　西谷香奈

グローバルネイチャークラブHP
 http://www.global-ds.com/index-3.html

毎日更新のブログ。火山、ジオパーク、ツアーなど、情報満載!
 http://blog.goo.ne.jp/gscrikuguide6
 gon-kana@amber.plala.or.jp

連
絡
先
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　商業部の商品開発のヒントを見つけようと、島原半島ジ
オパークが主催する「ジオマルシェ」に早速足を運んだ。
さまざまな展示品を見ているうちに、商業部の学生たちと
一緒にここで商品販売をやってみたいと思った。
　ジオパーク推進連絡協議会に相談を持ちかけたところ、

「島原雲仙かまぼこ組合」を紹介していただいた。島原半
島にはたくさんの蒲鉾店があり、かまぼこは市民にとって
身近な存在である。
　かまぼこを世代を超えて食べてもらえるようにお菓子
風にしてみようと、部活動の生徒たちに投げかけ、「かま
ケーキ」、「かまチップス」、「かんぼこラスク」の3つにま
とまった。これらを蒲鉾組合に提案し試作していただいた
が、どれも生徒の思うような味や食感にはならず、商品化
が難しいことを実感させられる。
　再度企画を練り直し、チップスをフライドポテト風にす
ることに方向転換する。これを組合の「みゆき蒲鉾」さん
に再び試作依頼をかけた。でき上がった試作品は皆が驚く
ほどおいしかった。ジャガイモの甘味とかまぼこの風味の
相性がとても良かったのだ。
　「蒲鉾組合」と「島原商業高校商業部」の共同開発とい
うことになり、レシピを組合の15社で共有し、どのお店
でも「かまポテト」を製作販売することが可能になってい
る。現在、「しきしま蒲鉾」さんが明太子味・カレー味を
開発し、おつまみに良く合うと好評である。
　「かまポテト」は、研究発表大会に向けた取り組みとし
て、生徒たちに考えてもらったものだ。最初は“やらされ
ている感じ”だった生徒たちも、販売活動を重ね、お客様
と接しているうちに、自分たちが開発し
たことへの強い自信をもつようになり、
今ではさらにステップアップした商品
にしていきたいと、目を輝かせている。

　2013年春、高知県室戸市で新しい海のビジネス「一般
社団法人 うみ路」を立ち上げた若者がいる。蜂谷潤さん。
岡山県出身だが、瀬戸内海を渡り高知大学農学部で「栽培
漁業」を学んだ。海洋汚染のほとんどない室戸の海洋深層
水で養殖の研究に没頭した。昆布と昆布を餌の一部に使っ
たアワビの養殖だ。
　昆布やアワビの養殖生産のための拠点施設の構想もまと
まり、近々完成の予定だ。生産にとどまらず、観光客に来
てもらい、実態を観察してもらったり、海で遊んでもらい、
室戸の食材をバーベキューで楽しんでもらいたいと考えて
いる。魚介も野菜も肉も塩もすべて室戸の食材なので、地
域の人々とも触れ合えるのだ。この施設が室戸ジオパーク
の魅力の一つになれば嬉しいと思っている。
　こんな活動が評価され、「キャンパスベンチャーグラン
プリ四国大会」でグランプリを獲得し、全国大会では文部
科学大臣賞を受賞した。
　現在、蜂谷さんは「うみ路」で、漁師や浜のお母さんた
ちと一緒にメジカ（マルソウダガツオ）の海洋資源のブラ
ンド化に積極的に取り組んでいる。こうして地域の皆と一
緒に活動して新たな商品を作り上げていくことが好きだと
言う。地域のニーズのなかで仕事をしているので、室戸市
も積極的に応援してくれた。自分たちが最後までかかわる
のではなく、徐々に手を離して地元の漁師やお母さんたち
が自立して働いていくのが理想の形だと思っている。こん
な蜂谷さんの努力を見守っていきたい。
　その後、蜂谷さんは内閣官房の「地域活性化伝道師」に
登録されている。

地域の想いを
形にしていく喜び

生徒たちと「かまポテト」
商品開発をともにして

島原商業高校教師 商業部顧問　安藤由香 一般社団法人 うみ路代表　蜂谷潤

左 マルソウダガツオを低温
の油で調理した「むろっと
のコンフィ」　右 毎年与え
る海藻の色を変えていくと
美しい縞模様の「ヤイロト
コブシ」が出来上がった。
室戸産だと一目で分かる

VOICE
地元のアイデアを活かす

 https://www.facebook.com/hachiya.jun
 hachiya8810@yahoo.co.jp　☎090-7895-8291連絡先 andou6305@news.ed.jp連絡先

商品化し、人気の「かまポテト」

「島商かまぼこ倶楽部」の仲間 地元の商品開発に情熱をかける蜂谷さん
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　糸魚川市では平成17年5月に「まちづくりサポーターズ」
が結成された。この発端は、糸魚川信用組合のまちづくり
推進室が公募した「新市まちづくり論文」に応募した有志
が、自分たちでまち起こしをやっていこう、とスタートし
た市民パワーの集合体だ。
　糸魚川市が世界ジオパークを目指してからは、糸魚川ジ
オパーク協議会と協力して、市民を対象にしたジオツアー
学習会を始めた。すでに30回を超え、現在も積極的に開催
中だ。特徴は、埋もれている地域のお宝の掘り起こしを積
極的に広めてきたこと。たとえば、糸魚川ジオパークの特
徴である東西文化の接点をテーマに副読本『境界のまち糸
魚川』を作成し、他のジオパークにない特色を取り上げた。
糸魚川特有の伝統文化や食文化のユニークな実態を見せた
ところ、その面白さが参加者の共感を呼び、息の長い活動
につながっている。
　ジオパークを支える住民にお宝を知ってもらおうと『糸
魚川を歩こう～ふるさとめぐり』も作成して、市を訪れる
観光客のおもてなしにつながるよう努めている。
　これからも糸魚川ジオパークの応援団として、多方面と
協力し合いながらジオパークの推進とともに、ジオパーク
への誘客にも積極的に寄与していきたい。

　白山（2,702m）から流れ出る清流手取川の扇状地に、
江戸時代に栄えた北前船が多数往来した美川港がある。美
川で江戸時代から受け継がれているものが糠漬け。
　あら与は創業天保元年（1830年）。ふぐの子（卵巣）の
糠漬けは、糠漬けの中でも珍味中の珍味である。
　美川の人たちにとっては、とくに珍しいものではなく、
当たり前に食していたのだが、一般の人には毒を食べると
いう、考えられない食品に興味がもたれている。
　ではなぜ毒が抜けるのか、生産工程から説明しよう。5
月中旬から6月中旬の間、ごまふぐという種類のふぐが日
本海沿岸で獲れる。そのふぐを仕入れ、その日のうちに内
臓を取り出す。中に卵巣があったらすぐに塩漬けにする。
その期間約1年間である程度の毒が抜ける。さらに木樽に
入れ糠と糀で本漬けをする。数十年前の手取川の河原の石
を重石にして発酵を待つ。その間イワシの魚醤を樽の中に
注ぎ込み続け、1年半後に毒性検査をして、規定内を確認
して出荷する。長い歴史の中で、今まで一度も不合格はない。
　では、なぜ美川でふぐの卵巣の糠漬けが生産され始めた
のか。それは北前船が安政5年（1858年）に佐渡島からふ
ぐの卵巣を美川に荷卸しした記録が出てきて分かった。糠
漬けの技術と日本人の食に対する貪欲さが合体して、食べ
られるようになったものと思われる。
　我々糠漬け生産者が現在に至るまで生産できるのも、白
山と手取川の伏流水のおかげ、言わばジオの恵みによるも
のである。地下水がなかったら糠漬け業の発展もなかった
と思われる。

ふぐの子（卵巣）糠漬け
白山市美川・あら与当主　荒木敏明

われらジオパーク応援団
まちづくりサポーターズ（糸魚川市）

 http://www.arayo.co.jp
 inform@arayo.co.jp　☎076-278-3370連絡先  machidukuri@fsinet.or.jp連絡先

荒木さんが糠樽にイワシの魚醤を注ぎ込む 中高年の「まちづくりサポーターズ」のメンバーはとにかく熱心だ。雨飾温泉で

フグの卵巣の糠漬け樽。
重石は手取川の河原の石
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　「何より、真鶴は静かで魚がおいしくて、海もきれ
いで、自然があっていいところですよ、途中、喉が
乾いたら食べてね、真鶴はみかんもおいしいんですよ」
とJR真鶴駅前観光案内所で、観光マップ「真鶴さ
んぽ」と一緒にみかんまでいただきました～。（^^♪
　この「真鶴さんぽ」はお散歩するには便利でわか
りやすくて使いやすそう。見所のほとんどはジオサイ
トでもあるし、これ使って自分でジオサイトを書き込
んで、マイ・ジオマップ作っちゃいました。
　歩きながらウェブサイトを見るとか、難しいサイト
の解説を読むのは大変だし、たとえば、レストラン、
トイレ、ジオサイトではない見所、地元の一押し！も
知りたいし。自分だけのジオマップづくり、案外、た
のしい☆φ（..）メモメモ
　「ジオパークのこと何も知らなくて」と観光案内所
の方はおっしゃっていましたが、なんだか地元愛が
伝わってきてふわっとあたたかな心持ち。こういう方
にジオガイドしていただいたら楽しそう。美しい自然
の中でおいしいものを食べ、そして、大地を感じる、
楽しみ方がいろいろあっていいのがジオパークだと
思っていたんだけど。。。。予約が必要なジオガイドさ

んが頼めないときもわかるようにジオサイトの説明看
板があるんじゃなかったのかな～。（・・?
　「わが立てる真鶴崎が二つにす相模の海と伊豆の
しら波」（与謝野晶子）
　真鶴エリアのジオサイトの拠点、「ケープ真鶴」
の前からは、この歌のとおり雄大な景色が広がりま
す。そのケープ真鶴の入口に箱根ジオパークの看板
が立てられていました。でも、ほかにはジオサイトの
看板は見つけられなかった。。。
　「お林散歩道」は山の中といった感じで、岬の先
端にいるということを忘れてしまいそう。この林が豊
かな海を育て、多様な生物の生息をささえているの
だそうで、それで真鶴はお魚がおいしいのですね。
駅前観光案内所の方に教えていただいたお寿司屋
さんでのランチ、お手頃価格でとってもおいしかっ
た（^_-）-☆。真鶴半島観光遊覧船（所要30分）
にも乗り、美しい三ツ石海岸（ジオサイト）の夕景
にしばしみとれて、あっという間の遊覧船の旅。ここ
でもジオパークの説明はまったくありません。
　こんなに楽しんでも、これってジオパーク的には残
念ってことなのかな？

箱根ジオパーク 「真鶴エリア」

文・イラスト＝藤原かこ

かこブログ➡http://blog.goo.ne.jp

　「道がつづら折りになって いよいよ天城峠が近づ
いたと思うころ雨足が杉の密林を白く染めながら す
さまじい早さで麓から わたしを追って来た。『伊豆の
踊子（川端康成）』」
　この「伊豆の踊子」の舞台となった河津町の観
光名所、河津七滝を訪れて「伊豆の踊子」で描か
れている書生と踊り子のみずみずしい青春の情景に
思いを････えっ？　でなく、･･･「石」（・・?
　『河津七滝は、溶岩がつくる滝と渓谷の景観であ
る。七滝のうち「えび滝」を除く6つの滝と、その上
流の猿田淵の岩盤は、溶岩が冷え固まる時の収縮
でできた美しい柱状節理が刻まれている。この溶岩
は、約2万5000年前に伊豆東部火山群の登り尾南
火山から流れ出たものです。（伊豆半島ジオパーク
HP）』（._.）ふーん。
　「ジオパーク」を知って、「これが『柱状節理』ね
え」と思いながら河津七滝を歩いたのは初めて。こ
の自然の造形美は想像以上です。でも、私のような
者がこのジオサイトの美しさにたどり着くのは案外と
遠い道のり。だって、天城峠で川端康成の碑を訪れ、
踊子歩道をウオーキング、温泉に入ってのんびり～、

それで十分満足。なかなか大地のロマンまでたどり
つけないんですよね～。
　伊豆に行くたいていの人は「柱状節理」より、ダ
イビング、ゴルフ、おいしいお魚食べて、温泉で癒
される～という感じでしょう？ いつもの休日に伊豆・
河津七滝へ足を運んでみたら、ジオパークっていう
のがあるのね、へえ、この六角形の石の柱が整然と
並んでいるような川岸（「柱状節理」）ってきれい、と

「自然の造形美」に感動する、それなら、伊豆に
はほかにどんなジオサイトがあるかな～、日本にはど
んなジオパークがあるかなあ、と自然と興味が広が
るのに。何回行っても気が付くきっかけってなかなか
ないもんです、ちょっと残念（>_<）
　以前、河津七滝のところで撮った「滝」の写真
に、大正7年、川端康成がたどった旧下田街道、そ
の当時と同じ美しい「柱状節理」、写っているかもし
れません。。。2万5000年前からあるものは、まるで初
めからそこあるようにも思えるけど、それは確かに大
地がダイナミックに躍動した証しなのです。そっかあ、
伊豆半島は南からやってきたのねえ、、、と私は温泉
につかる。。。。

伊豆半島ジオパーク 「河津・七滝ジオサイト」

新米ジオ女の

つぶやき
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Q1. どこから来場? Q2. 「ジオパーク」を知っている?
行ったことがある?

Q3. 企画展を通じ
ジオパークに興味を持ったか?

Q4. ジオパークの
どこに興味を持った?

興味を持った人が84%を占めたが、持
たなかった･どちらでもないと答えた人
の中には、「難しそう」「面白くない」との
回答もあった

景色44%を筆頭に、ジオツアー、食文化
が各15%と続く

都内開催のため、１都3県で75%を占めた

知らなかったが一番多く43%、行ったこ
とはない、聞いたことはあるを合わせる
と、69%もの人が「ジオパークには行っ
たことがない」ことになる

東京都
53%

神奈川県
12%

千葉県
6%

埼玉県
4%

茨城県
2%

その他
12%

未回答
11%

未回答
6%

未回答
3%

防災
3%教育

7%

未回答
11%

知らな
かった
43%

行ったことがある
29%

行った
ことはない
13%

食文化
15%

聞いたこと
はある
13%

興味を持った
84%

興味を
持たない
2%

どちらでもない
8%

ジオツアー
15%

景色
44%

伊豆大島へ災害義援金贈呈
　2013年10月16日、台風26号の豪雨により、伊豆大島は土石流によ
る甚大な被害を被りました。奇しくもその日は隠岐で第4回日本ジオパー
ク全国大会が開催されていた時でした。
　11月13日、日本ジオパークネットワークの米田 徹理事長が大島町役
場を訪れ、各地から寄せられた善意の義援金を川村理史町長に手
渡しました。早期の復興を心よりお祈りします。

反省POINT
【着ぐるみ】
　「エアー式」か「従来式」で参加率が大きく分かれま
した。従来式は圧縮できず、送料が高いために断念し
た地域が多数あり、制作費の問題もあって「何のための
着ぐるみか?」を原点から考えて製作する必要があります。

【のぼり】
　大きさ、左右の向きがバラバラで、一斉に立てたときの
統一感がなく、共通ルールを作る必要がありそうです。

【バッジ、シール等】
　キャラクターを配したものは人気があり、文字だけなど
単調なデザインは受け取ってもらえないので、まずは手に
取ってもらうことを念頭にデザインする必要があります。

【体験イベント】
　石の標本作り（島原半島GP）や、ヒスイ探し（糸魚
川GP）など、体験イベントを行った地域は毎回定員いっ
ぱいになりました。実際に手を動かして体験できるイベント
の人気が根強いことを証明しました。

【物産展】
　商品のクオリティーが高く、その地域でしか購入できな
いもの（農産物・100%ジュース・天然塩など）は、多
少値段が高くても売れる傾向がありました。

川村町長（左）に義援金
を手渡す米田JGN理事長

ジオパークワンダーランド展
　2013年11月29日～ 2014年2月27日の期間、「ジオパー
クワンダーランド展」を地球環境パートナーシッププラザ
（GEOC・東京都渋谷区神宮前）で開催。この企画展は
ジオパークを広く一般に知ってもらうことを主旨とし、週末
には地域の物産展や体験イベントも併行して行いました。
　来場者からいただいたジオパークに関するアンケート結
果を、グラフにしてご報告いたします。

「ジオパークワンダーランド展」来場者アンケート集計結果
【集計期間】2013年11月29日～12月27日回収分
【来場者数】4,285名
【アンケート回収数】341名家族連れやカップルも多く、にぎやかな会場風景

 2013 
日本ジオパークネットワークの活動から
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大分県

宮崎県
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鹿児島県

沖縄県
本部半島

下北半島

苗場山麓

立山黒部

岐阜県高山市奥飛騨温泉郷

南紀熊野

古関東深海盆

筑波山地域

栗駒山麓

蔵王

いづも

三島村

天草

美祢

北九州

嬬恋村

とかち鹿追 Tokachi Shikaoi
北海道鹿追町

白滝 Shirataki
北海道遠軽町

 Mikasa 三笠
北海道三笠市

アポイ岳 Mt.Apoi
北海道様似町

男鹿半島･大潟 Oga Peninsula-Ogata
秋田県男鹿市･大潟村

洞爺湖有珠山 Toya Caldera and Usu Volcano
北海道洞爺湖町・伊達市･豊浦町･壮瞥町

八峰白神 Happou Shirakami
秋田県八峰町

ゆざわ Yuzawa
秋田県湯沢市

三陸 Sanriku
青森県八戸市･階上町
岩手県宮古市・久慈市・釜石市・大船渡市・陸前高田市・洋野町・
山田町・岩泉町・大槌町・住田町・野田村・普代村・田野畑村
宮城県気仙沼市

磐梯山 Bandai san
福島県猪苗代町･磐梯町･北塩原村

秩父 Chichibu
埼玉県秩父市･横瀬町･皆野町･長瀞町･小鹿野町

伊豆大島 Izu Oshima
東京都大島町

茨城県北 North Ibaraki
茨城県北茨城市･高萩市･東海村･ひたちなか市･
大子町･常陸太田市･常陸大宮市

伊豆半島 Izu Peninsula
静岡県沼津市･熱海市･三島市･
伊東市･下田市･伊豆市･伊豆の国市･
東伊豆町･河津町･南伊豆町･
松崎町･西伊豆町･函南町・長泉町・清水町

銚子 Choshi
千葉県銚子市

箱根 Hakone
神奈川県小田原市･箱根町･真鶴町･湯河原町

南アルプス（中央構造線エリア） Southern Alps MTL Area
長野県飯田市･伊那市･富士見町･大鹿村

佐渡 Sado Island
新潟県佐渡市

Shimonita 下仁田
群馬県下仁田町

Itoigawa 糸魚川
新潟県糸魚川市

Hakusan Tedorigawa 白山手取川
石川県白山市

Dinosaur Valley Fukui Katsuyama 恐竜渓谷ふくい勝山
福井県勝山市

San’in Kaigan 山陰海岸
京都府京丹後市･兵庫県豊岡市･香美町･新温泉町･鳥取県鳥取市･岩美町

室戸 Muroto
高知県室戸市

Oki Islands 隠岐
島根県隠岐の島町･西ノ島町･海土町･知夫村

Amakusa Goshoura 天草御所浦
熊本県天草市

Sakurajima Kinkowan 桜島・錦江湾
鹿児島県鹿児島市

霧島 Kirishima
鹿児島県霧島市･曽於市･宮崎県都城市･
高原町･小林市･えびの市

Unzen Volcanic Area 島原半島
長崎県島原市･雲仙市･南島原市

Aso 阿蘇
熊本県阿蘇市･南小国町･小国町･

産山村･高森町･南阿蘇村･西原村･山都町

Oita Himeshima おおいた姫島
大分県姫島村

おおいた豊後大野 Oita Bungoono
大分県豊後大野市

四国西予 Shikoku Seiyo
愛媛県西予市

ジオパークを目指している地域

Japanese Geoparks日本ジオパーク Japanese Geoparks

Global Geoparks世界ジオパーク Global Geoparks
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ベース地図＝北海道地図提供
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下北半島
栗駒山麓
蔵王
筑波山地域
嬬恋村
苗場山麓
古関東深海盆
立山黒部
岐阜県高山市奥飛騨温泉郷
南紀熊野
いづも
美祢
北九州
天草
三島村
本部半島

全国
ジオパーク
マップ
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北海道三笠市
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男鹿半島･大潟 Oga Peninsula-Ogata
秋田県男鹿市･大潟村

洞爺湖有珠山 Toya Caldera and Usu Volcano
北海道洞爺湖町・伊達市･豊浦町･壮瞥町

八峰白神 Happou Shirakami
秋田県八峰町

ゆざわ Yuzawa
秋田県湯沢市

三陸 Sanriku
青森県八戸市･階上町
岩手県宮古市・久慈市・釜石市・大船渡市・陸前高田市・洋野町・
山田町・岩泉町・大槌町・住田町・野田村・普代村・田野畑村
宮城県気仙沼市

磐梯山 Bandai san
福島県猪苗代町･磐梯町･北塩原村

秩父 Chichibu
埼玉県秩父市･横瀬町･皆野町･長瀞町･小鹿野町

伊豆大島 Izu Oshima
東京都大島町

茨城県北 North Ibaraki
茨城県北茨城市･高萩市･東海村･ひたちなか市･
大子町･常陸太田市･常陸大宮市

伊豆半島 Izu Peninsula
静岡県沼津市･熱海市･三島市･
伊東市･下田市･伊豆市･伊豆の国市･
東伊豆町･河津町･南伊豆町･
松崎町･西伊豆町･函南町・長泉町・清水町

銚子 Choshi
千葉県銚子市

箱根 Hakone
神奈川県小田原市･箱根町･真鶴町･湯河原町

南アルプス（中央構造線エリア） Southern Alps MTL Area
長野県飯田市･伊那市･富士見町･大鹿村

佐渡 Sado Island
新潟県佐渡市

Shimonita 下仁田
群馬県下仁田町

Itoigawa 糸魚川
新潟県糸魚川市

Hakusan Tedorigawa 白山手取川
石川県白山市

Dinosaur Valley Fukui Katsuyama 恐竜渓谷ふくい勝山
福井県勝山市

San’in Kaigan 山陰海岸
京都府京丹後市･兵庫県豊岡市･香美町･新温泉町･鳥取県鳥取市･岩美町

室戸 Muroto
高知県室戸市

Oki Islands 隠岐
島根県隠岐の島町･西ノ島町･海土町･知夫村

Amakusa Goshoura 天草御所浦
熊本県天草市

Sakurajima Kinkowan 桜島・錦江湾
鹿児島県鹿児島市

霧島 Kirishima
鹿児島県霧島市･曽於市･宮崎県都城市･
高原町･小林市･えびの市

Unzen Volcanic Area 島原半島
長崎県島原市･雲仙市･南島原市

Aso 阿蘇
熊本県阿蘇市･南小国町･小国町･

産山村･高森町･南阿蘇村･西原村･山都町

Oita Himeshima おおいた姫島
大分県姫島村

おおいた豊後大野 Oita Bungoono
大分県豊後大野市

四国西予 Shikoku Seiyo
愛媛県西予市

ジオパークを目指している地域

Japanese Geoparks日本ジオパーク Japanese Geoparks

Global Geoparks世界ジオパーク Global Geoparks
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世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

洞爺湖有珠山ジオパーク 洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会
洞爺湖町役場　0142-74-3015

糸魚川ジオパーク 糸魚川ジオパーク協議会
糸魚川市役所　025-552-1511

隠岐ジオパーク 隠岐ジオパーク推進協議会
島根県隠岐支庁県民局　08512-2-9636

山陰海岸ジオパーク 山陰海岸ジオパーク推進協議会
兵庫県豊岡総合庁舎　0796-26-3783

室戸ジオパーク 室戸ジオパーク推進協議会
室戸市役所　0887-22-5161

島原半島ジオパーク 島原半島ジオパーク推進連絡協議会
雲仙岳災害記念館　0957-65-5540

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

白滝ジオパーク 遠軽町・白滝ジオパーク推進協議会
遠軽町役場白滝総合支所　0158-48-2213

とかち鹿追ジオパーク とかち鹿追ジオパーク推進協議会
鹿追町役場　0156-66-2311

三笠ジオパーク 三笠ジオパーク推進協議会
三笠市役所　01267-2-3182

アポイ岳ジオパーク 様似町アポイ岳ジオパーク推進協議会
様似町役場　0146-36-2120

三陸ジオパーク 三陸ジオパーク推進協議会
岩手県庁宮古地区合同庁舎　019-629-5194

八峰白神ジオパーク 八峰白神ジオパーク推進協議会
旧岩館小学校　0185-78-2427

男鹿半島･大潟ジオパーク 男鹿半島・大潟ジオパーク推進協議会
男鹿市役所　0185-23-2111

ゆざわジオパーク 湯沢市ジオパーク推進協議会
湯沢市役所　0183-73-2111

佐渡ジオパーク 佐渡ジオパーク推進協議会
両津郷土博物館　0259-23-2101

磐梯山ジオパーク 磐梯山ジオパーク協議会
裏磐梯合同庁舎　0241-32-2511

白山手取川ジオパーク 白山手取川ジオパーク推進協議会
白山市役所　076-274-9564

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク 恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク推進協議会
勝山市役所　0779-88-1115

茨城県北ジオパーク 茨城県北ジオパーク推進協議会
茨城大学　029-228-8825

下仁田ジオパーク ジオパーク下仁田協議会
下仁田町自然史館　0274-70-3070

秩父ジオパーク 秩父まるごとジオパーク推進協議会
秩父観光情報館　0494-25-5209

南アルプスジオパーク
（中央構造線エリア）

南アルプス（中央構造線エリア）ジオパーク協議会
伊那市創造館　0265-72-6220

銚子ジオパーク 銚子ジオパーク推進協議会
銚子市役所　0479-24-8794

箱根ジオパーク 箱根ジオパーク推進協議会
箱根町役場　0460-85-7111

伊豆半島ジオパーク 伊豆半島ジオパーク推進協議会
伊東市役所観光課　0557-32-1784

伊豆大島ジオパーク 伊豆大島ジオパーク推進委員会
大島町役場  04992-2-1444

四国西予ジオパーク 四国西予ジオパーク推進協議会
西予市役所　0894-62-1111

おおいた姫島ジオパーク おおいた姫島ジオパーク推進協議会
姫島村役場　0978-87-2111

おおいた豊後大野ジオパーク おおいた豊後大野ジオパーク推進協議会
豊後大野市役所　0974-22-1001

阿蘇ジオパーク 阿蘇ジオパーク推進協議会
阿蘇火山博物館　0967-34-2089

天草御所浦ジオパーク 天草御所浦ジオパーク推進協議会
天草市役所別館　0969-23-1111

霧島ジオパーク 霧島ジオパーク推進連絡協議会
霧島市役所　0995-45-5111

桜島･錦江湾ジオパーク 桜島・錦江湾ジオパーク推進協議会
鹿児島市役所　099-216-1344
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切手を
貼って

ください
1 0 1 0 0 4 7

郵 便はがき

東京都千代田区内神田1-5-1
トライエム大手町ビル7階
日本ジオパークネットワーク事務局 行

ご住所（〒　　　　-　　　　　）

お名前（ふりがな）

Tel

お客様の個人情報は、本誌以外またプレゼントの発送以外には使用いたしません。

キリトリ線

キ
リ
ト
リ
線

素敵なプレゼント
❶ 白滝ジオパーク 白滝の大地の恵み缶詰セット
❷ とかち鹿追ジオパーク 鹿追焼 花瓶
❸ 三笠ジオパーク 山﨑ワイン
❹ アポイ岳ジオパーク 海の幸セット
❺ 三陸ジオパーク 琥珀ボールペン2本セット（ブラック・ピンク）
❻ 八峰白神ジオパーク 八峰白神の塩&もろみセット
❼ 男鹿半島・大潟ジオパーク 男鹿梨（幸水）&あきたこまち有機米5㎏
❽ ゆざわジオパーク 稲庭うどん&湯沢のお酒セット
❾ 佐渡ジオパーク 朱鷺認証米5㎏
� 磐梯山ジオパーク 磐梯山の宝詰合せ
� 糸魚川ジオパーク 地酒詰合せセット
� 白山手取川ジオパーク 白山まるごとセット
� 恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク オリジナルトートバック（5名様）
� 茨城県北ジオパーク 五浦六角堂再建記念扇子
� 下仁田ジオパーク 下仁田ねぎ（箱入り）
� 秩父ジオパーク 秩父カエデ糖のお菓子ほか
� 南アルプスジオパーク（中央構造線エリア） 南アルプス林道バス優待券
� 銚子ジオパーク 魚干物セット
� 箱根ジオパーク 箱根温泉宿泊補助券（2万円相当）
� 伊豆半島ジオパーク ジオガシコンプリートBOX
� 隠岐ジオパーク 隠岐の季節海産物詰合せ（5,000円相当）
� 山陰海岸ジオパーク ジオ（塩）ラーメン（3箱）
� 四国西予ジオパーク 愛･彩･華ジュース詰合せ
� 室戸ジオパーク 室戸海洋深層水商品セット
� おおいた姫島ジオパーク 姫島車えび（真空パック）
� おおいた豊後大野ジオパーク 特産品詰合せ（5,000円相当）
� 阿蘇ジオパーク 阿蘇リモナイト製品セット
� 島原半島ジオパーク ジオスイーツ詰合せ
� 天草御所浦ジオパーク ちりめんじゃこ･いりこセット
� 霧島ジオパーク 環霧島地域の焼酎（2本程度）
� 桜島・錦江湾ジオパーク 溶岩万能グリル

各ジオパークからの

�地酒詰合せセット

�南アルプス林道バス優待券

�白山まるごとセット �オリジナル
　トートバック（5名様）

�ジオガシコンプリートBOX

❼男鹿梨（幸水）
　&あきたこまち有機米5㎏ �磐梯山の宝詰合せ

❾朱鷺認証米5㎏
❻八峰白神の塩&もろみセット

�魚干物セット

�五浦六角堂再建記念扇子 �下仁田ねぎ（箱入り）

�秩父カエデ糖の
　お菓子ほか

❹海の幸セット

❽稲庭うどん&湯沢のお酒セット

❺琥珀ボールペン2本セット
　（ブラック・ピンク）❸山﨑ワイン

❷鹿追焼 花瓶❶白滝の大地の恵み缶詰セット

�箱根温泉宿泊補助券
　（2万円相当）
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希望商品番号  番
抽選はご希望商品ごとに行います。応募のなかった商品は再抽選するため、ご希望商品
とは異なる商品が届く場合もあります。商品によっては発送時期が異なります。詳細は、
各地より当選者にお知らせします。

おもしろかった記事
記事名

理 由

つまらなかった記事
記事名

理 由

ご感想をお聞かせください

感 想

キリトリ線

キ
リ
ト
リ
線

　2013年夏、むせ返るように暑い日に
機関誌作成に着手し、今やっとお手も
とにお届けする運びとなりました。日本
ジオパークネットワーク設立以来、独自
の出版物ははじめてのことであったため、
多くの時間を要してしまいました。
　突然の寄稿依頼にも快く応じてくだ
さった尾池和夫様をはじめ、多くの執
筆者の皆様のご協力により、「GEOPARK 
magazine」は創刊となりました。心より
感謝申し上げますとともに、本誌がジオ
パークに関わる皆様を繋ぐきっかけにな
ればと祈念しています。
　さて、ほっとしたのも束の間、いよい
よ第2号の準備が始まります。多くの皆
様からの叱咤激励をいただきより良いも
のを目指します。当ネットワークへの要
望なども含め、お気づきの点などありま
したら何なりとお知らせください。

本誌に関するご感想、発行元へのご
意見･ご希望等をお寄せください。

特定非営利活動法人
日本ジオパークネットワーク事務局
〒101-0047
東京都千代田区内神田1-5-1
トライエム大手町ビル7階
☎03-3219-2990

【URL】http://www.geopark.jp/
【E-mail】jgn_office@alpha.ocn.ne.jp

編 集 後 記

GEOPARK magazine 創刊第1号

平成26年3月31日発行

発行 特定非営利活動法人
 日本ジオパークネットワーク
 Ⓒ日本ジオパークネットワーク
 本誌の無断転載を禁じます。

編集 S.K.プロ  佐藤滉一
デザイン Rico Graphic  原理子

この本の10 ～ 25頁で使用した地図の作成に当たっては、国
土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（空
間データ基盤）、20万分の1地勢図を使用した。

（平24情使、第36-3013号）（平24情使、第38-3013号）

【表紙写真】
伊豆大島／三原山外輪山の登山口から内輪山を望む

�室戸海洋深層水
　商品セット

�環霧島地域の焼酎
　（2本程度）

�特産品詰合せ
　（5,000円相当）

�ジオスイーツ詰合せ�阿蘇リモナイト製品セット

�溶岩万能グリル

�隠岐の季節海産物詰合せ
　（5,000円相当）

�愛･彩･華ジュース詰合せ

�姫島車えび（真空パック）

�ちりめんじゃこ･いりこセット

�ジオ（塩）ラーメン（3箱）
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